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〔内容抄録〕

肺「アテレクターゼ」ガ、結核菌 ノ血行性感染二對スル態度ヲ知 ラソトシテ、健常家兎94頭 ヲ用 ヒ、武田氏ニヨ

ル肋膜外圭氣管枝結紮術後、中等毒力人型結核菌 ノ種 々ナル菌量(0.6,6.0,30,60mg)ヲ 以 テ感染 ヲ試 ミ、2-10週

後 二於ケル「ア」肺二生ズル結核病竈 ヲ病理解剖學的二觀察シ、「ア」肺ハ,一 般 二結核病竈 ノ發生 ヲ著 シク阻止 シ

且之ヲ治癒二赴 カシムル コトヲ知ッタ。

即チ、「ア」肺二生ズル病竈 ヲ、反對側非「ア」肺二比較スルニ、結節ノ發生ハ感染量 ノ大ナル場合、感染早期ニハ

兩側同襟ナルモ、感染後ノ經過 ト共二寡少 トナリ、感染量ノ比較的小ナル場合ニハ,既 二感染早期 ヨリ遙 カニ少

藪トナリ全クソノ發生 ヲ見ザルモ ノガアル。結節 ノ大サハ、感染量 ノ多寡 二拘ラズ、常二最初 ヨリ小デアル。

組織學的二、「ア」肺ニハ,ー 般 二組織球性細胞 ノ増殖旺盛ニシテ、病竈ノ増殖性傾向ハ甚 ダ著明デアル。
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第一・章 緒 言

肺 「アテ レクター ゼ」ト肺結核 トノ關係 二就 イテ

ノ・、從 來病理學 成書中 二病 竈附近 ノー ツ ノ随 件

現象 トシテ僅 カニ記載 サ レテヰタ程度 ノモ ノデ

アツタガ、術後肺 「アテ レクター ゼ」ガ臨休 上 ノ

問題 トナル ニ從 ヒ、1921年H.Sewallガ 始 ノ

テ肺結核 ノ場合 ニモ屡 ≧「アテ レクター ゼ」ノ存
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在 スル コ トテ登 見 シ、,,Thinkatelectasis!``

ナ ル標 語 テ提唱 シテ以來、 内科 方面 ニモ漸 ク注

意 セ ラレル様 ニナ リ、今 日マ デ圭 トシテアメ リ

カ、 スカ ンヂナ ビヤ ノ學 者 ニ ヨ リ既 二多撒 臨 床

例 ノ報告 ガ現 レ、而 モ ソノ大部分 ガ肺結核 二合

併 シテ登症 シタモ ノデ アツ タ。而 シテ今 ヤ、 肺

「アテ レクター ゼ」似 下肺 「ア」ト略記 ス)ノ・、 肺

結核 ノ経過 中偶 支遭遇 スルー合併症 トシテ軍 二

診断 學上 ノ興 味 アル ニ止 ラズ、肺結核 ノ登生 、

進展 拉 二治癒 二封 シテ、 本質的 二重大 ナル關係

テ有 スル、毎常必嚢 ノ現象 デ アル ト云 ノ・レル様

ニナ ツテ來 タ。

然 シ乍 ラ今 日迄肺結核 二封 スル影響 二關 シテ論

ゼラ レタモ ノノ・比較 的診 ク、 且 ソノ所読 ノ・必 ズ

シモー一致 シテ居 ナ ィ。殊 二之 ガ實験 的研究 二至

ツテノ、未 ダ極 ノテ蓼然 タル モ ノガ アル。

弦 二著 者ノ・第一編(結 核 第16巻 第4號 掲載 ノ筈)

ニヨリ、武田博士 ノ創案ニカ・ル肋膜外主氣管

枝結紮術ハ、實験的二任意 ノー側肺 テ確實且自

然的二、急性廣汎性「ア」二陥 ラシメ得ル優秀ナ

ル方法ナルコ トテ知 ツタ。

今 「ア」肺即チ肺臓 ガ、 ソノ主要機能 ノー ツタル

瓦斯交換 テ停止 シ、全 ク含氣性 テ失 ヒ實質性組

織 トナ リタル場合、一般細菌 二封 シ、殊 二結核

菌 ノ感染二封 シテ如何 ナル態度 テ トルカラ吟味

スルコ トノ・、極 メテ興味 アル問題 デアツテ、以

テー般肺結核 ノ登生病理、拉 ニソノ病理解剖學

二關 シテ術残サ レタル諸問題 ノ解決 二封 シ聯 力

寄與スル所 アラント思 ヒ、本實験 テ企圖 シタ。

即チ著者ハ本編 二於 テ、武田氏法 ニヨリ家兎二

就 テ、實験的 二登生セシメタル急性廣汎性「ア」

肺 ガ、結核菌感染 二封 スル態度 ラ、種 々ナル感

染菌量拉 二感染経過 二於 テ観察 シ、興味 アル知

見テ得 タルテ以テ報告 ス。

第二章 實験方法

本編 ノ・、5實 験 ヨリ成 リ、實験 動物 ノ・健常成熟

家 兎、総 撒94頭 テ用 ヒタ。

第1試 験 ハ、先 ヅ氣 管枝 結紮手術翌 日ヨ リ14日

二及 ピ、夫 々、結 核菌 ノ中等量(6.Omg>テ 接 種

シ、感染1ケ 月後 二於 ケル肺臓 ノ攣化 二就 イテ

観察 シ、 「アテ レクター ゼ」ノ成立 ト結核病竈 登

生 トノ關係 テ窺 ヒ、第2試 験 ノ・、氣管枝結紮後

1-4日 二同菌量 テ接 種 シ、感染後病竈 ノ進展状

態 テ見 タ.

第3試 験 二於 テノ・、結核 菌 ノ少 量、即 チ第1試

験 感染 冠ノ1/10(0.6mg)ラ 、 第d、 第5試 験 二於

テハ、 ソ ノ5倍(30mg)及 ピ10倍(60mg)ノ 如

キ極 メテ大量 ヲ以 テ感染 セ シメ、夫 々種 々ナル

経過 中 二於 ケル「ア」肺 内 ノ結 核性病竈 ノ形状及

ビソ ノ進 展 ノ歌態 テ観察 シ、之 テ反封側非結紮

肺 ノ病攣 ト些較 シタ。

検査方法ノ・、 凡テ第一編所載 ノ順序ニヨル。

即 チ、摘出肺ノ・、一般的形歌観察測定後、全肺

葉 ノ表面及 ピ割面 二就テ、肉眼的二結核性攣化

(結節 ノ大サ、形獣及 ビ分布駄態等)ラ 観察記載

シ、組織學的ニノ・、雨側肺臓下葉 ノ略 ≧中央部

横断面二相當スル顯微鏡的標本テ作威、通常染

色法 ノ外 二Ehrlich氏 組織内結核菌染色法 テ

行 ヒ、病竈 ノ分布、病竈構成細胞拉 二結核菌 ノ

所在等テ観察 シタ、

接種結核菌ハ、何 レモ中等度 ノ毒力 ラ有 スル人

型結核菌移植後1--2ケ 月 ノモ ノ撒株 テ同時二

併 セ用 ヒ、豫 メ比較的濃厚 ナル菌乳剤 テ作成保

存 シ、用二臨 ミ、ソノ菌液 ノー部 テ沈澱秤量 シ、

所期 ノ濃度 二稀繹 シテ使用 シタ.接 種菌液量ハ

何 レモ各頭1c・qト シ、接種部位ノ・常二耳翼静脈

テ選 ビ、血管内二徐 々二注入 シタ.

第三章 「アテ レクターゼ」肺 ノ結核感染問題(第1試 験)

第一節 實験方法
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實 験動 物 ノ・健常家 兎34頭 ヨリ成ル。1頭 ハ封 照

トシテ結 紮 テ施 サズ、33頭 ラ11群 二分 チ、左

側 主氣 管枝 ノ肋膜外結紮後、第1日 ヨ リ第2週

日二於 テ、各群夫 々1同 、結核菌 ノ比較 的少量

(人型 中毒菌6mg.1c・q)テ 耳 静脈 内二接種 シ、何

レモ感染後1ケ 月テ経 テ屠殺剖検、「ア」肺 ノ示

ス結核性攣化 テ、同一一個膿 ノ非結紮側肺 ト比較

シ、且結紮各群及 ビ封照動物等 トノ間 ノ相違テ、

主 トシテ肉眼的二観察 シタ.

'第 二節 實験成績

實験動物34頭 中、結核感染後比較的早期二於テ

偶登症(下 痢、肺膿瘍)ノ タメニ艶死 セル2頭 テ

除 キ、封照 トシテ結紮 テ試 ミザ リシ1例(Nr.

37)及 ピ、結紮家兎例 テ得 タ.

之等動物 ノ圭要 ナル肺臓所見及 ビ結核性攣化 テ

第1表

表示7・ レバ第1表 トナル。

表 中、肺臓 諸憂化 ノ比較 的 ノ程度 テ+ノ 数 テ以

テ表 シ、結核性結節 ノ・、 圓鮎 ノ大 サテ以 テ ソノ

大 サラ、 ソノ激 テ以 テ全肺葉 二於 ヶル結 笛 ノ分

布 歌態 ヲ表 シタ。白色圏黒占ノ・夫 々乾酪化 ラ示 シ、

肺 「ア テ レク タ ー一ゼ」ノ成 立 ト結 核 病 竈 ノ登 生(肉 眼 的 所 見)
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㊥ ハ乾酪性肺 炎竈 テ意味 ス。

即 チ、針 先大 ノ結節 テ最小 貼 トシ、嬰粟粒大、

次 デ粟粒 大 ノモ ノテ夫 々梢 ≧大 トシ、牛米粒大

若 クノ・米粒 大及 ビソ レ以 上 ノモ ノテー括 シテ最

大 圓 トスル4階 程 二分 ツ。又、 多撒播 種状 二登

生 スルモ ノテ4個 、梢 ≧多数 テ2個 、少数 ノモ

ノテ2個 、極 ノテ少敷 ニテ全 肺葉 二1-2個 テ登

見 スルモ ノテ1個 トシ、 肉眼 的 二隆起 セル結節

ラ認 メザ ルモ ノハ 記載 テ鋏 ク。(以 下各 實験 共

略 ≧符 之 二準 ズ。)

全 結紮家 兎 ノ内、肉眼 的 二完全 ナル「アテ レクタ

ー ゼ」テ示 スモ ノ26例
、 他 ノ5例 ノ・實験 ノ途中

島テ閉鎖不全 トナ リ、 肺臓 ノ・或程度再 伸展 シ含

氣 性 ラ示 ス。(Nr.35,38,18,20,21)

「ア テ レクター ゼ」動物 ノ中7例(Nr .30,34,39,

16,19,25,45)ノ ・終始完全 ナル牧縮 テ示 シ、他 ノ

19例 ハ、種 々ナル 程度 ノ氣管枝 内瀦溜 テ認 メ

タ。爾閉鎖不全例 中1例 二於 テモ瀦溜像 テ存 シ、

本實験 二於 テノ・、全結紮動物31例 中20例 、 即

チ64.5%二 於 テ、氣管枝 内瀦溜 テ謹 明 シタ。

今 各例所 見記 述 ノ煩 テ避 ケ、 各群 中代表的 ナル

モ ノテ暴 ゲテ摘録 ス。

第一項 無 結紮感染例(封 照)

第1例 第37號 家 兎(6m9・ 接種、感染1ケ 月屠殺)

〔附圖 皿」

右肺:大 サ6x4×2cm.含 氣性ニテ特二氣腫状 ヲ呈セ

ズ。縦隔蜜葉極メテ小。

一般二表面大小多数嬰粟粒大 二至ル牛透明友白色結

節 ヲ播種状二蛋生 シ、特二下葉背面二多シ。

左肺:容 積右肺二比 シ殆 ソド相等シ。(大 サ6×4×

コ.5cm.)結節 ノ大サ及 ビ分布状態ハ右肺 ト略 く同程度

ニテ肉眼的二差異 ヲ認メフご。

第 二項 完全牧縮 例

第2例 第30號 家兎(結 紮後第1日 感染)

剖検時 胸廓左側 二於デ稽 く退縮 シ、胸骨 ノ尾端左上

方二轡曲スルヲ獲見ス。

非結紮側右肺所見:容 積膨大bナ1,(大 サ7x3×2cm)

肉眼的二氣腫状 ヲ呈ス。各葉表面嬰粟粒二至ル牛透明

灰白色小結節稽 く多数ヲ登生 シ、特 二下葉背面二集合

ス。縦隔寳葉稽 く肥大 ヲ示 シ、少数小結節 ヲ謹明ス。

結紮側左肺所見:全 肺全 ク攻縮 シ、完全ナル 「アテレ

クターゼ」二隅ル。(大 サ4.5×2.0×0.5cm)

表面 多数極メテ小ナル(針 先大至)結 節ヲ登生ス。非結

紮側肺 二比較 スレバ、結節 ノ分布 二於テ・・遜色ナキガ

如 キモ ソノ大サバ明カニ小デァル。氣管枝結紮部・・完

全二閉鎮サ レ、末棺部ニノ・殆 ソド分泌物 ノ瀦溜ヲ見

ズ。

第3例 第43號 家兎(結 紮後第5日 感染)〔附圖 皿〕

非結紮側右肺所見:容 積膨大(大 サ7x3.5×2.Ocm)

各肺葉表面米粒大二至ル大小多数 ノ結節ヲ密饗 シ、結

節 ノ中央著明二乾酪化 ヲ示ス。縦隔寳葉肥大 シ、同様

結節ノ登生 ヲ認ム。

結紮側左肺所見:容 積極メテ小(大 サ4×2×2.5cm)

全葉全 ク高度 ノ「アテレクターゼ」二昭ル。

表面ノ・一般 二亭滑ニシテ、僅 カニ嬰粒大二至ル白色結

節倣個 ノ獲生ヲ認ムル ノミーテ、之 ヲ非結紮側肺二比

較スし!バ全 ク雲泥 ノ相違デアル。

伺「ア」肺部ニノ・表面ヨリ微細ナル網 目状 ノ帯黄白色

紋理 ヲ透見ス。コノ攣化ノ、極メテ表在性ニテ、深部實
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質 内二及バザルモ、ソノ部 ノ小氣管枝断面 ヨリノ・常二

.乳 白色粘稠性物質 ヲ漏ス。

氣管枝結紮部 ハ完全二閉鎮サレ、末梢部内腔ノ・精 く搬

張 シ、内二粘稠分泌物 ヲ充ス。

第4例 第25號 家 兎儲 紮後第9日 感染)

非結紮側右肺所見:容 積膨大(大 サ7×3×2cm)氣 腫

状 ヲ呈 シ、周縁部ニハ肉眼的二披大 セル肺胞 ヲ認 ム。

表面小米粒大二至ル牛透明結節多鍛ヲ登生 シ、割面二

於テ結節ハ圭 トシテ表在性ナルモ、深部ニモ倫小結節

ノ蛋生 ヲ認 ム。

結紮側左肺所見:容 積著 シク縮小(大 サ4×2×0.5cm)

完全 ナル「アテvク ターゼ」二昭 リ、殊 二上葉ハ杢ク痕

跡的 トナリ下葉二接著ス。・

嬰粟粒 ヨリ粟粒大二至ル 牛透明若 ク・・白色結節多数

ヲ登生 シ、表面ヨリ隆起ス。割面二於テモ極メテ小ナ

ル(針 先大)結 節 ヲ認 ム。

氣管枝・・完全二閉鎖サレ、末梢部・・強ク牧縮 シ、内二

何等瀦溜物 ヲ容 レズ。

第5例 第45號 家兎(結 紮後第10日 感染)

非結紮側右肺所見:容 積稽 く大、(大 サ6×4×3cm)

特二氣腫状ナラズ。各肺葉表面嬰粟粒 ヨリ小米粒大二

至ル結節 ヲ散蛋 シ、下葉背部二於テ・・多藪集合 シ米粒

大二達 シ、 ソノ中央乾酪化 ヲ示ス。

,結紮側左肺所見.全 ク牧縮 シ高度 ノ「アテレクターゼ」

ヲ示ス。(大 サ4×1.5×0.5cm)

表面針先大透明小結節稽 く多藪登生 シ、稽 く粗槌 ノ感

アリ、一部充血性。下葉下面二於テハ籔個米粒大二至

ル牛透明結節ノ登生 ヲ認 ム。

氣管枝・・閉鎖完全、末梢部高度 二取縮 シ、何等瀦溜物

ヲ認メズ。

第三項 氣管枝瀦溜例

第6例 第32號 家兎(結 紮後第2日 感染)

非結紮側右肺所見:容 積大、(大 サ6×3.5×1.Ocm)

肉眼的二氣腫状 ヲ呈シ、表面二多鍛牛米粒大二至ル灰

白色牛透明 ノ結節 ヲ登生ス。縦隔賓葉握指頭大二肥大

シ、同檬多倣 ノ結節 ヲ認 ム。

結紮側左肺所見:容 積稽 く大、(大 サ6.5×3×0.5cm)

一 般 二暗赤色脾臓様 ヲ呈シ、完全ナル 「アテレクタ_

ゼ」二昭ル。

上葉ノ末端部ハ稽 く廣ク硬キ禰蔓性寝潤 ヲ蒙 リ、下葉

下端 ノー部ニモ同様 ノ攣i化ヲ認 ム。表面卒滑ニテ特二

隆起 ヲ示サズ、 ソノ部分 ノ肋膜 ノ肥厚及 ビ癒著 ヲ見

ズ。割面同様 二渡潤 ヲ蒙 リ、氣管枝断ロヨリ・・乳 白色

粘稠物質ヲ漏ス。

「アテレクターゼ」部 が上記浸潤竈二接 スル 部分二於

テ表面 ヨリ細葉性小浸潤竈 ヲ透見ヌルガ、共他一般二

表面 ヨリ隆起スル結節ノ獲生ヲ認メズ。

氣管枝結紮部・・完全二閉鎮サレ、ソノ末梢部 ノ・表面二

至ルマデ内二乳白色粘稠物質 ヲ強ク瀦溜シテ著 シク

振張ヲ示ス。氣管枝内瀦溜物・・顯微鏡的二・・多鍛 ノ多

核白血球、淋巴球及 ビ大輩核細胞等 ヨリ成 リ特 二細菌

ヲ詮明セズ。

同顯微鏡的所見:非 結紮側右肺、肺胞腔輕度二披張、

肺胞中隔ハ厚 ミヲ培 シ充血性、肺胞腔内二・・細胞 ノ遊

走 ヲ認メズ。

一覗野(弱 櫨大)二 多倣
、屡 く小血管二接 シ、精 く大ナ

ル不正圓形 ノ細胞性浸潤竈 ヲ有ス。ソノ中央部・・大部

分大軍核細胞 ヨリ成 リ、周縁部 ハ小圓形細胞ニテ包園

サレ・、内二少倣多核白血球 ヲ混 ズルモ ノアリ。

結紮側左肺、肺胞 中隔ノ・弛緩肥厚相密接ス。中隔組織

ノ・充血性ニシテ大軍核細胞 ノ培加及 ビ多核白血球 ノ

浸潤 ヲ示 シ、肺胞内ニモ稽 く多数 ノ大軍核細胞 ノ遊走

ヲ認ム。

大小氣管枝・・何 レ・モ 内二圭 トシテ多核白血球及 ビ少

鍛大軍核細胞 ヨリ成ル瀦溜物 ノタメニ圓ク振張 シ、周

園 ノ肺胞 ヲ強ク腿縮ス。ソノ上皮細胞暦ハ尚比較的高

サヲ培スモ細胞内全治形成 ヲ示スモ ノアリ。氣管枝周

園ニハ特二細胞性浸潤 ヲ認メズ。共他、非結紮側肺 二

見タル如キ限局性ノ細胞浸潤竈 ヲ詮明セズ。

第7例 第27號 家 兎(結 紮後第9日 感染)

非結紮側右肺所見:容 積大、(大 サ6×3.5x2.Ocm)

氣腫性ニテ、上葉二1個 、下葉背面ニハ多轍 ノ米粒大

二至ル結節 ヲ螢生 シ、中央乾酪化 ヲ示ス。

結紮側左肺所見:(大 サ5.5×4x1.Ocm)一 般 二「アテ

vク ターゼ」ナルモ、氣管枝内瀦溜像i著明 ニシテ、上

葉 ノ末端部1/2ハ 帯 黄白色、禰蔓性二硬キ浸潤 ヲ示ス。

ソノ表面・・亭滑、割面ハ深部 マデ 同襟ノ浸潤 ヲ示 シ

精 く乾燥 ノ感 アリ。小顧粒 ノ集團 ヨリ成ル。同浸潤竈

内ノ氣管枝断ロヨリ乳白色粘稠瀦溜液 ヲ漏ス。荷下葉

ノー部ニモ限局性二上記同様攣化アリ。

「ア」肺部ノ・表面 ヨリ細葉ニー致セル「クローバ」様
、帯

黄色 ノ浸潤竈 ヲ透見 シ、特 二表面二隆起ヲ示サズ。割

面二於テノ・何等浸潤 ヲ認 メザルモ、ソノ部 ノ氣管枝 ヨ

リ同様乳白色分泌物ヲ漏ス。
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下葉横隔膜面二當 リ、僅 カニ針先大 ノ中央白色化 セル

隆起小結節2個 ヲ蛮見スル外、結核性結節 ト認 ムベキ

モ ノヲ詮明セズ。

氣管枝 ハ結紮部以下著明ナル振張 ヲ示 シ、内二上記分

泌物ヲ充ス。

第四項 氣管枝 閉鎖 不全例

第8例 第35號 家 兎(結 紮後第3日 感染)

非結紮側右肺所見:(大 サ6×3×1.5cm)縦 隔窟葉

稽 く肥大 ヲ示 ジ、肺葉周縁部肉眼的二稽 ζ氣腫状ヲ呈

ヌルモ、一般二容積 ノ膨大著明ナラズ。

各葉少鍛 ノ嬰粟粒大二至ル茨 白牛透明小結節 ヲ散登

シ、下葉二於クル1個 ハ牛米粒大 二至ル。

結紮側左肺所見:(大 サ5×3×1.Ocm)上 葉 ノ大部分

ノ・「アテvク ターゼ」ニシテ、表面 ヨリ帯黄色 ノ細葉性

瀦 溜像 ヲ透見ス。 周縁部・・含氣性、 精 く氣腫状 トナ

リ、「アテVク ターゼ」トノ移行部ニノ・、「アJ組織内二

小「クローバ」様 ノ含氣性/小 肺葉 ヲ認メル。下葉・・全

グ含氣性ニテ、「アテレ・クターゼ」ノ痕跡 ヲ残 サズ。

上葉「ア」ノ部分ノ・、表面 ヨリ輕度 ノ帯黄色細葉性瀦溜

像 ヲ透見スル外、特二表面 ヨリ隆起スル結核性 ト認 ム

ベキ結節 ノ登生ヲ詮明セズ。

下葉含氣性 ノ部分二於テノ・、針先大 ヨリ嬰粟粒大二至

ル透明小結節が稽 く多藪表面 ヨリ稽 く隆起 スル ノヲ

認メル。

氣管枝 ・・閉鎮不完全ニシテ、内二少量瀦溜物ヲ存ス。

即チ本例 ハ氣管枝結紮後、氣管枝 ノ再交通 ニヨリ「ア」

肺 ノー一部 が再伸展振張セルモ ノト考ヘラル。

第9例 第38號 家兎(結 紮後第4日 感染) '

非結紮側右肺所見:容 積膨大、(大 サ6×4×2.5cm)

縦隔 賢葉・・著 シク肥大 シテ、縦隔膜 ヲ被 リタルマ・正

中線ヲ越工、反樹側左肺腔 ヲ占居ス。全肺葉二亙 リ、

特ニソノ背面二於テ著明二、大小不同米粒大二至ル隆

起結節多数ノ獲生 ヲ認メ、ソノー部ハ中央 二乾酪化 ヲ

示ス。

結紮側左肺所見:容 積極メテ小、(大サ4.5×2.5×1.O

cm)一 般 二含氣性ニシテ、上下葉共 ソノ肺門部 ノー・

部二「アテレクターゼ」ノ痕跡 ヲ示ス。コノ部分二於テ

モ術、表面 ヨリ含氣性 ノ細葉像 ヲ透見ス。

一般二稽 く多数 ノ結核性結節 ノ蛋生ヲ認メルガ、反i野

側肺二比較ス1/バ 、 ソノ藪砂ク且小デ、多クノ・友白牛

透明デアル。

「ア」部 ニテ1個 嬰粟粒大ニテ白色化セル結節 ヲ見タ
。

氣管枝ハ全髄 トジテ結紮部二於 テ狡窄サル ・モ、結紮

練結節ハ管腔内二埋浸 ジ新 シキ小通氣ロヲ獲見 ス。

尚本例・・剖検時、結紮側左胸廓が稽 く短縮 ヲ示 シ、肋

骨 弓ガ左側二於テ鶴上スルヲ認 メタ。

第三節 概 括

以 上各群所 見 テ概 括 スル ト、

(1)非 「ア」肺 ニノ・、 多歎、嬰 粟粒 大、粟粒大若 ク

ノ・米粒大 二至 ル結節 ラ登生 シ、屡 胤ソノ中央部

二乾酪 化 テ示 ス。手術後 晩期 二感 染 セルモ ノへ

手術後 比較 的早期、即 チ撒 日内 二感染 セル モ ノ

ニ比較 ス レバ、 ソノ病攣 ノ・梢 丸高度 ニテ、結 節

大 トナ リ、 乾酪化傾向著 明 トナルモ ノ ・如 シ。

之 テ、封照動物 二比較 スレバ、雨期 ノモ ノ共、

何 レキ梢 ≧高度 デアル。

(2)「 ア」肺 二於 ケル結核 性結 節 ノ登生 ハ、之 テ

非 「ア」肺 二比較 ス レバ、顯著 ナル相 違 アリ。即

チ、 ソノ大 サノ、、何 レモ著 シク小、 ソ ノ分布 数

モ亦、展 ≧明 カニ僅少 デアル。

(3)完 全 ナル牧縮 ラ示 シ、全 ク氣管枝 内瀦溜 ラ

有 セザル 「ア」肺 二於 テハ、 ソノ結 節 ノ大 サバ著

シク小 ナルモ、 ソノ分 布数 ノ比較 的多 キモ ノテ

見 タ。又屡 ζ結節 ノ乾酪 化 スルモ ノアリ。

(4)氣 管枝 内拉 二肺臓 内潴 溜 ノ著明 ナル モ ノニ

於 テハ、結節 ノ登生 ノ・、甚 ダ輕微 ニ シテ、 時 二

嬰粟粒 大 二至 ルモ ノ極 メテ少数散登 スル コ トア

ルモ、屡 篭肉眼的 二全 ク結節 ノ獲 生 テ認 メザル

モ ノ多 ク、 之 テ、反封側 非 「ア」肺 二比較 ス レバ、

雲泥 ノ相違 デ アル。

(5)結 紮 肺 二於 テ、 閉鎖 不全 トナ リ、再 伸展 セ

ル場合、「ア」肺部 二於 ケル結核 性結節 ノ獲 生ハ、

一般 二極 メテ輕微 デアル ガ
、含 氣性氣腫 状部 二

於 テハ、梢 ≧多数 ノ小結節 テ詮 明 スル コ トガア

ル。 尤 モ、 コ ノモ ノト難 モ、 非結紮側肺 二比較

ス レバ、 小且少数 デアル。

(6)「 ア」登 生後、2週 間以 内 二於 テノ・、 「ア」肺
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二生 ズル結核 性病攣 ト感 染 日次 トノ間 一ハ特別

ナル關係 テ認 メ難 イ。

病攣 ノ差 異ノ・、何 レノ時期 二拘 ラズ、寧 ロ氣管

枝 内瀦溜 ノ著 明 ナルモ ノ ト然 ラザルモ ノ トノ間

二存 スル如 ク考ヘ ラル。

(71圭 氣 管枝結 紮家兎 二結核 テ感染 セ シメタル

モ ハ 、64.5%二 於 テ、 「ア」肺 ノ氣管枝 内灘 留

テ説 明 シタ。之 ラ軍 ナル主氣管枝結紮家兎 ノ夫

v(42.0%、 第 一編蓼 照)一 比較 ス レバ、 ソ ノ頻

度ノ・、著 シク高卒 デ アル。

第四章 「アテ レクターゼ」肺二於ケル結核病竈 ノ進展(第2試 験)

第一節 實験方法

肋膜 外主氣管枝結紮 家兎19頭 テ4群 二分 チ、結

核 菌感染後2,3,4,5週 二夫 々屠殺 剖検 ス。一部

ソノ時期 二艶 死 セルモ ノテ含 ム。感染菌量ノ・第

1試 験 同様6mglccト シ、圭 トシテ結紮後第4

日、(一部 二第一 日)二 於 テ耳静1}r内 二注 射 シタ。

第二節 實験成績

各群 二於 ケル主要 ナル肺臓 所見及 ピ結 核性攣化 二準 ズ)

ラ表示 スレバ第ll表 トナル。(略符 ハ第1表 所載 今各群 所見 ノ大要 テ次 一=・掲 グ.

第 皿表 「ア」肺二於ケル結核病竈 ノ進展(肉 眼的所見)
1
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第一項 感染第2週 群

本群 ノ・圭氣管枝結 紮家兎5頭(Nr.165,170,80,

83,92)及 ビ封 照 トシテ結紮 テ施 サザル1頭(Nr・

82)ヨ リ成 リ、何 レモ結核感染後 第2週 二於 テ剖

検 セル モ ノデ アル。

主氣管枝結紮側 左肺 ハ、 肉眼 的 二何 レモ完全 ナ

ル廣汎性 「ア」ノ像 テ呈 ス。1例 第2週 二於 テ艶

死 セル モ ノ(Nr.92)ノ ・、結紮肺 ノー部含氣性 ニ

テ ソノ氣 管枝 ノ閉鎖 ハ不完全 デ アツタ。

非結紮側 右肺ノ・、封照動物 一比較 シテ、 ソ ノ容

積梢 く膨 大 トナ リ、 既 二縦 隔賓葉 ノ肥大 テ認 メ

ル。 ソノ結 核性攣化 ノ・、大艦 二於 テ各葉 二梢 く

多撒若 クノ・多撒、嬰粟粒 ヨリ粟粒 大 二至 ル透 明

ナ ル小結 節 ヲ・登 生 シ、表面 ヨリ輕 ク隆起 ス。

之等 二封 シテ「ア」肺 ハ肉眼的 ニハ極 メテ微 細、

針 先大稀 二嬰粟粒大 二至 ル小結 節 ノ極 メテ少撒

テ散 見 スル ノ ミニテ、之 テ封 照無結 紮動物(Nr・

82)ガ ソ ノ結 節 ノ大 サ及 ビ分布 数 ノ雨側肺 二於

テ殆 ンド相等 シキ ト比較 ス レバ、 「ア」肺 二於 ケ

ル差異 ノ極 メテ顯著 ナル テ知 ル コ トガ出來 ル。

〔附圖1〕

今代表 的1例(Nr.83)ノ 顯 微鏡 的所見 ラ次 二掲

グ。

第1例 第83號 家兎(結 紮後第4日 接種感染後2週

殺)

非結紮側右肺所見:〔 附圖軸〕

肺胞所 々稽 く著明二披張 シ、弱振大ニテ多数(毎 覗野

4-5個)圭 トシテ圓形ナルモ屡 く周園不規則ナル細胞

寝潤竈 ヲ詮明シ、ソノ中央部ハ大箪核細胞、周国ハ小

圓形細胞 ヨリ成 リ、一般二後者ノ關與稽 く著明ナ リ。

氣管枝・・著明二振張ヲ示 シ、肺胞内 ト共二特二細胞 ノ

剥離、分泌物等 ヲ認メズ。

結紮側左肺所見:〔 附圖Vll)

肺胞 ノ・完全ナル取縮 ヲ示 シ、中隔ノ・肥厚密接 シ、内二

大軍核細胞 ノ増殖著明ニシテ、少数儒「エオジソ」嗜好

性多核白血球(以 下偲「エ」多核白血球若ク・・白血球 ト

略記ス)ヲ 混ズ。

肺胞内ニノ・極メテ少籔大輩核細胞 ノ遊離 ヲ見ルノミ。

特二非結紮側肺二見ル如キi著明ナル 結節性浸潤竃ノ

登生 ヲ認 メズ。尚氣管枝内及ビ肺實質内間隙性二圭 ト

シテ爲「.」」多核白血球 ヨリ成ル分泌物 ノ瀦溜 ヲ示ス。

第二項 感 染第3週 群

本群 ノ・主氣管枝結紮家 兎6頭 ヨ リ成 リ、 内4頭

(Nr.166,84,85,86)ノ ・、肉眼的 二結 紮肺 ノ・完全

ナル廣汎 性 「ア」二陥 リ、2頭(Nr.169,109)へ

氣 管枝 ノ閉鎖 不全 ノタメ、結紮肺 ノー部含氣性

ニ シテ寧 ロ反 ツテ肺氣 腫 テ示 ス。

非結紮 側右肺 ノ・、 第2週 群 二比 シソ ノ容積何 レ

モ更 二著明 二膨大 トナ リ、殊 二縦 隔寳葉 ノ肥大

ノ・一層 顯著 トナル。 ソノ結核性攣化 ノ・、 肉眼的

二各葉 ノ表面播種状 二粟 粒大 二至 ル灰 白色牛透

明小 結節 ラ密叢 シ、 少撒 中心 白色 化 セルモ ノテ

含 ム。 同様結節 ノ・割面 二於 テモ登 生 ス。

之 二封 シ、 「ア」肺 二於 テノ・、厘 ≧氣管枝 内瀦溜

像 テ認 メ、 第2週 群 二比 シー般 二高度 トナル。

結核性結節 ノ・針尖大若 クノ・嬰粟粒 大 二至 ルモノ

爾極 メテ少数 テ認 メルモ ノガ アルガ叉 時 二稽 、

多撒 既 二粟粒 大 トナ リ中央 白色化 セル モ ノラ見

ル。 即 チ第2週 群 二比較 スレバ、・病攣1梢 ≧進歩

シ、結節 ノ大 サテ増 シ、 ソノ数 テ檜加 スルガ、

非結紮側 肺 二比較 ス レバ、何 レモ遙 カニ及 バ ズ。

今代 表的1例(Nr.86)ノ 顯 微鏡 的所 見 テ次 二掲

グ。

第2例 第86號 家 兎(結 紮後第4E接 種、感染後3週

殺)

非結紮側右肺所見.肺 胞 ノ振張特二著明ナラズ。中隔

一般二充血性。弱振大ニテ毎覗野多数比較的小ナル圓

キ細胞性ミ受潤竈 ヲ詮明 シ、周園小圓形細胞 ノ關與納 く

著明ニシテ屡 く病竈ノー方二特 二強ク集團スル が如

キ場合 アリ。多核白血球 ヲ混在ス。

結紮側左肺所見:組 織學的ニノ・肺胞内 二多数大軍核

細胞 ヲ遊離 シ、肺胞 ノ取縮全 カラズ。

稽 く多数肺胞隔壁中二限局性 ノ極メテ小ナル 細胞性

浸潤竈ヲ詮明 シ、ソノ中央部 二大輩核細胞ヲ有スルモ

ノアルモ、大多数殆 ソド小圓形細胞ニテ埋メラレ内二

少数爲 「エ」多核白血球 ヲ混 ズ。

本例 ニハ氣管枝 内二多核白血球性瀦溜像 ヲ認メズ。

第三項 感染第4週 群

本群 ノ・主氣管枝家 兎4頭(Nr.87,88,89,124)ヨ

リ成 リ、何 レモ主氣管枝 ノ・完 全 二閉塞 サ レ、結



第4號 】 河端=肺 「アテレクターゼ」が肺結核二及ボス影響二關ヌル實験的研究 325

紮 肺 ノ・著 シク縮 小、全 ク高度 ノ廣汎性 「ア」二陥

ル。内2例(Nr.87,8り)ニ ノ・梢 ≧高度 ノ氣管枝 内

瀦溜拉 二同物質 ノ肺實質 内浸潤 竈 テ認 メルガ、

他 ノ'2例(Nr.88.129)ニ ノ・全 ク瀦溜所 見 テ認 メ

ズ。

非結紮側右肺 ノ・、容積何 レモ著 明 二膨大 トナ リ、

一般 二含氣性 二富 ミ充血 ヲ示 ス
.縦 隔賓葉 ノ肥

大 ノ・常 二著 明 ニ シテ、殊 二1例(Nr.124)二 於 テ

ノ・、高度 二肥大 セル同肺葉ノ・殆 ン ド結紮 側肋 腔

ヲ占居 シ、著 シク牧縮 セル結紮側 「ア」肺 テ乗 セ、

自ラバ ソノ下葉 ノ代 償 ラナ ス。

ソノ結核性憂化 ノ・、一般 二粟粒大 若 クハ牛米粒

大時 二米粒大 二至ル結節 多歎 テ登 生 シ、 ソノ中

央屡 ≧帯黄 白色化 ヲ・示 シ乾酪 化傾 向著 明 トナ

ル。内1例(Nr.124)ノ ・形不規則 ナル樫實大 二至

ル大小乾酪性肺 炎竈数個 テ登 生 ス。

之等 二封 シ「ア」肺 二於 ケル結節 ノ・、粟粒大 ノモ

ノ梢 ≧多撒 ラ謹明 シ、 時 二牛米粒大若 クノ・小豆

大 二至 ルモ ノア リ。之 テ非結紮肺 二比較 ス レバ

結節 ノ大 サ及 ビ分布撒 二於 テ術及 バ ズ ト難 モ、

第3週 群 ノモ ノヨ リ更 二梢 支檜進 テ示 ス。術 本

群 二於 テノ・、氣管枝瀦溜 肺 ト非瀦溜肺 トノ間 二

病竈登 生上特 一 著 シキ 相違 ノ・認 メ ラレナ カツ

タ。

第 四項 感染第5週 群

本群 ノ・結核感染後第5週 二於 テ発死 セル結紮家

兎3頭 ヨ リ成 リ、 内氣管枝 閉鎖 ノ完全 ナ ルモ ノ

2例 ニ テ、ソノ結 紮側肺 ノ・何 レモ容積全 ク縮小、

高度 ノ廣汎性 「ア」ノ像 ヲ呈 シ、 内1例(Nr.97)

ノ・氣管枝 モ同様 強 ク牧縮 シ何等瀦溜 テ 見 ナイ

ガ、1例(Nr.110)ノ ・上葉先 端部 二大 小 ノ瀦溜 性

浸潤 テ認 メル。閉鎖 不全 トナ リシ他 ノ1例(Nr.

122)二 於 テモ結 紮肺容積 ハ縮 小 シ肉眼的 二雨肺

葉共無氣性 ニ シテ、上葉 ノ・細葉 性 ノ,下 葉 ハ實質

性瀦溜性浸潤竈 ラ有 シ、氣管枝 内ニノ・濃厚 分泌

物 ラ充盗 ス。

本群非結紮側右肺 ハ、何 レモ容積膨大 トナ リー

般 二稚i㌃氣腫状 ニ シテ充 血強 ク、表面播種歌 二

嬰粟粒大乃 至粟粒 大 ノ小結節 テ密登 シ、 白色不

透 明若 クハ帯黄 色 テ呈 スル結 節 トソノ問 二介在

,ス ル充血 性 ノ肺實質 トハ外観 宛 モ熟 セル苺 二酷

似 ス。其他 本群 下葉 二於 ケル病愛ハ多 クハ腕豆

大若 クン・櫻實大 二至 ル乾酪性硬結 ト化 シ、割面

二於 テ多撒 小乾酪竈 ノ融 合 スルテ認 ム。縦隔寳

葉 ノ肥大 ハ本群 二於 テ殊 二顯 著 トナ リ、 内1例

(Nr.110)ハ 恐 シク壇大 シ、全 ク結紮側肋腔 内二

存 シ、健 常時左肺全部 ノ大 サニ達 シ、高度 二牧

縮 セル左側 「ア」肺 ラ ソ ノ上 二荷 フ。 同肺葉 ニモ

大小不規 則 ナル乾酪 性肺 炎竈 ヲ登生 シ時 二相融

合 シ梅實大 二至ル モ ノアリ。

是等非結紮 側肺 二於 ヶル高度 ナル病 攣 二比較 シ

テ、結紮 側「ア」肺 二於 ケル結 核性攣化 ノ・、極 メ

テ輕微 ニ シテ、全肺 表面僅 カニ少撒、針先大 マ

デ ノ極 メテ・トナル結節 ノ散 在 スル テ見 ル ノミ。

閉鎖不全例 二於 テモ嬰粟粒大 二達 スルモ ノアル

ノミニテ實 二雰壌 ノ差 デ アル。

本群代表的1例(Nr.97)ノ 顯 微鏡 的所見 テ掲 グ

レバ次 ノ如 シ.

第3例 第97號 家 兎(接 種後第4日 接種感染5週 死)

非結紮側右肺所見:一 般二肺胞内ニハ多核白血球、小

固形細胞及 ビ大軍核細胞等多籔細胞 ノ滲出 ヲ示 シ、赤

血球、繊維素及 ビ浮腫液 ノ存在 ヲ謹明 シ、時二肺胞壁

境界 ノ不分明 トナルモノアリ。氣管枝壁ハ細胞性浸潤

ヲ蒙 リテ肥厚シ、上皮細胞ハ配列 ヲ齪 シ著明ナル攣性

二隅 リ、管腔内二滲出物 ヲ容ル。

弱振大ニテ覗野ノ所 々二精 く大ナル 圓形限局性浸潤

竈 ヲ有 シ、周園・・小圓形細胞 ニテ包園サレ、中央部 ハ

大軍核細胞 ヨリ成ルモ屡 く壌死若クノ・乾酪化 ヲ示ス。

結紮側左肺所見:肺 胞 ノ牧縮完全ニシテ、小動脈管・・

何 レ・モ強 ク血液 ヲ充填シ、中隔内毛細血管ハ特二怒張

セザルモヨク血液ヲ充ス。

中隔組織内ニハ大軍核細胞 ノ培殖及 ビ偶「エ」白血球

ノ浸潤 二富ム。

「ア」肺組織内ニハ、一切片全盟ニテ徽個所、稽 く大ナ

ル圓形浸潤竈ヲ登見ス。ソノ位置多クハ中等大静脈管

二接ス。浸潤竈ノ中央部・・壌死 ヲ示 シ、周園ノ小圓形

細胞暦・・比較的非薄ナリ。氣管枝・・強ク敢縮 シ、管腔

内全ク瀦溜物 ヲ認メズ。
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第三節 概 括

以 上各群所 見 テ概 括 スル ト、

(1)「 ア」肺 ノ病竈 ハ、 非 「ア」肺 二比較 シ、感染

後 第2週 二於 テ、著 シク輕微 デ アル。

(2)感 染 後第3-4週 ニ ノ・、 「ア」肺 二於 テモ、或

程度病竈 ノ檜大、増加 テ認 メル ガ、非 「ア」肺 ノ

甚 ダ シキ進捗 二比較 ス レバ、遙 カニ及 バ ナ イ。

(3)感 染 後第5週 二於 テ艶 死 セル3例 ニテ、非

「ア」肺 ノ病攣 ノ高度 ナルニ封比 シテ
、 「ア」肺 ノ

病竈 ノ、、甚 シク輕微 デ アツタ。

第五章 「ア」肺二於ケル感染菌量 卜結核病竈 トノ關係

〔A〕 「ア」肺二封ス ル少量結核菌感染 ノ影響(第3試 験)

第一節 實験方法

實験動物 ハ健 常家 兎23頭 ヨ リ成 ル。武 田氏法 一

ヨル左側 主氣管枝結 紮後1-4日 二於 テ、前同實

験菌量 ノ1/1。(0.6mglc.a)テ 耳 静脈 内二接種 シ、

感染後2,3,4,5週 二於 テ屠殺剖検 シ、 「ア」肺 二

於 ケル結核性攣化ラ、肉眼的蚊 二組織學的二観

察 シ、之 テ同一個禮非結紮側肺及 ビ各群相互 ノ

所見 ト比較考察 シタ。

第二節'實 験成績

今實験動物 ノ圭要ナル肺臓所見及 ピ結核性攣化 ラ表示 シテ第 皿表テ得 タ。

第 皿表 「ア」肺二封スル少量結核菌感染ノ影響(肉眼的所見)
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次 二各群 二就 キ観 察 ス レバ次 ノ如 シ。

第一項 感染後2週 群

本群 ハ4頭 ヨ リ成 リ、 完全 ナル 「アテ レクター

ゼ」ラ形成 スル モ ノ1例(Nr.160)、 氣 管枝閉鎖

不 全 ノモ ノ2例(Nr.141,146)及 ビ、何等狡 窄 ノ

痕跡 テ認 メズ 完全 二 開放 セル1例(N・r.144)テ

得 タ。

即 チ第144號 家 兎ハ、結紮締結 節ハ氣管枝外 側

二存 スルモ結紮緩 二過 ギ何等 内腔 ノ閉塞若 クハ

狭窄 ナ ク、雨側 肺 ハ等 シク含氣性 ニ シテ特 二氣

腫及 ピ「アテ レクター ゼ」ノ形成 テ認 メズ。而 シ

テ表面 ニハ夫々粟粒大灰 白色牛透 明 ノ結 節1-2

個 テ螢生 シ雨側肺 ノ間 二結節 ノ大 サ及 ビ撒 二差

異 テ示 サ ズ。(封 照例♪

閉塞不全例 ニテハ、結 節統結 節 ハ氣 管枝 内膣 ノ

組織 内二包埋 サ レ、附近 二狭 キ通氣孔 テ新 シク

生 ジ外氣 ト相交通7・。内第146號 家 兎結紮肺 ノ・、

全禮著明 ナル 鯵 血拉 二1ア テ レクター ビ」ラ 呈

シ、上下葉周縁部 二表面 ヨ リ葡萄房状 ノ含氣性

小肺葉 ノ造構 テ透 見 シ得 ル 程度 ナル モ、 第141

號 家 兎 二於 テノ、、上葉 ノー部 二「アソ 痕跡 テ留

ムル ノ ミニ テ、他 ノ部 分 ハ下葉 ト共 二含氣性且

著 明 ナル氣腫状 ラ呈 シ、上葉 ハ特 二全膣 トシテ

膨大 トナ リ肺葉周縁部 ニハ肉眼的 二肺胞 ノ鑛 張

テ認 メル。而 シテ ソノ非結紮側肺 ハ雨者共 特 二

容積 ノ檜 加及 ビ氣腫 ノ登 生テ示 サズ。即 チ本例

ハ緊縛 強 キニ過 ギ タル タメ結 紮統輪ノ・間 モナ ク

氣管枝 壁 テ貫 キテ内腔 二喰入 リ、 一度嚢生 セル

肺 「ア」ハ新通氣 ロ ノ成立 ト共 二 再 ビ吸氣 伸展

シ、此 度ハ氣管枝狭 窄 ノタメ寧 ロ高度 ノ氣腫 テ

生 ジタル モ ノト考 ヘ ラル。

本2例 ノ結核性攣 化ハ、肉眼的 二寧 ロ結紮側肺

二於 テ梢 ≧著明 ナル ガ如 キ感 ガアル。然 シ乍 ラ

完全 「ア」形 成例160號 家 兎 ノ場合 ト同檬 病攣 ハ

未 グ輕微 ナルタメ ソノ差異著 明 ナ ラズ。

組織學 的 ニハ、何 レモ肺胞 中隔分 岐部及 ビ小血

管拉 二小氣管枝 周園 二梢 丸著 明 ナル細胞浸潤 ラ

認 ムル程 度 ニ シテ雨 側肺 ノ間 二著 シキ差 テ認 メ

ズ。術 コ ノ際 ノ浸潤細胞 ・・、 主 トシテ多核 白血

球 ニ シテ之 二少数大軍核細胞 テ混 ズ。組織學 的

二結核 菌 ノ検 出 ハ何 レモ陰性 二終 ル
。

第二項 感 染後3週 群

本群 ハ4頭 ヨリ成 リ、 完全 閉鎖3例(Nr.147,

148,7D及 ビ閉鐡 不全1例(Nr.145げ 得 タ.

氣管枝完全 閉鎖例 ハ何 レモ ソ ノ結紮側肺著 シク

縮小 シ、 肉眼 的 二完全 ナル「アテ レクター ゼ」ラ

示 シ、 内1例(Nr.148ノ ・=.中等 「隻ノ瀦溜 像 テ認

ムo

非結紮側右肺 ハ何 レモ膨大氣 腫駄 テ呈 シ、縦隔

賓葉ノ・読 二著 シク塘大 シ、 反封側肋腔 内二侵 天

セ ン トスルモ ノア リ(Nr.71)。 結 核性攣化 ・・一

般 二輕 微 ニテ、嬰粟粒大、稀 二粟粒大 二至 ル結

節数 個 テ散 見 シ、 結紮側肺梢 く輕 少 ナル ガ如 キ

モ肉眼的 ニハ雨側肺間 ノ差異顯著 ナ ラズ。

今代 表的2例 二就 キ顯 微鏡 的所 見 テ比較 ス レバ

次 ノ如 シ。

第1例 第147號 家 兎(第1日 接種、感染後3週 殺)

非結紮側右肺顯微鏡的所見:肺 胞 ノー部振張 ヲ示 シ、

特二細胞 ノ遊走 ヲ見ズ。肺胞 中隔・・中等度ノ細胞性浸

潤 ノタメニ肥厚 シ稽1血 量二富ム。圭 トシテ多核白血

球及 ビ小圓形細胞 ヨリ成 リ少数大軍核細胞 ヲ混 ズ。

中小血管充血 ヲ示 シ、極メテ少激、小血管周園二輕度
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ノ細胞性浸潤 ヲ認 メ、内二少轍類上皮細胞 ヲ混 ズ。

氣管枝・・振張 シ、内層雛 莚二富ム。氣管枝周園二輕度

ノ細胞性寝潤 アリ。氣管枝周園淋巴濾胞内二少撒類上

皮細胞 ヲ有ス。組織内二結核菌ヲ諦明 シ得ズ。

結紮側左肺顯微鏡的所見:完 全 ナル 「アテレクター

ゼ」ヲ示 シ、肺胞・・全 ク取縮ス。肺胞中隔・・殆 ソ ド表

面二至ルマデ弛緩密接 シ塾 質性組織 トナリ、多核白血

球、小圓形細胞 ノi彌蔓性1憂潤 ヲ蒙 リ内二少籔大輩核細

胞 ヲ混ズ。特二限局性 ノ浸潤竈 ノ登生ヲ認メズ。

肺胞中隔 ノ弾力繊維ハ比較的 ヨク保存サル ・モ 時二

断裂肥厚 ヲ見ル。血管取縮、管壁肥厚、血量二富ム。

氣管枝・・強 ク敢縮 シ、分泌物 ノ瀦溜ナ シ。組織 内ノ結

核菌詮明陰性。

第2例 第148號 家 兎(第1日 接種、感染後3週 後殺)

非結紮側右肺顯微鏡的所見:肺 胞ハ 中等度 ノ振張 ヲ

示 シ、肺胞中隔ハ非薄ナルモ屡 く分岐部 ・・浸潤性二肥

厚ス。

毛細血管 ノー部 ノ限局性二浸潤肥厚セルモノ、小血管

内ノ屡 く細胞性浸潤 ニヨリテ全ク栓塞セルモノ、叉中

等大血管内ニモ同様限局性渡潤 ノタメニ 管腔 ノ殆 ソ

ド閉塞セソトスルモノ等ア リ。何 レモ多核白血球 ヨリ

成 リ、・特二結核菌 ヲ謹明シ得 ズ。共他極メテ少籔血管

二近 ク限局性小結節状浸潤竈 ヲ認 ム。一般ニソノ境界

不明瞭ニテ、圭 トシテ多核白血球 ヨリ成 リ小圓形細胞

ノ關與少 シ。中央部 二疎懸二大軍核細胞乃至類上皮細

胞ヲ詮明ス。乾酪攣性蚊二結核菌 ヲ認メズ。

結紮側左肺顯微鏡的所見:肺 胞中隔ノ・著 シク弛緩 シ

全ク「アテレクレターゼ」二陥 リ、特二氣管枝 ノ周園二

於テノ・非薄層状二密接 シ、共他 ノ部分 ハ比較的疎懸二

配列シ、多轍儒 「エ」多核白血球及ビ大軍核乃至類上皮

細胞等 ノ著明ナル寝潤 ヲ蒙ル。肺胞内二・・屡 く多籔ノ

大軍核細胞 ヲ遊走ス。下小氣管枝ハ著明二牧縮 シ、内

二屡 く偲「エ」多核 白血球及 ビ原形質崩壌 セル 大輩核

細胞等 ヨリ成ル分泌物 ヲ容ル。圭氣管枝・・i著シク振張

シ、極メテ大ナル圓形空洞 トシテ組織切片 ノ中央部 ヲ

占ム。其他特二限局性 ノ浸潤及ビ結節等 ヲ認メズ。組

織内二結核菌 ヲ謹明シ得 ズ。

更 二閉鎖不完全 ナル1例 ノ所 見 ラ次 二掲 グ.

第3例 第145號 家兎(第1日 接種、感染後3週 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積大(大サ7×4×3cm)

縦隔竃葉著明二肥大 ヲ示スモ 肉眼的 二氣腫高度ナラ

ズ。各葉表面 二針先大 ヨリ盟粟粒大二至ル 小結節少

鍬散曇ス。
の

顯微鏡的所見一肺胞著明二搬張、肺胞 中隔・・極メテ菲

薄 トナリ断裂 ヲ示スモノアリ。屡 く分岐部二於テ極メ

テ輕度 ノ小圓形細胞性浸潤アリ。時二附近肺胞内二極

メテ少数大軍核細胞 ヲ遊走ス。毛細血管並二中小血管

極 メテ萎縮 シ、屡 く血管周園ら小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ

認 ム。

氣管枝・・著明二振張シ、管壁周園同様細胞性渡潤 ヲ蒙

ノレ。組織内二結核菌 ヲ謹明シ得 ズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積精 く小、(大 サ5×3×
　

2cm)、 肺門部二近クー部分「アテレ・クターゼ」ナル外一

般 二含氣性ニジテ氣腫状 ヲ呈シ、特二上葉ハ著 シク膨

大 トナル。

下葉二表面 ヨリ稽 く隆起セル粟粒大透明結節1-2個

ノ獲生 ヲ認 ム。

氣管結紮縣ハ氣管枝壁外二於 テ容易二緩解 シ閉鎖不

完全ナリ。

顯徴鏡的所見一表在性 ノ肺胞ノ・取縮弛緩 セルモ 中央

部 二於テハ寧 ロ圓味 ヲ帯 ビ著 シク振張 ヲ示 シ、中隔ハ

圭 トシテ小圓形細胞 ノ浸潤ニ ヨリテ肥厚ヌ。氣管枝同

様高度 ノ振張ヲ示 シ、壁菲薄、上皮細胞扁71Sbナ ル。

肋膜下ノ肺胞中隔内及 ビ小血管周園二結節状 ノ細胞

性渡潤 ヲ認 ム。圭 トシテ小圓形細胞 ヨリ成 リ、少激大

輩核細胞 ヲ混入ス。ソノ結節 ノ鍛二於テノ・非結紮側肺

二比 シ少数ナレ・ドモ、浸潤精 く大ナルガ如 シ。1個 所

肋膜下渡潤竈内ニテ大輩核細胞内二少轍結核菌 ノ貧

喰像 ヲ詮明ス、

第三項 感染後4週 群

本群4例(Nr.151,152,153,61)二 就 キ雨側肺所

見 ラ比較 ス レバ次 ノ如 シ。

第1例 第151號 家 兎(第1日 接種、感染後4週 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一一大サ5.5×3.5×2cm含

氣性、氣腫著明ナラズ。縦隔賓葉特 二肥大一ヒズ。下葉

背面二牛透明小米大結節1個 及 ビ嬰粟粒大結節数個

ヲ謹明ス。

顯微鏡的所見一肺胞蛇二氣管枝腔輕度 二披張 ヲ認メ、

中小血管充血性。肺胞中隔バー般二非薄ナルモー部肥

厚 シテ細胞寝潤及ビ充血ヲ示ス。

表面肋膜二近ク屡 く小血管二接 シ少数稽 く大 ナル 結

節性寝潤竈 ヲ認 ム。圭 トシテ小圓形細胞ノ集團 ヨリ成

〃モ、極メテ少徽大輩核細胞虹二類上皮細胞ヲ混入ス

ルモノアリ。其他肺胞中隔内二極メテ小 ナル結節性細
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胞浸潤 ヲ謹明ス。結節内二結核菌 ヲ検出シ得 ズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ4x2xlcm.完 全 ナル

「アテレクターゼ」ニシテ
、特 二1彌蔓性寝潤竈ノ獲生ヲ

認メズ.上 葉中央部表面二嬰粟粒大 白色小結節数個ヲ

登生ス。氣管枝結紮部完全閉鎮、末梢部分泌物 ヲ容 レ

ズ。

顯微鏡的所見一肺組織・・高度二牧縮 シ、肺胞中隔 ハ全

ク弛緩肥厚相密接 シ、血液及 ビ細胞成分二富ム。主 ト

ジテ多核 白血球及ビ小圓形細胞 ヨリ成ル。

中央部ハ全 ク實質性ニシテ、肋膜二近キ部分ノ肺胞ハ

僅 カニ縮緬雛状ノ内腔ヲ有シ、特二細胞 ノ遊走 ヲ見

ズ。動脈管噺面縮小、壁肥厚、血量二富 ミ、静脈管・・

寧 ロ振大ス。氣管枝 ハ棘枝状二踵縮サレ、内腔虚、上

皮細胞高サヲ培ス。

中隔内極メテ稀 二、極メテ小ナル小圓形細胞 ノ集聚 ヲ

認ム。血管二近 グ稽 く廣キ1個 ノ小圓形細胞性寝潤竈

ヲ認メ、中央部 ハ疎懸 ニテ少鍛結核菌 ノ少倣 ヲ貧喰セ

膨大軍核細胞 ヲ遊離性 二謹明ス。其他組織内二・・結核

菌 ヲ獲見セズ。

第2例 第152號 家 兎(同 上)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積大、(大 サ6.5×3×

2cm)、含氣性、特二氣腫 ヲ認メズ。縦隔窟葉肥大著明

ナラズ。

上葉所 々粟粒大乃至小米粒大牛透明結節藪個 ヲ認 メ

中心白色化 セルモ ノアリ。下葉背部 二1個 牛透明小米

粒大結節ヲ認 ム。

顯微鏡的所見一肋膜輕度二肥厚ヌ。肺胞ハ中等度 ノ振

張ヲ示 シ、一部二少数大軍核細胞 ヲ遊離ス。肺胞中隔

ノ・著明ナル細胞浸潤/タ メニ肥厚シ且稽 く充血性ナ

リ。浸潤細胞・・圭 トシテ小圓形細胞 ヨリ成 リ少数儒

「エ」多核白血球及ビ大軍核細胞 ヲ混ズ。氣管枝ノ・著シ

ク振張 シ粘膜雛襲二乏 シク上皮細胞扁亭ナリ。中小血

管稽 く牧縮シ壁肥厚 シ血液 ヲ充ス。屡 く中小血管周園

二著明ナル細胞性浸潤 ヲ認メ稽 く廣汎二及 ブモノア

リ。

肺胞中隔内ニハ稽 く多鍛極メテ限局性 ノ細胞浸潤 ヲ

有 シ、時二小結節ヲ形成ス。共二圭 トシテ小圓形細胞

ヨリ成ルモ、稽 く大ナル浸潤竈 ノ中央二・・、大軍核細

胞乃至類上皮細胞 ヲ有スルモノアリ。未ダ乾酪化 ヲ示

サズ。結核菌 ヲ認メズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ4x2.5×1cm.全 ク攻

縮シ「アテレクターゼ」二陥ル。上葉ノ・著 シ〃長 〃末端

113・・禰蔓性 二硬ク浸潤 シ
、表面準滑、帯黄色ヲ呈ス。

下葉周縁部 ノー部上葉同様輕度 ノ小浸潤竈 ヲ認 ムル

外、特二結核性結節 ノ獲生ヲ認 メズ。氣管枝結紮部完

全 二閉鎮サ レ、末梢部 二乳白色粘稠物質 ヲ容ル。

顯微鏡的所見一肺組織ハ著明二牧縮 シ、表在性 ノ肺胞

中隔ハ菲薄弛緩 シ縮緬雛状ヲ呈 シ、肺胞内二少藪細胞

ノ剥離 ヲ見ルガ、中央大部 分ノ・全ク實質性 トナ リ、肺

胞中隔 ハ充血及 ビ細胞浸潤 ノタメニ肥厚 シ、暦状二密

接スルモノ、或 ハ全ク灘蔓性 ノ浸潤 ヲ蒙 リ全ク造構 ヲ

失 フ部分アリ。但 シ同寝潤竈内ノ中隔内揮力繊維ノ・繊

弱萎縮スルモヨ〃保存 サレ、特二結締織繊維 ノ培加ヲ

認メズ。浸潤細胞・・主 トシテ小倒形細胞ニテー部多数

類上皮細胞及ビ少数大軍核細胞 ノ混在 ヲ認メ、極メテ

少藪乍ラ該細胞内二貧喰セラレタル桿状結核菌 ヲ謹

明ス。叉實質性組織内ハ頗ノレ血量二富ムモ特二出血所

見 ヲ認メズ。多数縮小セル血管 ノ断ロヲ集メ、周園二

輕度 ノ細胞寝潤 ヲ見ル。氣管枝亦高度二攻縮 シ、ソノ

断面菊花状若〃ハ棘枝状ヲ呈 シ、屡 く周園二著明ナル

細胞浸潤 ヲ蒙ル。上皮細胞頗ル肥厚畳重 シ分泌充進 ヲ

思・・シムルモ、内腔一般 二空虚ナリ。

第3例 第153號 家 兎(同 上)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一大サ5,5×3×3cm.含 氣

性。稽 く氣腫状 ヲ呈シ、縦隔蜜葉輕度 ノ肥大ヲ示ス。

上葉背面表在性 二嬰粟粒大牛透明小結節 ノ相集合 ジ

牛米粒大二達セルモノ2個 及 ビ其他 二小結節籔個散

在性二蛮生ス。

顯微鏡的所見一大燈第1例 二同 ジ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一大 サ3×1.5xO.5cm.完 全

ナル「アテレクターゼ」ヲ示シ、著 シク縮小ス。

肺葉末稽周縁部二輕度 ノ禰蔓性 ノ瀦溜性浸潤竈 ヲ有

シ、割面 ヨリ分泌物 ヲ漏ス。肉眼的二結核性結節 ノ蛋

生ヲ認メズ。

氣管枝結紮完全ニテ、末梢部内二瀦溜ヲ見ズ。

顯微鏡的所見一大髄第1例 二等 シ。

第4例 第61號 家 兎(第4日 接種、感染後4週 弊死)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一大サ7.5x4×4cm.頗 ル

膨大 ニジテ、上葉末端i/2及 ビ中葉殆 ソド全ク小葉ニ

ー致セル黄色浸潤竈 ト化シ充血 ヲ示ス。下葉ノ・含氣性

ニシテ背下部著明ナル纏血 ヲ認 ム。所 々硬ク鱗 レ、切

割スルニ圭 トシテ深部二小 氣管枝 二沿 ヒタル 乾酪性

浸潤竈 ヲ見ル。縦隔竃葉肥大 シ同様浸潤竈 ヲ饗生ス。

顯微鏡的所見一一般 二肺胞精 く振張 シ、肺胞中隔組織
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極メテ疎懸ニシテ毛細血管及 ビ中小血管高度 ノ充血

ヲ示 シ、時二限局性 ノ出血竈ヲ認ム。

氣管枝稽 く振張、上皮細胞層非薄、管壁・・圭 トシテ多

核白血球 ノタメニ強 ク寝潤 ヲ蒙 リ、管腔内ハ同様細胞

ヨリ成ル分泌物 ヲ以テ強ク充填サル。 結核菌謹明陰

性。

附近 ノ肺胞内ニノ・多核 白血球及 ビ少倣大軍核細胞並

二少許 ノ繊維素 ヲ認 メル。該浸潤竈・・屡 く廣汎二及ビ

境界不鮮明禰蔓性ニテ、肺胞・・ソノ造構 ヲ失ヒ内二管

壁 ヲ破壊セル氣管枝 ヲ包含スルコトアリ。

上記浸潤竈 トハ離 レ・テ 表面二近 〃1個 精 く大 ナノレ結

節 ヲ認メソノ中央乾酪化 ヲ示ス。周園 ノ小圓形細胞 ノ

寝潤弱ク、特二類上皮細胞 ノ出現 ヲ見ズ。

乾酪竈内二・・無倣 ノ集結セル結核菌 ヲ詮明ス。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積大、大サ7・5x4×3cm

全葉 二亙 リ小葉ニー致 セル 黄色乾酪性寝潤竈 ニテ 占

メラレ全罷硬化ス。割面モ同様浸潤 ヲ認 メ、全髄 トシ

テ非術側二比シ病竈著明ナ リ。

氣管枝結紮部 ハ完全二閉鎮 シ、末梢部内腔ハ乳 白色粘

稠瀦溜物ヲ充盗ス。

顯微鏡的所見一氣管枝・・著 シク振張 シ、上皮細胞暦ノ・

全 〃非薄扁ZFト ナル。内二圭bシ テ比較的 ヨク核 ヲ保

存 セル多核白血球 ヨリ成ル瀦溜物ヲ充ス。肺胞隔壁・・

著 シク肥厚シ、稽 く肥大 セル肺胞内被細胞列ニヨリ鮮

明二内腔 ト境 サレ虚脱 ヲ示サズ。隔壁中間組織・・疎懸

ニテ、「エオジソ」淡染均等性物質及ビ大小軍核細胞拉

二少籔多核白血球 ヨリ成ル 中等度 ノ細胞性寝潤 ヲ有

シ、又毛細管 ノ充血 ヲ示ス。切片中央部 ハ寝潤廣汎禰

蔓性 ニンテ、肺胞・・網;1ヌこ造構 ヲ失フニ至ル。但 シソノ

弾力繊維 ハ比較的 ヨク保存サル。

表面二近 キ肺胞内ニノ・殆 ソドスベテ、圭 トシテ多核白

血球及 ビ少鍛大箪核細胞 ヨリ成ル 細胞性凝固物 ヲ充

ス。肺葉先端部 ノ中隔内ニテ結締組織 ノ稽 く著明二壇

加 セル部分アリ。

一般 二組織内二結核菌 ヲ謹明シ得フご。

第 四項 感染後5週 群

本群 ハ氣 管枝 結紮家 兎11頭 ヨリ成 リ、閉鎖完全

ナ ルモ ノ9例 、閉鎖 不全 ノモ ノ2例 テ得 タ。

閉鎖 完全例 中主 ナルモ ノ5例 一=.就テ雨側 肺所見

ラ比較 ス レバ次 ノ如 シ。

第1例 第64號 家 兎(第4日 接種、感染後5週 殺)

非結紮側右側:肉 眼的所見一容積著 シ 〃膨大(大 サ

7.5×5x4cm)、 氣腫状 ヲ呈ス。各葉 二稽 く多撒粟粒大

ノ茨白色牛透明結節 ヲ散駿 ヌ。

顯微鏡的所見一省略

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ4×2×0・5cm・ 全 ク縮

小、廣汎性「ア」二昭 リ表面微細顧粒状 ヲ呈ス。下葉下

部帯黄線色 ノ寝潤竈ヲ有 シ表面 ヨリ小 「クローバ」状

ノ浸潤竈 ヲ透見ス。上下葉共2-3個 嬰粟大結節 ノ饗

生 ヲ認メ、中心二白色黙 ヲ有スルモノアリ。

氣管枝結紮部・・完全二閉鎮サレ、末梢部ノ・乳 白色粘稠

瀦溜物 ヲ充 ジ擾張ヲ來ス。

顯微鏡的所見一省略

第2例 第65號 家 兎(第4日 接種、感染後5週 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一大サ6×3×1cm・ 一部分

氣腫性、縦隔賓葉著明二肥大 シ左肋腔二侵入ス。

各葉二稽 く多数粟粒大 二至ル 灰白色牛透明結節 ノ散

登スル ヲ認メ、中央 白色化セル モ ノァリ。

顯薇鏡的所見一省略

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ4×3ンO.5cm・ 極 メテ

小、一般二「アテ レクターゼ」ヲ示シ、表面 笥リ隆起ス

ル嬰粟粒大白色結節1-2個 ヲ獲生ス。上葉先端i12ノ・

黄色細葉性寝潤 ヲ有 シ無氣肺部 二移行ス。下葉下部及

ビ内側部 ノー部同様帯黄色硬性浸潤竈 ヲ有 シ周園 ト

比較的明瞭 二境サル。

顯微鏡的所見一省略

第3例 第68號 家 兎(第4日 接種、感染後5週 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一大サ6.5×3×2cm・ 精 く

氣腫性、縦隔賓葉肥大著明ナラズ。各葉表面二米粒大

二至ル大小硬性牛透明結節精 く多鍛 ノ登生 ヲ見、小ナ

ル モノ相集結 シ中央白色ヲ呈スルモ ノ叉潤濁 ヲ示ス

モノ等アリ。

顯微鏡的所見一肺胞バー般 二稽 く搬張 ヲ示 シ、肺胞中

隔ノ・非薄 ニテ儒1エJ多 核白血球及 ビ大輩核細胞 ノ寝

潤 ヲ蒙ル。肺胞内二極メテ稀 二少倣大翠核細胞 ノ遊離

ヌルモノアリ。

稽 く多数小血管 ヲ中心 トセル極メテ小ナル 結節形成

ヲ散見 シ、生 トシテ小圓形細胞 ヨリ成ル。

叉少激肺胞中隔 ノ限局性 二渡潤スルモノ、或ノ・稽 く大

ナル結節 ヲ形成 シ、中央部 二精 く多数 ノ類上皮細胞 ノ

存在 ヲ認メ、内1個 二於テ精 ζ廣汎二亙 リ輕度 ノ乾酪

攣性 ヲ詮明スルモノアリ。

氣管枝 ・・精 く披張、粘膜上皮細胞扁ZF激 襲二乏 シ。氣
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管枝周園淋巴濾胞 ・・疎籟 トナ リ少数偲「エ」多核白血

球 ヲ混 ズ。

一般 二血量二乏 シク
、動脈管ノ・」枚縮肥厚、静脈管ノ・稽

移開シテ見ユ。組織内二結核菌 ヲ謹明シ得ズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ3.5×2.OxO,5cm.容

積頗ル小、全 ク「アテレクターゼ」二昭ル。

上葉及 ビ下葉 ノ側上方二粟粒大 二至ル 白色潤濁セル

結節集團的二存在ス。下葉背下部 二・・米粒大 ノ白色二

潤濁セル結節1個 ヲ認 ム。何 レモ表面 ヨリ僅 カニ隆起

ス。氣管枝結紮部・・完全二閉鎮サレ、末梢部特二披張

セズ、瀦溜牛勿ヲ容 レズ。

顯微鏡的所見一肺胞中隔弛緩牧縮、輕度 ノ細胞浸潤 ヲ

示ス。肺胞腔著 シク狡隆、特二細胞 ノ遊走 ヲ認メズ。

氣管枝モ著明二牧縮 シ、粘膜撤襲二富 ミ、上皮細胞肥

厚、内腔二瀦溜物 ヲ見ズ。中小動脈管牧縮、中等大静

脈断口稽 く膨開 シテ見工、一般 二血量二乏 シ。中小血

管周園二輕度 ノ小圓形細胞性寝潤 ヲ示スモ、非結紮側

二比 シソノ数稽 く少 シ。叉同側肺二見タル如キ小結節

状 ヲ呈スル浸潤ハ遙 カニソノ藪勘 シ。僅カニ1個 稽 く

大ナル結節状浸潤竈ニシテ中央部輕度 ノ乾酪化ヲ示

ス。 ソノ大 サ・・非結紮側肺 二於ケルモノト略 く同様

ナルモ、周園 ノ細胞性浸潤著明ニシテ結紮 ノ境界鮮明

ナ リ。

第4例 第69號 家兎(第4日 接種、感染後5週 殺)

(附圖IV)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積膨大(大 サ6.5×4x

3cm)、 氣腫状 ヲ呈シ、縦隔蜜葉ノ肥大 ヲ示ス。

肺葉一般二少数 ノ粟粒大牛透明結節ヲ獲生 シ、ソノ中

心部二白色}貼状 ヲ示スモノアリ。下葉背部ニハ米粒大

二至ル圓形結節2個 表面 ヨリ隆起ス。内1個 ノ中心ハ

帯黄白色 ヲ呈ス。

顯微鏡的所見一省略

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積縮小、(大 サ4×2×1

cm)、 全 ク「アテv〃 ターゼ」トナル。下葉背面二1個

小米粒大二至ル結節 ヲ登生ス。数個小結節 ノ集團 ヨリ

成 リ中央白色潤濁ス。其他二・・嬰粟粒二至ル小結節倣

個 ノ散登スルヲ見ルノミ。 氣管枝結紮部完全 二牧縮

シ、末梢部特二披張セズ、末梢部特二振張拉二瀦溜 ノ

所見 ヲ認メズ。

顯微鏡的所見一省略

第5例 第162號 家兎(第1日 接種、感染後5週 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積大(大 サ7x4×2cm)

含氣性。縦隔蜜葉稽 く肥大ス。表面ニノ・稽 く多鍛嬰粟

粒大二至ル灰白色小結節 ヲ接種性二散獲 シ、鍛個相集

合スルモノァリ。割面二・・主 トジテ表在性二同様結節

ノ獲生ヲ認 ム。

顯微鏡的所見一肋膜輕度二肥厚ス。肺胞稽 く振張内二

細胞 ノ遊走 ヲ見ズ。肺胞中隔・・中等度 ノ細胞性浸潤及

ビ充血 ノタメ稽 く肥厚ス。

氣管枝・・振張 シ、上皮細胞扁準、内腔一般 二空虚。小

血管周園及 ビソノ附近 ノ肺胞 中隔内限局性 二輕度/

小圓形細胞性浸潤竈 ヲ謹明 シ、内二1エ オ ジソ」嗜好性

細胞 ヲ混 ズルモノアリ。

一般組織内二結核菌 ヲ検出 シ得ズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一大サ5×4×1cm.廣 汎性.

「ア」二IS9ル。上葉先端牛分及ビ下葉背下部二小碗豆大

二至ル硬結 ニテ占メラル。表面 ヨリ精 く隆起 シソノ境

界不鮮明ニテ、切割ス レバ内部・・帯黄白色乾燥性微細

穎粒 ヲ以テ充サル。「ア」肺部 ハ、表面稽 く微細顯粒状

ヲ呈スルモ、極メテ小ナル茨白色隆起結節ノ獲生ヲ認

ムルノミ。氣管枝断ロ ヨリ乳白色濃厚瀦溜物 ヲ溢出

スo

顯微鏡的所見一肋膜 ノ肥摩ヲ認メフご。肺組織ノ・全 ク牧

縮、實質性 トナリ、多藪多核白血球、小圓形細胞等ニ

ヨリ浸潤 ヲ蒙 リ網状 ノ造構 ヲ失フ。而 シテ内ニハ中小

氣管枝 ノ著シク縮小セルモノ、取縮 セル中小血管 ニテ

強 ク血液 ヲ充セルモノ、叉小血管ヲ中心 トシ特二顯著

ナル細胞性浸潤等ヲ含 ミ、ソノ外観宛モ脾臓組織 ヲ見

ル如 シ。特二出血竈 ヲ認メズ。

伺極 メテ表面二近 キ部分・・、肺胞 中隔非薄ニシテ僅 カ

ニ狭 キ肺胞腔 ヲ残ス。

圭氣管枝 ハ稽 く振張 シ、上皮細胞著明ニソノ高サヲ墳

シ相畳重 シ、内腔二・・稽 ζ愛性セル細胞性瀦溜物 ヲ容

ル。組織内二結核菌 ヲ詮明シ得 ズ。

即チ、血管周園浸潤・・非結紮側肺二比 シ稽 く著明ナル

ガ如キモソノ撒少ク、其他ニノ・特 二限局性ノ結節形成

ヲ認メナイ。

第三節 概i括
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以 上各群所 見 ラ概括 シ、結 核菌 ノ少量感染 ニ ヨ

リ「ア」肺 二獲生 スル結核 病竈 テ、非結紮側肺 二

於 ケルモ ノトテ比較観察 ス レバ次 ノ如 シ。

(1)感 染 後2-3週 二於 テハ、病攣 ノ・極 メテ輕微

一 シテ、全葉 二嬰穀 大、稀 二勲 太 二至ル結

笛 数個 テ登生 スル ノミニテ、 肉眼的 ニハ未 ダ雨

側 肺 ノ相違 ノ・著 明 デナ イ。

(2)組 織 標 本 二就 テ之 テ見 ル ト、感染後2-3週

一 ハ、雨側肺共 、肺胞 中隔 内二禰蔓性 二、圭 ト

シテ多核 白血球及 ビ淋 巴球 ヨリ成 ル中等 度 ノ細

胞 性浸潤 テ蒙 リ、 少撒大軍核細胞(組 織球性 細

胞)ヲ 混 ズ。

就 中、 「ア」肺 二於 テノ・斯 ノ如 キ中隔 内 ノ禰蔓 性

浸 潤 ノ・高度 ニテ、感染 後3週 ノモ ノニ テ、 既 二

大輩核細胞 ノ外 二類 上皮細胞 ノ檜 殖 ラ示 シ、 又

肺胞 内 ニノ・屡 ≧大輩核 細胞(所 謂 肺胞 上皮 細胞)

ノ遊 出 テ認 ム。

(3)其 他 又、非結紮 側肺 二於 テノ・特殊 性 ノ攣化

トシテ感染後2--3週 一 ハ、小血管拉 二小氣管枝

ノ周園、肺胞 中隔 内限局 性 二、若 クハ ソノ分 岐

部 二當 リ、輕度 ノ細胞 性浸潤 ヲ、又、毛細血管

内ニハ栓塞性 ノ細胞浸潤竈 等 ノ登生 ラ謹 明 シ、

何 レモ、 圭 トシテ多核 白血球 ヨリ成 ル。更 二第

3週 二於 テノ・、血管 二近 ク極 メテ初期 ノ結核結

節 ノ形成 テ示 スモ ノテ認 メルガ、 「ア」肺 二於 テ

ノ・未 ダ何 レモ 斯 ノ如 キ 限局性 ノ細胞性浸潤竈

ノ、、全 ク認 メ ラレナ イ。

(4)感 染 後4週 二至 レバ、非結 紮側肺 二於 ケル

病 攣 ハ、梢 支著 明 トナ リ、結 核結 節 ハ大 サ テ檜

シ、粟粒大若 クノ、牛米粒 大 二達 シ、且梢 ≧ソ ノ

撒 テ檜 シ、時 二結 節中央部 ノ乾酪化 テ示 スモノ

アリ。之 二封 シ、 「ア」肺 二於 テノ・、反 ツテ極 メ

テ輕 微 トナ リ、 肉眼的 ニノ・全 ク結節 ノ畿生 ラ認

メザ ルモ ノガア リ、 甚 シキ差異 ラ示 ス。

(5)感 染 後5週 テ経過 セル モ ノニ於 テノ・非結紮

側 肺 ノ結節 ノ・、更 ニ ソノ撒梢 ≧多撒 トナ リ、且

屡 悼 乞酪化 テ示 スニ至 ル ガ、 「ア」肺 二於 テノ・、

全 葉 二亙 リ数個、嬰粟粒大、 若 クハ粟粒大 二達

スル結節 テ登生 スル程度 ノモ ノ多 ク、又 倫 肉眼

的 二殆 ン ド之 テ認 メ得 ザ ルモ ノモ アル。又稀 ニ

ハ結 節 ノ大 サ牛米粒大 二至 リ、 且乾酪 化 テ示 ス

モ ノテ見 ルガ、 之 ラ ソノ反封側肺 ノモ ノニ比較

ス レバ,明 カニ輕 少 デ アル。

(6)顯 微 鏡的所 見 ニ ヨル ト、第4週 以後 ニナ レ

バー般 二雨側肺共、 中隔 内 ノ浸潤 細胞 ノ・、 淋巴

球 ガ多核 白血球ヲ 凌駕 スルニ至 リ,「 アJ肺 二於

テノ・、更 二多数大輩核 細胞 拉 二類 上皮 細胞 ノ禰

蔓性 ノ増 殖 ラ護 明 シ、 内二結核菌 ノ少撒 ラ貧喰

セルモ ノテ認 メル コ トガ アル。

(7)感 染 後4-5週 二至 レバ、非結紮側肺 二於 ケ

ル,血 管 周園浸潤竈 ノ・、尚輕 微 ナ レ ドモ梢 ヒ多

撒 二登 見 シ、肺胞 中隔 内 ノ限局性浸潤竈 ノ・、特

ニ ソノ数 ノ、檜 加 セザルモ、 時 二梢 ≧廣汎 トナル

モ ノテ認 メル。何 レモ主 トシテ淋 巴球 ヨク成 ル。

又屡 ≧血管 二近 ク掲立性 二結 節性細胞浸潤竈 ラ

登 生 シ、 ソノ梢 ≧大 ナル モ ノノ・、 中央部 二大軍

核細胞 乃至類 上皮細胞 テ有 シ(所 謂類上皮細胞

結節)、第5週 二於 テ輕度 ノ乾酪化 テ示 スモ ノガ

アル。結核 菌ノ・謹 明 シ得 ズ。

(8)之 等 二封 シテ、 「ア」肺 二於 テモ、 コノ時期

二至 レバ、 少撒 乍 ラ、極 メテ輕微 ナル血管周園

浸潤及 ビ中隔 内限 局性浸潤竈 ノ登生 ラ認 メル。

叉時 二血管 二近 ク掲立性 二、梢 ≧大 ナル結核結

節 ラ登生 スルモ ノガ ア リ、 ソノ登 育駄態 ハ、非

結紮側肺 ノモ ノト略1同 程度 ナル モ、第4週 ノ

モ ノニテ、結節 中央部大輩核 細胞 中二少撒結核

菌 ノ貧喰像 テ示 スモ ノガア リ、又 第5週 ノモ ノ

ハ、結節周 園 ノ淋 巴球性浸潤 著明 一 シテ、結節

ノ境界 ノ・極 メテ明確 デアル。

(9)本 實 験 二於 テ、圭氣管枝結紮 例22例 中,11

例 即 チ50%二 於 テ、肉眼的 二氣管枝 内瀦溜 テ謹

明 シタ。

rB〕 「ア」肺=封 ス ル大 量結 核 菌感 染 ノ影 響

1.「 ア」肺ノ大量結核菌感染所見(第4試 験)
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ll.「 ア」肺 ノ極大量結核菌感染所見(第5試 験)

第一節 實験方法

左側圭氣管枝結紮家兎18頭 テ2列 二分 チ、第1

列 ニハ、結核菌 ノ大量、 各頭30-35mglc.aep

チ第1試 験感染菌量 ノ約5倍 テ(第4試 験)、 第

2列 ニハ、結核菌 ノ極 メテ大 量、各頭60mg.1c・q

自Pチ第1試 験感染菌 景 ノ10倍 テ(第5試 験)、

夫々氣管枝結紮後第4日 二於 テ、耳静脈内二接

種 シ、其後随時屠殺若 クハ自然艶死 スルテ待 チ

テ剖検 シ、繭側肺二於 ケル結核病竈 ノ登生拉 二

進展 ノ状態 テ、肉眼的拉 二顯微鏡的二観察 シタ。

第二節 實験成績

今各實験動物 ノ肺臓 二於 ケル肉眼的圭要所見ヲ

第IV表

表示 スレバ第IV表 トナル。

「ア」肺二封スル大量結核菌感染ノ影響(肉 眼的所見)
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1.

第 一 項 感染後2-3週 群

本群 ノ・感染後2-3週 二 艶死 セル3頭(Nr.54,

56,52)ヨ リ成 リ、何 レモ氣管枝 ハ完全 二閉鎖 サ

ノレo

内2例 二就 テ ノ所 見 テ述 ベル。

第1例 第54號 家兎(感 染後16日 弊死)

「ア」肺 ノ大量結核菌感染所見(第4試 験)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積著 シク膨大、 大 サ

8×5×4.5cm・ 縦隔竃葉著明二肥大ス。 全肺葉 ・・肝臓

ヲ鰻ル ・如ク硬化 シ、表面ハ微細頴粒状 ヲ呈ジ、嬰粟

粒大二至ル小結節 ヲ密曇 シ、全 ク含氣性 ノ部分ヲ認メ

ズ。 ソノ朕宛モ高野豆腐 ヲ見ル感アリ。割面血量二富

ミ、特 二分泌物 ノ瀦溜 ヲ見ズ。
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顯微鏡的所見一全親野二精 ζ大 ナル 圓形結節状浸潤

及 ビソノニ三相融合 セルモノ多数 ヲ認メ、肺胞 ノ造構

齪サル.圭 トシテ大軍核細胞乃至類上皮細胞ヨリ成

リ、一般二乾酪攣性ヲ示サズ。極メテ稀二大輩核細胞

渡潤竈内二少倣孤立性 ノ結核菌 ヲ詮明ス。肺胞中隔ノ・

細胞浸潤 ノタメ肥厚 シ、肺胞内二・・大輩核細胞 ヲ遊離

スル。(附 圖X)

結紮 側左肺:肉 眼的所見一容積稽 く小、 大サ5×3・5

×2cm.暗 赤色ニシテ表面李滑、右肺同様 ノ結節多敷

ノ登生ヲ認 ム。割面ニモ同様多徽小結節ヲ認 メ、氣管

枝噺 ロ ヨリ乳白色濃厚瀦溜物ヲ洩ヌ。

顯微鏡的所見一非結紮側肺 二 比較 シテ稽 く血量二富

ム。肺胞中隔ハ弛緩、細胞 ノ浸潤 ヲ蒙 リ且殆 ソド全テ

ノ肺胞内ニノ・大軍核細胞 ヲ充ス。

全覗野二多数、細葉性寝潤竈 ヲ認 ム。一般 ニソノ境界

明瞭ニシテ、圭 トシテ大軍核細胞 ヨリ成ルモ屡 く類上

皮細胞及ビ小圓形細胞 ノ混在 ヲ認メ、時二小血管 ヲ随

件スルモノアリ。叉結節内二屡 く結締織繊維 ノ培殖 ヲ

認 ムルモ ノアリ。叉屡 く大軍核細胞性浸潤竈内、若ク

ハ小氣管枝内、及 ビ振張セル肺胞内ノ細胞性滲出物内

二、多クノ・孤立性、時二密集性二稽 く多籔 ノ結核菌 ヲ

蛋見 ス。(附 圖IX)

第2例 第52號 家兎(感 染後20日 弊死)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積膨大、大サ8×5×4

cm.縦 隔蜜葉著 シク肥大ス。表面粗糧、小顧粒状 ヲ呈

シ、割面 ト共二全盟二粟粒大二至ル黄色小結節 ヲ以テ

密二埋メラル。

顯微鏡的所見一全親野ノ・大小多数 ノ細葉性浸潤竈ヲ

以テ占メラレ、主 トシテ大輩核細胞 ヨリ成 リ、周圃ハ

屡 く薄キ細胞暦ヲ以テ、比較的明確 二境セラレ、小圓

形細胞性浸潤及 ビ血管 ノ新生等極メテ乏シ。中央ニハ

屡 く乾酪化 ヲ示ス。比較的空虚 ナル肺胞 内ニモ常二少

撒 ノ大輩核細胞 ヲ容ル。一般二結核菌 二乏シク、稀 二

結節内及ビ壊死竈内二少撒之 ヲ獲見ス。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積稽 く小、大サ5.5×3×

lcm.全 肺無氣性ニシテ、表面略 く碗豆大至、 粗大穎

粒状 ヲ呈シ輕ク隆起 シ、之 ヲ切割ス1/バ 、多数微細ナ

ル顯粒 ヨリ成ル。共他二粟粒大二至ル小結節 ノ獲生 ヲ

認ム。ソノ籔全燈 トシテ非結紮側右肺 二比較ス レバ遙

カニ少 ジ。

顕微鏡的所見一肺胞中隔 ノ・一般二著明二弛緩肥厚 シ、

狭阻ナル肺胞内ニハ少数、主 トシテ大輩核細胞 ヲ遊離

ス。全切片中二少藪、屡 く大軍核細胞浸潤 ヲ中心 トス

ル小ナル結節性浸潤竈 ヲ認メ、内既二乾酪化ヲ示スモ

ノアリ。中小血管ハ多鍛集合 シ、特二振張ヲ見ザルモ

血量二富ム。中小氣管枝ハ稽 く振張、粘膜上皮細胞高

サ ヲ増 シ、 ヨク保存 セラレ、内二圭 トシテ多核白血球

稀二大小軍核細胞 ヲ含ム墾性瀦溜物 ヲ容ル。結核菌ハ

詮明 シ得 ズ。

第=項 感染後4-5週 群

本群 ノ・感染 後4-5週 二 発 死若 クハ 屠殺 セル4

頭(Nr.51,73,49,53)ヨ リ成 ル。

肉眼的所 見ハ、各例共大禮 一致 ス レバ之 ラ概 括

シテ述 ブ。

非結核側右肺:肉 眼的所見一容積著 シク膨大 トナリ、

縦隔賓葉 ノ肥大i著明、全葉暗赤色、肝臓様硬度 ヲ示 シ、

殆 ソド含氣性 二乏 シキモ、肺葉周縁部二高度ナル氣腫

ヲ呈スルモ ノアリ。1例 二於 テ、 中肺葉ハ著シク長サ

ヲ塘 シ、心臓 ノ前 ヲ過 リテ左肋腔二入 ラソトヌルモノ

アリ。(Nr.53)●'

表面ハ粗糖、大小願粒状 ヲ呈シ、割面 ト共二、茨白牛

透明ニテ中央二黄色叉・・白色黙 ヲ有スル粟粒大 ヨリ

時二胡麻實大二至ル結節多鍛 ヲ密登ヌ。殊 二下葉 ノ背

面蛇二横隔膜面及 ビ縦隔蜜葉 二於クルモノ・ハ著明ニ

シテ大ナリ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一何 レモ氣管枝 ノ結紮完全

ニシテ、多クハ著 シクソノ容積 ヲ減 ジ、穫血性、弾性

軟ニシテ、全ク無氣肺 トナノレ。

表面二・・、極メテ少鍛、針先大、嬰粟粒大乃至粟粒大

二至ル、不透明ニシテ中央黄色若 クノ・白色化セル小結

節 ノ登生ヲ認ム。(Nr・73,49)時 二稽 く多数結節 ノ蛋

生 ヲ示スモノアルモ、反封側非結紮肺 二比較 スレバ顯

著ナル相違 ヲ示シ、結節ノ数及 ビ大サニ於 テ著 シク輕

微デアル。(Nr.51)〔 附圖V.VI参 照〕

稽 く著明ナノレ氣管枝内瀦溜及 ビ上下葉末端部 二瀦溜

性肺浸潤 ヲ有スル1例(Nr.53)二 於 テノ・、肉眼的二全

ク結節 ノ登生ヲ詮明シ得ズ。

次 二本群各例 二就 キ、顯微鏡 的所 見 ラ記述 ス。

第1例 第51號 家 兎(感 染後30日 弊死)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一全覗野 二大小多轍 ノ

乾酪病竈 ヲ認メ、屡 く相融合シ廣汎ナルモノアリ。渡

潤竈 ノ周園ノ・、小圓形細胞及 ビ僅微 ナル結締織 ヨリ成

ル。叉大軍核細胞及 ビ小圓形細胞 ヨリ成ル小結節 ヲ存
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シ、未ダ乾酪化 ヲ來サ"ル モノアリ。

乾酪竈内及ビ其他二結核菌 ヲ登見セズ。

残存セル肺胞ノ・、一般二振張 ヲ示 シ、内二少倣大軍核

細胞及 ビ精 く多籔 ノ巨態細胞 ヲ遊出ス。〔附圖Xll)

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一肺胞精 く攻縮 ヲ示 シ、何

レモ内二少藪大軍核細胞ヲ容ル。一般二充血性。

全覗野二多藪、限局性寝潤竃 ヲ謹明 シ、屡 くソノ中央

部乾酪墾性ヲ示スモ、反封側非結紮肺二比較スレバ、

ソノ数欝ク且極メテ輕微デアル。且一般二、結節周園

ノ小圓形細胞浸潤層厚ク、屡 く同細胞 ノタメニ結節 ノ

大部分占居セラル ・モ ノアリ。乾酪竈内ニハ、屡=無
'籔
、精 く短小ナノレ結核菌 ヲ詮明シ、多クハ孤立若ク・・

疎集 シテ存ス。叉周園浸潤組織内ニモソノ少徽ヲ登見

ス。而シテ結核菌数・・乾酉各竈 ノ大小、又 ソノ程度 ト・・

・一定ノ關係 ヲ認 メ難ク、全 ク之ヲ鉄クモノァレバ、輕

薇ナル病竈 ニモ無数之 ヲ獲見スルコトアリ。非乾酩性

結節内二・・一般 二之ヲ鉄ク.「附圖Xlj

第2例 第73號 家 兎r感 染後30日 弊死)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一肋膜肥厚、肺胞ノ・時二

精 く振張ヲ示シ、ソノ大多籔ノ・多少共大輩核細胞 ノ遊

走 ヲ詮明ヌ。肺胞中隔ノ・、小圓形細胞及 ビ大輩核細胞

ノ浸潤及 ビ毛細血管 ノ著明ナル充血 ヲ認 ム。

稽 く多鍛、稽 く大ナル結節状 ノ浸潤竃ヲ存 シ、少藪輕

度 ノ乾酪攣性二昭ルモノアルモ、一般 二類上皮細胞及

ビ小圓形細胞 ノ増殖著明ナリ。結節内、時二乾酩竈内

二多鍛極メテ繊弱ナル結核菌ヲ獲見ヌルコトアルモ、

其他二・・一般二陰性デアル。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一肺組織 ・・全 ク叫嬬宿ヲ示

シ、肺胞中隔・・高度二弛緩ヌ。毛細血管ノ・披張シ、血

液 ノ充盈著明ナルモ蛇行 セズ叉出血竈 ノ存在 ヲ認メ

ズ、中小血管ノ・多籔集合 シ、特 二拙張セザルモ大血管

ト共二血液 ヲ充ス。肺胞中隔内二・・、一般 二大輩核細

胞乃至類上皮細胞、小圓形細胞及ビ多核白血球等ヲ塘

加ス。肺胞内ニハ、大軍核細胞蛇二少倣偶「エ」嗜好性

細胞及ビ屡 く巨態細胞 ノ出現 ヲ認 ム。共他ニハ何等非

結紮側肺二見ル如キ、結節状 ノ浸潤竈 ヲ認メフご。

組織内二結核菌ヲ詮明セズ。

第3例 第49號 家兎(感 染後30日 屠殺)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一一般二血量二乏 シク、

肺胞 ・・精 く著明二振張ス。大小多籔 ノ乾酪性肺炎竈ヲ

示シ・屡 く互二融合 シ廣汎ナル範圃二及ビ且著明ナル

乾酪化 ヲ示ス。病竈周園 ノ細胞性浸潤 ハ著明ナラズ。

乾酪竈内、特 二核崩屡 ノi著明ナノレ部分ニノ、、無鍛 ノ結

核菌 ヲ詮明 シ、時二集團 ヲ爲ス.未 ダ乾酪化セザル類

上皮細胞暦ニハ、少倣貧喰性或 ・・遊離散在性 二長 ク且

精 く太 キ結核菌ヲ認ム。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一全 ク虚脱 二隔 リ、肺胞中

隔ハ弛緩 シ、大軍核細胞及 ビ儒「エ」白血球 ノ浸潤 ヲ蒙

ル。中小血管振張セザルモ弧ク血液 ヲ充 シ、多倣集合

ス。肺胞内二・・、精 く著明ナル細胞 ノ滲出ヲ示 シ、多

倣儒「エ」白血球及 ビ少鍛 ノ大輩核細胞 ヨリ成ル。結節

状二限局セル浸潤竈ノ・、比較的勘 ク且小ニヅテ、多ク

ハ大軍核細胞 ヨリ成ルモ、周園 ノ小圓形細胞 ノ浸潤強

ク、精 く多藪 ノ血管 ノ侵入像 ヲ認 メ、且結節内二結締

織繊維 ノ精1増 加 ヲ示スモ ノアリ。一部 二乾酪墾性二

昭ルモ ノアルモ、反封側非結紮肺二比較 スレバ遙カニ

輕度デァル。結節内壌死竈内二少籔結核菌 ヲ謹明 シ、

且肺胞内二遊走セル 大輩核細胞群中二稀二孤立セル

結核菌 ノ食喰所見 ヲ登見スル。氣管枝腔取縮、内二多

鍛儒「エ」細胞及ビ少藪大輩核細胞 ヲ含ム瀦溜液 ヲ容

ノレ〆。

第4例 第53號 家 兎(感 染後35日 弊 死)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一一般二肺胞 ハ振張 シ、

中隔・・充血性ナ リ。

全覗野二大小多轍 ノ比較的境界明瞭 ナル 乾酪性肺炎

竃 ノ登生ヲ認メ、大多数ハ中央部廣汎ナル範園二亙 リ

乾酪攣性二昭ル。周園 ノ小圓形細胞 ノ浸潤層ヨリ登達

ヌ。乾酪竈内ニハ、崩壌セル細胞核物質 ト共二、種 々

ノ大サ ノ結核菌多籔密集セルヲ認 ム。叉大軍核細胞性

肺炎竈内ニモ、多倣遊離性二結核菌 ヲ詮明スルが、類

上皮細胞 二富ム病竈二・・僅少デアル。

氣管枝腔振張 シ、壁菲薄、粘膜上皮細胞扁ZFト ナ リ、

内二瀦溜物 ヲ容 レズ。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一全ク虚脱 二昭 リ、含氣性

ヲ失フモ、殆 ソド凡 テノ肺胞ノ・、内二弧ク多核白血球

ヲ充 シ、精 く振張ヲ示ヌ。時二浸潤廣汎二及 ビ肺胞 ノ

境界ヲ齪セル部分 アリ。叉肺胞 ノー部分ニハ、全ク大

軍核細胞ニヨツテ充サル ・モ ノァリ。叉雨種細胞 ノ相

混在 セルモノモアル。

肺胞中隔ハ肥厚シ、毛細血管ハ著 シク擶張 シ、血液 ヲ

充スモ、特二蛇行、出血等ヲ示サズ。特二炎症性浸潤

ヲ認 メズ。 中隔壁 ノi琿力繊維・・常ニヨク保持サレ・、特

二結締織 ノ培加ヲ示サズ。

上記肺胞内滲出物中ニハ、多藪 ノ結核菌 ヲ詮明シ、多
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クハ大軍核細胞内、稀 二多核白血球内二貧喰サ レテ存

在 シ、一部ハ壌死性滲出物質内二遊離 シテ存ス。屡 惹

桿状 ノモノ多鍛密集 シ、時 二極メテ繊弱ナルモノヲ孤

立性二詮明ス。

氣管枝腔内二・・、肺胞内同様物質 ヲ充 シ、内腔ノ・振張

シ、 ソノ上皮細胞ハ稽 く高度 ノ攣性二昭 リ荒慶サル。

氣管枝周園二小血管 ノ培殖 ヲ認 ム。

第 三項 感染後10週 群

結核菌 大量 感染後 ヨリ10週 二 亙 リ生 存 セルモ

ノ2例 ア リ.

第1例 第55號 家 兎(感 染後70日 弊死)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積頗ル膨大、大 サ10

×7×2cm・ 上葉及 ビ中葉・・心臓 ノ前面ヲ正中線ヲ越

エテ左肋腔二入 リ、縦隔蜜葉モ著明二肥大 シテ心臓 ノ

背後ヨリ同様左肋腔 ヲ侵ス。心臓・・タメニ左側 二偏位

ヌ6

上葉 ハ表面亭滑、帯黄色禰蔓性二硬〃浸潤 ン含氣性 ヲ

鉄 ク。割面全部 同檬浸潤性ナルモ軟化ヲ見ズ。中葉ハ

軟 ク鯛 レ、殆 ソド大小不同黄色 ノ精 く小ナル結節 ニテ

埋メラル。下葉全髄、殊 二背下部ハ米粒大乃至小碗豆

大扁李結節ヲ以テ埋メラレ、各個結節ハ叉粟粒大帯黄

色小結節及 ビ1炭白牛透明 ノ浸潤竈ノ集合ヨリ成ル。割

面同標所見ヲ呈 シ、特二硬結 ヲ鯛 レズ。

顯微鏡的所見一肺胞一般二稽 く著明ナル振張ヲ示 シ、

中等度ノ禮血像 ヲ呈ジ、肺胞内二浮腫及 ビ少数細胞 ノ
　

滲出ヲ認 ム。肺胞中隔ハ儒「エ」白血球及ビ少藪小圓形

細胞 ヨリ成ノレ浸潤 ヲ蒙ル。

全覗野二多籔、融合性 ノ形不規則ナル浸潤竈ヲ謹明

シ、大多薮廣汎ナル範困二亙 リ乾酪攣性 二昭 リソノ中

央 二屡 ζ著明ナル石灰化竈(?)ヲ 認 ム。乾酪竈内ニハ

多鍛結核菌 ヲ獲見ス。多クハ桿状 ノモノニテ散在性二

存スルモ、時二短小 ノモノ・無数二密集 スル コトア

リ。一般 二病竈周園 ノ細胞浸潤 二乏シ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積極メテ小、 大サ5×4

×0.5cm.弾 性軟、全 ク「アテレクターゼ」二昭 リ、 一

般 二極メテ小ナル(針 先大至)黄 色小結節 ヲ散見スル

ノ ミo

肺葉周縁部 ノ・硬ク鯛 レ、表面粗大穎粒状 ヲ呈シ、嬰粟

粒大帯黄小結節 ヲ透見ス。

顯微鏡的所見一肺胞・・一般 二取縮性ニシテ、中等度ノ

充血 ヲ示 シ、一部二肺胞腔内全ク充實性 ニジテ多核白

血球 ヲ以テ禰蔓性二浸潤 サレ肺胞 ノ構造ヲ残サ"ル

部分 アリ。

全面稽 く多数 ノ乾酪竈 ヲ認 ムルモ、反封側非結紮肺二

比較ス レバ、病竈著 シク小、境界鮮明、圓形 ヲ呈シ、

大多数 ノ中央 ハ石茨化 ヲ示ス。乾酪竈内ニノ・多数細キ

桿状 ノ結核菌 ヲ謹明スル。

肺葉末端部 二近 ク、屡 く廣汎地圖状二乾酪竈ヲ認メ、

周園 ノ浸潤二乏シク、多数細 キ桿状結核菌ヲ蛮見ス

ル。爾極メテ初期 ノ大軍核細胞浸潤竈ニシテ、内二多

数小圓形細胞 ヲ混入スルモノァリ。

vanGieson染 色標本ニテ、小結節 ノ中央及 ピ周園二

稽 く著明ナル結締織形成ヲ謹明ス。切片 ノー部 二肺胞

腔 ノ構造が荒蕪サ レ、繊細ナル結締織繊維 ノ相交錯ス・

ルヲ認 ムル部分アリ。

第2例 第72號 家兎(感 染後70日 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積大、大 サ7×4×2cm

含氣性 ナルモ特二氣腫 ヲ認 メズ。 縦隔賓葉稽 く肥大

スo

各葉一面 二、大小不同嬰粟粒 ヨリ胡麻實大 二至ル灰白

牛透明、中心帯黄色 ノ小結節ヲ散曇ス。下葉背面二於

ケルモノハ、米粒大 ヨリ小豆大二至 リ丘状二隆起 シ、

内二白色鮎ヲ認 ム。

顯微鏡的所見一表暦 ノ肺胞壁ハ非薄ナルモ、肺胞中隔

バー般二肥厚ヲ示 シ、毛細血管 ノ援張、儒「エ」白血球

及ビ小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 ム。

切片 ノー部二極メテ廣汎ナル 大軍核細胞 ノ肺胞内浸

潤 ヲ認 メ、原形質相融合 シ、屡 く周園 ヨリ小圓形細胞

及 ピ類上皮細胞 ノ侵i入スル所見 ヲ示ス。輕度 ノ乾酪璽

性 ヲ認メル部分アリ。其他極メテ少倣、大軍核細胞 ヨ

リ成ル結節状小浸潤竈ヲ認メ、周園ハ小圓形細胞ニヨ

ツテ包園サし・、未ダ乾酪墜性 二隔ラズ。叉上記廣汎ナ

ル大軍核細胞性浸潤竈内二間纏性二別二圭 トジテ爲

「エ」白血球ヨリ成ル細胞性集團 ヲ認 ム
。廣汎ナル浸潤

竈内 ノ肺胞隔壁 ノ構造ハヨク保持サレ、小結節状浸潤

竈周園二稽 く著明ナル結締織 ノ1曾殖 ヲ謹明スル。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積極メテ、小、大サ4×

2.5×0・5cm・ 全 ク「アテvク ターゼ」二隔ル。

表面卒滑稽 く昭没 シ、所 々形不定帯黄白色 ノ小斑貼 ヲ

認メ、雨葉背面縦隔蜜稜 ニハ、小豆大 二至ル帯線汚機

色 ノ隆起セル硬結 ヲ認 ム。共二割面二於テハ表在性 ノ

不規則ナル浸潤 ナリ。其他上葉表面二2個 針先大 ノ白

色小結節 ヲ認 ムル外、特 二表面ヨリ隆起セル結節ヲ認

メ ズ。
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氣 管枝結紮完全ニシテ、末梢部 ノ披張ヲ示サズ、少量

ノ分泌物 ヲ容ル。

頴微鏡的所見一全ク虚脱性二取縮ス。表暦ノ・伺僅 カニ

肺胞腔 ヲ存スルモ、中央部ハ全ク實質性 トナ リ、肺胞

中隔弛緩 シ密接蛇列 シ、偽 「エ」白血球、輩核大小細胞

等 ノ浸潤 ヲ蒙ル。毛細管ノ・ヨク獲達 シ充血 ヲ示ス。

皿.

圭 氣管枝結紮家 兎9頭 二、結核 菌 ノ極 ノテ大量

(各頭60mg)ラ 接 種 セル ニ、 ソ ノ大 牛ノ・感染後

2-3週 ニ テ艶 死 スルモ、 爾10週 一及 ピ生存 ス

ルモ ノア リ。夫 々艶死若 クノ・屠殺後剖検 ス。

第一項 感染後2-3週 群

本群 ノ・、感 染後2-3週 二艶死 セル5頭(Nr.60,

58,59,57,74)ヨ リ成 ノレ。

肉眼的所 見ノ・、各例共大禮一致 シ、一一括 シテ述

ブ レバ次 ノ如 シ。

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積 ノ・著 シク膨大 トナ

リ、既二縦隔蜜葉 ・・何 レモ著 シク肥大ス。

早期二弊 レタルモノ(Nr.60,58)ノ ・、殆 ソド含氣性 ヲ

鉄キ、血量二乏 シク、表面蛇二割面ハ全ク粟粒大以下

ノ帯黄色若クハ白色 ノ小結節 ヲ以テ密 二埋メラレ、肺

臓ハ全髄 トシテ肝様硬度 ヲ有ス。

第3週 家兎(Nr.59,57,74)二 於 テ・・、一般 二欝血著明

5シ テ、粟粒大若 ク・・稽 く大ナル 帯黄色結節 ヲ密登

.シ、硬キ浸潤竈 ヲ形成スルモ、屡 く浸潤竈 ノ間ニノ・含

氣性ニテ精 く著 シキ氣腫状 ヲ呈スル肺組織 ヲ認メル。

結紮側左肺:肉 眼的所見一圭氣管枝ハ何 レモ 完全二

閉鎖サレ・少量分泌物ヲ容ル ・モ、末梢部 ノ振張著明ナ

ラズ。肺臓 ノ容積・・、何 レモ極メテ縮小 シ、全〃「ア

テ レクターゼ」二隔ル。

稽 く著明ナル浮腫 ヲ呈スル2例(Nr.58,57)ノ ・、表面

亭滑ニシテ、深部 二粟粒大以下 ノ小結節稽 く密二登生

スルヲ認 ム。元 ヨリ反封側非結紮肺二比較ス レバ、ソ

ノ激診ク形小ナ リ。叉2例 二於 テ氣管枝内瀦溜像ヲ示

er、肺葉末端部二瀦溜性肺浸潤 ヲ有スル1例(N1・.59)

へ 極 メテ少数嬰粟粒大/結 節 ヲ獲生スル ノミデア

リ、細葉性浸潤像 ヲ示ス1例(Nr.74)・ ・、表面微細顧

粒状 ヲ呈スルガ、肉眼的ニノ・結節形成不著明デアル。

叉1例(Nr・60)二 於 テ、表面ヨリ粗大不規則 二隆起ス

ル著明ナル化膿竈 ヲ登生シ、ソノー部 二液化 ヲ示シ、

肋膜 ノ肥厚及ピ肺實質内二結締織 ノ墳加 ヲ認メタ。

表在性肺胞内二・・、大輩核細胞 ノ滲出ヲ示 シ、一部分

稽 く廣範園 二亙ルモ ノアリ、ソノ細胞相融合シ攣性二

近ク、繊維素 ノ析出ヲ示スモノアルモ、乾酪傾 向ハ之

ヲ認メズ。

全切片中二1-2個 肺胞壁中二、極メテ小ナル結節様

腫大 ヲ登見ヌル。組織内一般 二結核菌 ヲ謹明シ得 ズ。

「ア」肺 ノ極大量結核菌感染所見(第5試 験)

次二圭要例 ノ顯微鏡的所見 ヲ列記ヌ。

第1例 第58號 家兎(感 染後15日 弊死)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一全親野 ・・主 トシテ大

輩核細胞 ヨリ成ル。圓形小浸潤竈 ヲ以テ殆 ソ ド埋メラ

ル。屡1数 個 ノ寝潤竈相融合 シ、廣汎不規則 ノ形 ヲト

ル。周園 ノ細胞性浸潤著明ナラズ。中央ハ壌死乃至乾

酪化 ヲ示 シ、無数短小ナル結核菌 ヲ分散性稀 二密集性

二獲見ス。

上記浸潤竈 ノ間二残存セル肺胞ノ・、圓形二披張シ空虚

ナルモノ叉時二少籔 ノ結核菌 ヲ貧喰セル 大軍核細胞

及 ビ偲「山」白血球 ノ遊走 ヲ示ス。

肺胞中隔ハ肥厚 シ、大輩核細胞及ビ多核白血球 ヨリ成

ル稽 く著明ナル禰蔓性浸潤 ヲ蒙ル。

中小血管精 ζ充血 ヲ示 シ、血管周園二著明ナル小圓形

細胞ノ浸潤 ヲ認 ム。

倫上記浸潤病竈内ニハ、弾力繊維染色法ニヨリ屡 く中

小血管 ノ横噺面 ノ存在 ヲ詮明 シ、叉vanGieson氏 染

色法ニヨリ、結締織繊維 ノ稚 く著明二網状 二増殖 セル

所見 ヲ認メル コトが出來ル。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一全覗野 二多鍛小圓形浸

潤竈 ヲ散在 シ、ソノ分布数ノ・反封側肺二比 シ殆 ソド遜

色ヲ認メズ。但 シソノ大サバ、一般二小ニシテ、類上

皮細胞及ビ小圓形細胞等ノ細胞成分著 シク多ク、ソノ

形寧 ロ稽 く不整 トナルモ ノアリ。極メテ少籔 ノモノニ

輕度 ノ乾酪攣性 ヲ見ル。少籔巨態細胞 ノ出現 ヲ認 ム。

乾酪竈内二・・、多藪短小 ノ極メテ萎縮性 ノ結核菌 ヲ詮

明ス。爾乾酪化セザル結節状浸潤竈内ニモ貧喰性二極

メテ少数稽 く長 キ桿状 ノ結核菌ヲ登見スルガー般ニ

ハ之 ヲ鉄 ク,

上記結節状渡潤竃以外 ノ肺胞ハ、梢 く振張シ圓味ヲ帯

ビ、壁極メテ菲薄ニテ、少籔大軍核細胞 ヲ遊離ス。

中小血管ノ断面相集合 シ血量二富 ミ、血管周園二著明

ナル小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 メル。 氣管枝 ノ噺面ハ圓

久 振張粘膜上皮細胞高サヲ墳ジ、内二多核白血球、

大輩核細胞其他細胞攣性物 ヨリ成ル瀦溜物質 ヲ以テ
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充填サル。瀦溜物内二結核菌 ヲ認メズ。結節封犬浸潤竈

内 ノ結締織性繊維 ノ形成・・極メテ輕微ニテ、反封側肺

二劣ル。

第2例 第57號 家兎(感 染後22日 弊死)

非結紮側肺:顯 微鏡的所見一一般 二血量二乏 シク、一

部肺胞 ノ著 シキ振張 ヲ呈スルモノアリ。

屡 く稽 く廣汎ナル範園 二亙 リ、境界不鮮明ナル浸潤竈

ヲ認メ、圭 トシテ原形質融合セル大軍核細胞群 ヲ中心

トシ、精 く著明ナル類上皮細胞及 ビ小圓形細胞 ノ浸潤

ヨ リ成ル。一般二浸潤竈 ノ中央ハ著明ナル壊死乃至輕

度 ノ乾酪化 ヲ示 シ、 内二多倣倭小ナル 結核菌ヲ詮明

ス。壊死 ヲ見ザル寝潤竈内ニモ屡 く少数乍ラ、桿状結

核菌ヲ獲見 スル。

第1例 二見タル如キ浸潤竈内 ノ結締織繊維 ノ網状形

成へ 梢 く著明ナルモ ノァリ叉全ク之 ヲ認 メザルモノ

アリ。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一肺組織・・全 ク充實性 ト

ナ リ血量二乏 シ。

全覗野二多藪、極メテ小ナル結節状浸潤/獲 生ヲ認

ム。該浸潤竃ハ、殆 ソ ド類上皮細胞及 ビ小圓形細胞ニ

ヨツテ占メラレ、中央僅 カニ輕度 ノ壊死 ヲ示ス。即チ

結節 ノ分布鍛二於テ・・、反野側肺二劣 ラザルモ、大サ

バ著 シク小ニシテ塘殖傾向弧 シ。

肺胞中隔・・、梢 く多薮 ノ多核白血球 ノ浸潤 ヲ蒙 リ、肺

胞内二・・、屡 ζ浮腫液及ビ少数大軍核細胞蛇二同細胞

ノ相融合セルが如キ巨態細胞 ヲ容ル。

結核菌・・、壌死乾酪竈内二多数倭小ナルモノヲ謹明

シ、非乾酪性浸潤竈内ニモ稀二、極メテ少数、孤立遊

離性二桿状菌 ヲ獲見ス。其他屡 く一般組織内ニテ細胞

内二菌貧喰像 ヲ認メ、小血管 ノ壁立性二小菌塊 ヲ貧喰

セル細胞ガ將二管腔内二遊離セソトスルモノヲ見ル。

第3例 第74號 家 兎(感 染後22日 弊死)

非結紮側右肺:顯 微鏡的所見一屡 く高度 二披張 セル

肺胞 アリ。 全硯野二 多数大小結節状細胞浸潤竈 ヲ認

メ、屡 く相融合 ジテ大 トナルモ、本例・・比較的境界鮮

明ナリ。中央部二・・埋死乃至乾酪化ヲ認 メズ。類上皮

細胞 ノ培殖及ビ周園小圓形細胞 ノ浸潤稽 く著明ナリ。

極メテ少数、結節浸潤竈中央部二結核菌 ヲ登見スルコ

トアルモ、一般ニノ・之ヲ謹明シ得ズ。

肋膜・・著 シク肥厚 シ、充血及ビ大軍核細胞蛇二小圓形

細胞 ノ著明ナル浸潤 ヲ蒙ル。

氣管枝ノ・披張シ、上皮細胞 ハ扁ZFト ナリ、内腔 二分泌

物ヲ容 レズ。血管周園二著明ナル細胞浸潤 ヲ認 ム。極

メテ稀二結節内二輕度ナル 結締織繊維 ノ網状形成 ヲ

認メル。

結紮側左肺:顯 微鏡的所見一一般 二血量二乏 シク、肺

胞中隔ハ弛緩肥厚、相密接 シ、肺組織・・全〃實質性 ト

ナ リ、内二索條二並ビ培殖スル大軍核細胞蚊二類上皮

細胞及ビ小圓形細胞等 ヨリ成ル1彌蔓性浸潤 ヲ蒙リ、特

二限局性 ノ結節ヲ形成セズ。時 二大軍核細胞内二、極

メテ少籔孤立セル結核菌 ノ貧喰 セラル ・モノヲ獲見

ス。結核菌 ノ詮明ハ、反封側非結紮肺 二於ケル ヨリモ

稽 く頻同ノ感 アリ。

Weigert氏 法 ニヨレ・バ、肺胞 中隔 ノ弾力繊維・・、ヨク

保存サレソノ太サヲ増ス。中隔内二屡 くvanGieson

氏法 ニヨリ、大小 ノ可成 リ肥厚セル結締織繊維 ヨリ成

ル毬塊 ノ存在 ヲ詮明スル。小結節二相當スルモ ノナラ

ソカ。

肋膜 ノ肥厚及ビ浸潤 ヲ認メズ。 肋膜下表在性 ノ肺胞

・・、中隔肥厚、壁立性二蚊列セル大軍核細胞 ノ塘殖 ヲ

認 メ、肺胞腔ハ内二主 トシテ多核白血球及 ビソノ璽性

物 ヨリ成ル瀦溜物 ヲ強ク充ジテ稽 く振張ヲ示ヌ。

氣管枝壁ハ肥厚、血管 ト共二周園二細胞浸潤 ヲ蒙 リ、

管腔内ニハ、圭 トシテ多核白血球及 ビソノ攣性物 ヨリ

成ル分泌物 ヲ充ス。瀦溜物内二結核菌 ヲ謹明シ得 ズ。

第=項 感染後7-10週 群

本群 ハ、結 核菌 ノ極 メテ大 量接種後 ヨリ7-10

週 間生存 シ屠殺 セル3例(Nr.77,75,76)及 ビ10

週 二艶死 セル1例(Nr.79)ノ4頭 ヨ リ成 ル。

第1例 第77號 家兎(感 染後50日 屠 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積大、大 サ7×3x2cm

上 、中葉 ノ末端部1!L… 含氣性 ヲ訣 クモ、其他 ノ部分

ハ下葉 ト共二含氣性 ニジテ、多籔牛透明ナル嬰粟粒大

結鮪 ノ螢生 ヲ認ム。縦隔竃葉 ノ肥大特 二顯著ナラズ。

同襟多数嬰粟粒大結節ヲ獲生ス。

顯微鏡的所見一肺胞擾張ヲ示シ、肺胞中隔 ハ、一般二

非薄ニジテ断裂スルモ ノアルモ、屡 くソノ分岐部叉ノ・

其他二輕度 ノ大軍核細胞性浸潤 ヲ示 シ、時二附近肺胞

内二同細胞 ノ遊走スルモ ノアリ。 全覗野二稽 く多藪、

比較的大ナル、圓形結節状浸潤竈 ヲ孤立性二散見シ、

大多数 ソノ中央部 ・・著明二乾酪攣性二隔ル。病竈周縁

部 ノ小圓形細胞 ノ浸潤ハ、極メテ輕微ニシテ、多核 白

血球 ヲ混在ス。時二1-2個 巨態細胞 ノ出現 ヲ示ス。

乾酪竈 ノ中心ニへ 屡 く密集性二長 キ桿状 ノ結核菌 ヲ
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諦 明 シ、非乾酪竈ニハ、極 メテ僅少ナリ.

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積著 シク膨大 ニシテ(大

サ10×5x3cm)、 全 ク含氣性 ヲ鉄 ク。表面へ 粗大穎

粒状ヲ呈シ、帯黄色胡麻實大二至ル小結節 ヲ以テ充サ

ル。割面二於 テ、大小氣管枝腔ハ、著シク振張シ、圭

氣管枝 ハ、末梢二至ルマデ撫指頭大二振張ヲ示シ、内

二少量瀦溜物ヲ容ル。周園 ノ肺組織・・膣迫サレテ、全

〃非薄 トナ リ、實質性組織内ノ・「クローバ」葉状 ノ白色

浸潤竈ニテ占メラル。

氣管枝結紮練・・、容易二脱落 シ、管腔 ノ閉鎖 ハ完全ナ

ラズ。恐 ラク晩期二再交通セルモ ノト考ヘラル。

顯微鏡的所見一所 々二肋膜 ノ浸潤肥厚ヲ認 ム。既二肉

眼的二組織切片 ノ中央部 二2個 ノ大 ナル 圓形空洞 ノ

獲生ヲ認メ、著シク据張セル圭幹氣管枝噺面二相當ス

ルコトヲ知ル。 ソノ氣管枝粘膜上皮細胞・・、極メテ非

薄 トナルモ、ヨク保存サレ・、細胞列間二多核白血球/

介在 ヲ認 ム。中小氣管枝管腔内及 ビ肺胞内二・・、多数

多核白血球 ヨリ成ル瀦溜物ヲ強ク充満ス。

小氣管枝 ノ終末部蛇二周縁部・・、肺組織 ト相融合 シ、

屡 く「エオジソ」二濃染セル不規則ナル星芒状 ノ邊縁

帯ヲ以テ、壊死二隔 レル無氣肺組織 ト境ス。帥チ、コ

ノ所見ヲ逆二記述スレバ、浸潤 ノ中央ハ偽「エJ多核白

血球 ノ密集群 ニシテ、次デ「エ、嗜好性細胞暦、壊死組

織 ヲ経テ、最後二、無氣肺組織 二移行スル。壌死竈内

ニハ、肺胞隔壁ノ基質ヲ謹明 シ得 ズ、周園二・・膣迫サ

レテ、直線状二並列スル揮力繊維 ヲ認メル。上記所見

・・、明カニ氣管枝内瀦溜高度二達 シ、周園 ノ肺組織 ヲ

歴迫 シテ生ゼル墾化 ト考ヘラル。

共他 ノ肺胞中隔ハ、淡 白色 ノ細胞性浸潤ニヨツテ肥厘

シ、肺胞内二滲出液及ビ少数大箪核細胞 ノ遊離 ヲ見

ル。叉孤立的二、不規則ナル壌死竈 ノ散在スル ヲ認

ム。何 レモ細菌 ヲ詮明セズ。

共他二・・、特二限局性結節形成若 クノ・乾酪攣性等ヲ獲

見セズ。

第2例 第79號 家兎(感 染後70日 弊死)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積著 シ〃大、大サ9×

5×3cm・ 稽 く氣腫状 ヲ呈ス。

中葉ハ、一般二{彌蔓性二硬ク寝潤 シ、下葉背面ニハ稽 く

多数、米粒大二至ル扁不ニシテ境界明瞭ナル茨白色牛

透明結節 ヲ登生シ、 中央部 二・・帯黄色・ノ小斑鮎 ヲ有

ス。割面ノ・・含氣性ニシテ、表在性二結節ヲ曇生ス
。

顯微鏡的所見一省略

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積著 シク膨大 トナル。大

サ10×7x3cm.表 面 ・・比較的ZF滑 ナルモ、形不定、碗

豆大二至ル、硬 キ浸潤竈ヲ以テ渦サレ、結節内二・・、

帯黄色 ノ小索條標斑黙 り藏 シ、周園組織ハ浮腫歌ヲ呈

ス。割面二於 テ、主氣管枝ハ壁肥厚、内腔ハ握指頭大

二振張 シ、各分岐末梢部 二至ルマデ高度二振張シ、何

レ・モ乳白色濃厚瀦溜物質 ヲ強ク充盗 スル。

肺臓實質ノ・、 ソノタメ歴迫 セラレテ極メテ非薄 トナ

リ、圭 トシテ表在性 ノ瀦溜性浸潤 ヲ示ス外、特二孤立

セル結節形成 ヲ認メフご。

顯微鏡的所見一大膣第1例 二同ジケ レバ省略ス。

第3例 第75號 家 兎(感 染後70日 屠殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積稽 く大、大 サ7x5×

2cm.含 氣性ニシテ、精 く充血ス。

各葉一般二、表面・・、多籔>k粒 大二至ル精 く大 ナル灰

白色牛透明ナル結節ヲ以テ埋メラレ、粗大穎粒状 ヲ呈

ス。結節内二・・、針先大、帯黄白色斑i黙ヲ藏ス。下葉二

於ケル結節・・、数個相集合シテ、碗豆大二至ルモノア

リ。縦隔蜜葉肥大 ヲ示 シ、同標結節ノ獲生 ヲ認 ム。

顯微鏡的所見一一般 二肺胞糠張 シ、血量二乏 シ。全覗

野到ル庭、稽 く廣汎ナル範園二亙ル禰蔓性細胞浸潤 ヲ

認メ、ソノ形不規則ニシテ斑絞状 ヲ呈ス。圭 トシテ大

輩核細胞及ビ儒「エ、多核白血球 ヨリ成 リ、極メテ輕度

ノ乾酪攣性 ヲ示ス。浸潤竈内ニハ、大禮肥厚セル肺胞

中隔 ヲ識別 シ得 ラレ、ソノ弾力繊維モ周ク保存サル。

該浸潤竈内ニテ、屡 く特二「エオジソ」二濃染スル限局

性 ノ細胞群 ヲ認 メル。肺胞内或・・小氣管枝内二於ケル

瀦溜物質 ニシテ圭 トシテ儒 「エ」多核白血球 ヨリ成 リ、

一部 二大軍核細胞 ヲ混入ス
。

肺胞内滲出物中二・・、無数 ノ結核菌 ヲ詮明シ、屡 ζ個

々若ク・・疎集性 二細胞内二貧喰セラル。叉肺胞中隔内

ニモ、到ル塵多藪桿状 ノモ ノヲ登見スルが
、多ク・・孤

立性ニシテ非貧喰性デアル。

氣管枝・・振張 シ、内二上記瀦溜物 ヲ充満スルモ、組織

内 ノモノヨリ「エ才ジン」ノ被染色性悪シ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積大、大サ7×5×2cm.

含氣性ヲ飲キ、浮腫状 ヲ呈ス。

上下雨葉共、表面準滑ニシテ、禰蔓性二浸潤 ヲ蒙 リ、

表面ヨリ粉末状帯黄色小顧粒 ヲ透見 シ、一部米粒大二

達 ン、表面 ヨ1)輕 ク隆起ス。同結節内部 ニハ、更二「〃

ロー・㌔葉状 ノ小浸潤竈ヲ包含ヌル。

氣管枝ハ完全 二閉鎖サレ、末梢 ノ氣管枝・・、著明二振
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張 シ、内二濃厚分泌物ヲ充ス。

顯微鏡的所見一一般 二肺胞中隔ノ・弛緩 ヲ示スガ、完全

ナル肺胞 ノ敢縮 ヲ認メズ。所 々大小 ノ大軍核細胞性浸

潤竈 ヲ謹明シ、圭 トジテ圓形 ヲトリ、周園部 ノ小圓形

細胞 ノ浸潤及 ビ類上皮細胞 ノ混入著明デアル。

一般二、反封側肺 二比較 スレ'バ、結節 ノ倣・'精く砂 イ

ガ、乾酪化傾向ノ・寧ロ結紮肺二於テ稽 く著明デアル。

結核歯・・、乾酪竈内二極メテ少激、染色能不良ニテ萎

縮性 ノモノ及 ビ桿状 ヲ呈スルモノ等 ヲ諦明スルが、共

他一般組織 二・・之 ヲ鉄ク。

禰蔓性浸潤竈内 ノ肺胞中隔 ノ弾力繊維ハ、ヨク保存セ

ラし・、所 々二精 く肥厚 シ轡曲セル結締織繊維 ノ網状二

培加メルモノヲ見ル。

氣管枝粘膜肥厚、雛髪二富 ミ、上皮細胞内二空泡形成

ヲ認 ム。

第4例 第76號 家兎(感 染後70日 屠 殺)

非結紮側右肺:肉 眼的所見一容積著 シク膨大、大サ

9×5x3cm.表 面含氣性 二乏シク、稽 く廣汎ナル範園

二亙 リ、{彌蔓性 ノ寝潤 ヲ蒙 リ、全髄 トシテ弾力性硬度

ヲ有ス。表面ニハ、帯黄色 ノ乾酪性 ノ組織破壌物 ヲ附

著ス。割面充血性、含氣性ニシテ碗豆大二至ル寝潤性

硬結 ヲ獲散ス。特二分泌物 ヲ洩サズ。

顯微鏡的所見一殆 ソド切片全留、{彌蔓性二渡潤 ヲ蒙

リ、大輩核細胞乃至類上皮細胞、多核白血球及 ビ小圓

形細胞等 ヨリ成 リ、全ク肺胞 ノ構造 ヲ失 フ。屡 く廣汎

ナル範園二亙 リ地圖胱 二乾酪愛性二昭 リ、内二少数孤

立性 ノ結核菌 ヲ詮明ス。

寝潤竈内ノ肺胞中隔 ノ彊力繊維ノ・、ヨク保存 セラレ、

一般二結締織繊維 ノ微細ナノV分布 ヲ認メル。大小氣管

枝ノ・、稽 く著明二披張シ、壁肥厚、粘膜上皮細胞 ソノ

高サヲ堆シ、多核白血球 ノ管壁寝潤及ビ管内遊走 ヲ示

ス。氣管枝内瀦溜物内、時二個 々ノ若ク・・疎集性 ノ結

核菌 ヲ蛋見スルコ トアリ。其他ノ・一般 二結核菌 ヲ認メ

ズ。

結紮側左肺:肉 眼的所見一容積大、大 サ6×4×2cm.

表 面 ノ・ZF滑ナルi浸潤竈ヲ以テ占メラレ・、ソノ性状全ク

反封側非結紮肺 ト相等シ。割面ノ・、含氣性 ヲ鉄キ、禰

蔓性若クノ・碗豆大 ノ浸潤性硬結 ヲ鰻 レル。

氣管枝・・完全二閉鎮サ レ、内腔著明二振張シ、乳白色

「クリーム」様分泌物 ヲ充 シ、切割二際 シ、大小氣管枝

噺面ヨリ漏出スル。

顯微鏡的所見一切片 ノ廣汎ナル部分 二亙 リ、1彌蔓性二

浸潤 シ、殆 ソド肺胞 ノ構造 ヲ認メ難 イ。該寝潤ノ・、圭

トシテ大輩核細胞乃至類上皮細胞、小圓形細胞及ビ精

多藪 ノ儒「エ」多核白血球等 ヨリ成 リ、屡 く形不規則ニ

シテ地固状 ヲ呈スル乾酪攣性 ヲ示 シ、中央部二核破壌

物質ノ集合、若ク・・儒「エ」白血球 ノ混入 ヲ認メノレ。叉

屡 く浸潤竈内二、大輩核細胞二貧喰セラレテ、或 ハ遊

離 シテ分散性二桿状結核菌ヲ謹明シ、壌死竈内ニノ・反

ツテ之 ヲ登見セズ。

渡潤竃内ノ肺胞中隔弾力繊維ノ・ヨク保存サル。即チ本

例 二於テノ・、結紮肺 ノ結核性浸潤及 ビ乾酪攣性 ノ程度

ハ、反i封側非結紮肺 トノ間二差異 ヲ認メナイ。

残存セル肺胞中隔・・、一般二肥厚ヲ示シ、屡 く肺胞内

二、偶tエ 」白血球 ヲ以テ強ク充滞 セル部 アリ。叉大小

氣管枝内ニモ、同様瀦溜物 ヲ充 シ、上皮細胞高サヲ壇

スモ、内二空泡形成 ヲ示ス。上記小氣管枝内叉ノ・肺胞

内二滲出セル多数/多 核白血球中二1一 数個 ノ結核菌

ヲ振取セルモノヲ認 メル.

第三節 概 括

以上、 「ア」肺 二結核菌 ノ大量 テ感染 セル第4試

験及 ビ、極 メテ大量 テ感染 セル第5試 験 ヨリ得

タル成績 テ概括通覧 スルニ、

(1)感 染後早期、即チ2-3週 二於 テ、反封側非

結紮肺ノ・、容積著 シク膨大 トナリ、全禮 トシテ

肝臓様硬度 ラ示 シ、表面及 ビ割面 ニハ、無撒粟

粒大二至ル結節 テ密登 スル。極 メテ大量接種 セ

ルモノニ於 テモ、結節 ノ大サノ・未ダ比較的小 二

シテ、肉眼的二廣汎禰蔓性 ノ浸潤竈 テ形成 セズ。

爾極 メテ早期二艶死 セルモ ノハ、一般 二貧血性

ニテ全 ク含氣性 ラ訣 クガ、第3週 マデ生存 セル

モ ノノ、鯵血性 ニシテ、梢 ≧著 シキ氣腫状テ呈ス。

(2)之 等 ノ顯微鏡的検索ラ行 フニ毎覗野 二多

鍬、梢 ヒ大 ナル圓形結節歌浸潤竈及 ビ、 ソノ撒

個相融合セル㌔ノテ認 メ・主 トシテ大輩核細胞

乃至類」披 細胞 ヨリ成 リ、周縁部二於 ケル小圓
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形 細 胞 ノ關與 ハ少 ク、 内二少撒結核菌 ラ有 シ、

第3週 ノモ ノニ厘 い陀酪 化 テ示 ス。

極 メテ大 財 妾種 セル モ ノニ於 テハ、全親野殆 ン

ド全 ク多敷 ノ圓形小浸潤竈 ラ以 テ埋 メラレ、 既

二第2週 ノモ ノニテ 廣汎 ナル 範園 一 亙 リ融 合

シ、 中央壌死乃至 乾酪 化 テ示 スモ ノア リ。 乾酪

竈 内ニハ、無撒短小 ナル結核菌 テ讃 明 シ、其他

壌 死 ラ見ザ ル浸潤竃 内 一モ、毎常 少数結核菌 テ

登見 スル。 病竈周縁部 ノ小 圓形細胞層 ノ・、第3

週 二至 リ稚B著 明 トナ リ、時 二結節 内 二、結締

織繊維 ノ網 歌 二分布 スルモ ノ等 ア リテ、梢{檜

殖性 ノ傾 向 ラ現 ス。

其他一般 二肺胞 中隔 へ 禰蔓 性 二大軍核細胞及

ビ多核 白血球 ノ浸潤 テ蒙 リテ肥厚 シ、肺胞 内 ニ

ノ・、少激結核菌 テ囁 取 セル大軍核細胞 テ遊離 ス

ル。,又氣管枝 ハ強 ク籏張 シ、血管周園 二著 明ナ

ル細胞浸潤 ラ認 メル。

(3)之 二封 シ、 「ア」肺 ハ大量若 クノ・極大量感染

ノ場合 バー般 二容積 ノ縮 小著明 ナ ラズ。表面卒
の

滑、無氣性 ニ シテ浮腫 テ認 メ、第2週 群 ハ肉眼

的 二表面 ヨ リ秤B深 部 二多撒 小結 衛 テ議 生 シ、

結節 ノ大 サ、及 ビ分布 ノ・反封側 非 「ア」肺 二劣 ラ

ナイ。 タ ・"大}1憾染 動物(第4試 験)ノ・既 二第3

週 二至 リソノ撒遙 カニ少数 トナル。

(4)顯 微 鏡的 二「ア」肺 ラ観察 スルニ、第2週 家

兎ハ、非 「ア」肺 同檬大軍核細胞乃至類 上皮 細胞

ヨ リ成 ル限局性浸潤 ニ シテ、 ソノ分布程度 モ之

二劣 ラナ イガ、 ソ ノ境界 明確 ニ シテ、展 ヒ小 圓

形細胞 ノ混 在 テ示 シ、時 二小血管 テ随 件 セル モ

ノ又結締織 ノ檜殖所 見 テ認 ムルモ ノ等 ア リテ、

組織學的 ニハ 既 二明 カニ 強 キ 増殖性傾 向 テ現

シ、第3週 二於 テハ、 非「ア」肺同様乾酪化 テ示

スモ ノガァルズ、 ソノ結 節 ノ激 ハ極 メテ少 久

ソ ノ形 モ甚 グ小 デ アル。

極 ノテ大 量 ノ感 染 ヲ受 ケ タルモ ノデノ・、2-3週

群 共、全 覗野 二多数 、小 ナル圓形浸潤竈 テ登生

シ、非 「ア」肺同様 多撒 ノ分布 テ示 スガ、 ソノ大

サノ・、一般 二小 デアリ、類上皮細胞及 ビ小圓形

細胞等 ノ細胞成分 二富 ミ、殆 ンド之 一 ヨツテ置

換 セ ラレルモ ノガアル。 又時 二中隔 内 一小結節

ノ痕跡 ト思ノ・ル ・限局性 二小 ナル結締織繊維 ノ

毬塊 ノ存 在 テ見 ル コ トガ アル。乾酪攣性 モ輕微

一 歌テ・ 内二多撒極 メテ萎縮性 ノ結核菌 ラ謹 明

一入

a

一般 二「ア」肺 ノ肺胞 中隔ノ・
、著 明 二弛緩肥厚 シ、

毛細血管 ノ充盈 強 ク、 主 トシテ大輩核細胞、 多

核 白血球及 ビ小 圓形細胞等 ヨリ成 ル高度 ノ禰蔓

性 ノ浸潤 テ蒙 ル。又 中隔組織 内一ノ・屡 ≧結核菌

ノ貧喰像 テ謹 明 シ、旺盛 ナル喰 菌機能 ノ活動 ラ

思 ノ・シム。狭隆 ナル肺胞 内 ニノ・、屡 ヒ多撒大 軍

核細胞 ノ遊走 テ示 シ、時 ニ ソノ爲 二肺胞 ノ・反 ツ

テ櫨張 テ來 スモ ノガアル。

極 メテ大量接種 セルモ ノー シテ、肺胞 内二亘態

細胞 ノ出現 テ示 スモ ノアリ。叉肺胞 内 二、氣管

枝 内同様、 多核 白血球 性瀦 溜物 テ容 ル ・モ ノガ

ア ル 。

(5)更 二感染後4-5週 二至 レバ、反封側非 「ア」

肺 ノ膨脹 ノ・一層大 トナ リ、 肉眼的拉 二顯微鏡 的

二著 明 ナル肺氣 腫 ノ褒生 テ認 メル。 肉眼的 二粟

粒大、 時 二胡励實大 二至 ル…梢ヒ大 ナル結節 テ密

登 シ、顯微鏡 的 ニノ・、大 小多撒 ノ乾酪性肺 炎竈

一 シテ、厘齢 多数 相融 合 シ廣汎 ナル範園 二亙 リ

乾酪攣 性 二陥 リ、 内二展 ≧多撒 ノ結核菌 ラ謹 明

スル。病竈 テ取巻 ク小圓形細胞性浸潤 ノ・、第3

週 ヨリモ梢 ≧著 明 トナ リ、梢{多 数 ノ亘態 細胞

ノ出現 テ認 メル。

(6)之 二封 シテ「ア」肺 ノ・、多 クノ・容積著 シク小

トナ リ、顯微鏡 的 ニモ完 全 ナル肺胞 ノ牧縮 テ示

ス。結節 ノ登生 ノ・、 非 「ア」肺 二比較 シテ何 レモ

遙 カニ少薮 且小 ニ シテ、 肉眼的 二結節 テ謹 明 シ

得 ナfモ ノガアル。 且 「ア」肺第2-3週 一 於 ケ

ル病攣 ヨ リ輕微 デアル。

顯微鏡的 二肺胞 中隔 ノ・、 毛細血管 ノ高度 ノ充盈

及 ビ圭 トシテ大軍核細胞 ヨリ成 ル禰蔓 性浸 潤 ニ

ヨリー般的 二肥厚 スルガ、特別 ナル限局性 ノ結

節状浸潤竈 ノ登生 ラ認 メナ イモ ノガアル。 又時

二動物 ニ ヨリ非 「アJ肺 同様大輩核細胞 ヨリ成 ル

限局性浸潤竈 テ登 生 シ、屡 ≧中央部 二乾酪化 テ
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示 スモ ノガ アルガ、非結紮肺 二比較 スレバ、 ソ

ノ敷砂 ク且著 シク小 ニ シテ、一般 二病竈 周縁部

ノ小 圓形 細胞 ノ浸潤強 久 展 ≧同細胞 ニ ヨリ結

節 ノ大部 分 テ占居 セ ラレルモ ノガ アル。叉小血
ノ

管 ノ侵 入結締織繊維!増 加所 見等 テ認 メ頗 ル旺

盛 ナル増殖傾 向 テ示 ス。

其 他 「ア」肺 ノ肺胞 内 ニノ・、屡 ≧圭 トシテ多核 白

血球 ヨリ成 リ、少撒大軍核 細胞 テ混 ジタル梢 ≧

著 明 ナル細胞性滲 出物 テ容 レ、 内 二多撒 被貧喰

性 ノ結核菌 ラ謹 明 スルモ ノガアル。

(7)更 二結核 菌 ノ大 量若 クノ・極 メテ大 量 テ接種

シテ ヨ リ7-10週 二 至 リ生存 セル モ ノニ於 テ、

反封側非 「ア」肺 ノ容積膨大 ノ・一層顯著 トナ リ、

結 核性攣化 ノ・、動物 一ヨ リ比較 的輕微 ノモ ノモ

アルガ、一般 二著 シク高度 トナ リ、粟粒 結節、

若 クノ・ソノ数個相集結 シテ米粒大 以上 二達 スル

モ ノ、又禰蔓性 ノ硬 キ、浸潤竈 ラ形 成 スルモ ノ

等多撒 テ登 生 ス。

殊 二極 メ テ大量感 染 セル モ ノノ・、多撒米粒 大 二

至 ル梢 ≧大 ナル結節 テ以 テ埋 メ ラレ、厘 ≧相融

合 シテ碗豆大若 クノ・更 二廣汎不規則 ナル浸潤 竈

テ形成 シ、全膿含氣性 二乏 シク肝臓様硬 度 テ示

ブ・o

(8)之 等 ノモ ノハ顯微鏡的二、一般 二廣汎融合

性 ノ乾酪性肺炎竈 ニシテ、高度 ノ乾酪攣性 ラ示

シ、病竈周園部 ノ包園性細胞浸潤 ノ・極 メテ輕微

デアル。比較的大量感染 ノ場合ニノ・、乾酪竈内

二多歎結核菌ラ謹明 シ、又屡 く中央 二石灰化 テ

認ムルモ ノガアル。

極 メテ大景感染 セルモノノ・、全視野到ル慮 梢 ㌃

廣汎ナル部位 ヲ占ムル形不規則ナル禰蔓性細胞

性浸潤竈 テ認 メ、展 ≧肺胞 ノ造構 テ失 フニ至ル。

圭 トシテ大軍核細胞乃至類上皮細胞及 ビ多核白

血球 ヨリ成 リ、屡 ヒ廣汎地圖状二乾酪化 テ示 シ、

内ニノ・極 メテ稀 二少数結核菌テ褒見 スル。然 シ

乍 ラ、禰蔓性浸潤竈 内及 ビ乾酪竈 内ノ肺胞中隔

弾力繊維ノ・ヨク保存サレ、屡 ≧微細ナル結締織

繊維 ノ分布像 ノ存在 テ認 メル。

其他、大小氣管枝壁 ニノ・、多核 白血球 ノ浸潤 ヲ

蒙 リ、管腔 ノ・多核 白血球 性滲 出物 テ以 テ充 シ振

脹 テ示 ス。同瀦溜 物 中二垣蔀 結核 菌 テ詮 明 スル。

又所 々肺胞 内 ニノ・、上記 同様滲 出物 テ容 レ、屡 ヒ

小氣 管枝等 ト共 二廣汎 ナル大軍核細胞性浸潤竈

内二於 テ、限局性 掲 自性 二介在 シテ、何等周園

トノ融 合性 ラ示 サナイ。

(9)コ ノ時期 二於 クル「ア」肺 ノ病慶 ノ・、 雨實験

列 ノ間 一テ梢 ≧相違 テ示 ス。

第4試 験、即 チ大 量 テ以 テ感染 セル主氣管枝結

紮肺 ノ・何 レモ高度 ノ「ア」二陥 リ、容積極 メテ縮

小、充 血性 ニ シテ肺胞 ノ・全 ク牧縮 テ示 ス。 ソノ

結核 性結節形成 ノ・、極 メテ輕微 ニ シテ、反封側

非 「ア」肺 ノ病攣 ノ甚 グ高度 ナルニ比較 ス レバ、

雲 泥 ノ差 デアル。

即 チ、既 二肉眼的 ニハ、全 肺表 面二亙 リ僅 カニ

撒個、針先 大 二至 ル結節 テ認 ムル程度 ニテ、顯

微鏡 的 ニノ・、肺胞 中隔 内 ノ極 メテ小 ナル結節状

細胞集結 テ示 ス ノミノモ ノガアル。尤 モ コノ際、

中隔 内二於 ケル蒲 蔓性 ノ大輩攣 細胞 ノ浸潤 ノ・、

極 メテ高度 デ アル。叉動物 ニ ヨリ、病攣比較的

高度 ノモ ノノ・、顯微鏡 的 二反封 側 同檬、多数乾

酪竈 テ生 ジ、 内 二多敷結核 菌 テ有 スルモ ノガ ア

ル ガ、 ソ ノ大 サノ・著 シク小 サク、境 界鮮明圓形

結節 状 テ呈 シ、大多数 二於 テ中央 二石灰化所見

テ認 メル。 術斯 ノ如 キ動物 ニ シテ、肺葉 周縁部

ノー部 二於 テ、梢 ≧廣汎 ナル範 園 二亙 ル乾酪竈

ノ登 生 テ認 メルモ ノ ・アル ノノ・注 意 スベ キ所見

デアル。

(10)第5試 験 即 チ極 メテ大 量感染 ラ行 ヒタル主

氣管枝結紮肺 ノ・、 ソ ノ容積牧縮 セズ反 ツテ著 シ

ク増大 シ、何 レモ ソ ノ大 サノ・寧 ロ反封側非 「ア」

肺 テ更 二凌駕 シテヰルふ

表面 ノ・一般 二卒滑、俘腫駄 テ呈 シ、全 ク含氣性

ラ訣 ク.多 撒碗豆大 二至 ル扁卒丘状 ノ浸潤竈 テ

以 テ占 メラ レ、 ソノ形 不定 ニ シテ屡 ≧廣汎禰蔓

性 二亙 ルモ ノア リテ、 肉眼的 二反封側非 「ア」肺

ノ病攣 トノ差異 ノ・不 明瞭 デ アル。 同病竈 ノ・、精

査 スレバ、更 二帯黄 白色 「クローバ」葉状 ノ小浸

潤竈 ノ集結 ヨリ成 ル コ トヲ知 ル。大小氣管枝 ノ・、
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何 レモ内二乳 白色無臭濃厚 ナル瀦溜物 ヲ強 ク充'

シ、末梢部 二至 ルマデ高度 ノ鑛張 テ示 ス。

顯微鏡 的 ニノ・、反封側 「ア」肺 同様、高度 ナル乾

酪性肺炎像 テ呈 シ、 病竈 ノ分布梢 ≧粗 ニ シテ、

周園部 ノ細胞浸潤 ノ著 明 ナルモ ノモ アルガ、 叉

廣汎 ナル部位 二亙 リ乾酪化 テ示 シ、非 「ア、肺 ト

ノ間 二何 等相 違 テ認 メ得 ナ イモ ノガ アル。 病竈

内 二於 ケル結核 菌ノ・、厘 ≧被 貧喰性 ラ示 シ而 モ

之ノ・寧 ロ非 「ア」肺 ヨリモ頻 同 二登 見 セラレル。

其他浸潤 ラ蒙 ラザル肺胞 モ、内 二屡 ㌃多核 白血

球性瀦溜物テ満 シ、全 ク牧縮 テ示 サズ。大小氣

管枝壁ノ・、細胞性浸潤 テ蒙 リ、内腔ノ・、滲出物

瀦溜 ノタメニ強 ク籏大サ レ、時二高度 トナ リ、

周園肺組織ヲ歴迫 シ、之 ラ壌死 二陥 レテヰル像

テ認 メルモノガアル。上記氣管枝腔内瀦溜性 ノ

多核白血球 ノ多数二結核菌テ貧喰 シテヰル。

(11)結核菌 ノ大量及 ビ極 メテ大量 ヲ以テ感染 セ

ル本實験動物合計18例 ノ結紮肺中、15例 、帥

チ85%二 於 テ氣管枝 内瀦溜像 テ認 メタ。

第六章 総括拉二考按

肺臓 ガ、主氣管枝閉鎖 ノタメ外氣 ト遮漸 サ レ、

肺胞 ノ・呼吸蓮動 テ停止 シ、肺 ノ最 モ重要機能 タ

ル瓦斯代謝 テ慶紹 シテ、胸腔 内二慶 置サ レタル

場合、 是 ガー般細菌 ノ血行性感染 二封 シテ如何

ナル態度 テ トルカノ、甚 ダ 興 味 アル 問題 デアル

ガ、成書 ニ ヨレバ、盧 睨肺部 ノ・、所 謂LOCUS

minorisresistentiaeト シテ、 容 易二加答見性
り

炎 症 テ 生 ジ、 細 菌 ノ最 モ ヨ キ培 地 トナ ノLト セ ラ

レ(Elwyn1924,Lee1925)、 實 験 的 二 化 膿 菌
、

肺 炎 菌 其 他 ガ、 「ア」肺 二重 篤 ナ ル病 竈4磯 生 一1・

,レコ トモ 詮 明 セ ラ レ テ ヰ ル 所 デ ア ル 、(武 田 義 こ;を

氏1935,井 爪 昌 和 氏1937)。

肺 結 核 ノ場 合 二 於 テ モ 、 從 來 一 般 ニ ノ・、 突 登 性

「ア」ノ登 生 ノ・
、 ソ ノ豫 後 テ 噌 ク ス ル モ ノ トセ

ラ レテ ヰ タ ガ(且abliston1928,Rappaport

l929,Wilson1929,Elkin1927,Sokol1932),

Adams及 ビSinger(1935)ノ ・、極 メ テ顯 著 ナ ル

輕 快 テ示 ス 肺 結 核 患 者 二 就 テ調 ベ ル ト、1躯 廣

汎 性 「ア」ノ併 登 シ テ ヰ ル コ トテ 登 見 シ タ ト云

フ ∩

之 ヨ リ先P・N・Coryllos(1933)ノ ・、臨休経験

上、特 二肺結 核 二於 ケル「ア」ノ重要性 テ高調 シ、

コノモ ノノ・、結核性室洞 ノ登 生蚊 二浦失 ラ左右

シ、叉直接結核病竈 ノ治癒 二封 シテ極 メテ重大

ナル役割 ク演 ズル モ ノナル ゴ トテ唱 ヘ タ。 即 チ

氏 一 ヨレバ、 「ア」肺組織 ノ血液酸素鋏乏状態

(Anoxy5mia)ガ 、一一ケニノ、結核 菌 ノ登 育 テ阻害

シ、他 方 ニノ・結締織 ノ増 殖 テ促 シ、雨 々相 侯 ツ

テ結 核病竈 ラ治癒 二赴 カ シム ト云 フ。

而 シテG.Simon(1935)ノ ・、結核 肺 ノ右上葉 二

登生 シタ撒例 ノ「ア1ノ 報 告中、 「ア」肺組織 内二

於 テ、結核 菌 ノ登育條件 ハ不 良 デノ・アル ガ、結

核病竈 ノ・反 ツテ軟 化傾 向 子示 シ、 室洞形成 二陥

リ易イ ト述 べ テヰル。

極 メテ最近 ノ文献(H.Alexander1937,P.

Roth1937)ニ ヨ レ・・,肺 「ア」ノ影響 ノ・常 ニー 方

的 デナ ク、結核病攣 ノ状 童ニ ヨリソノ作用 ノ・多

様 デ アル トセ ラレテヰル。

即 チH.Alexanderハ 、モ シ病竈組織 ガ崩壊作

用若 クノ・乾酪傾 向等 ノ強 クナ ィ場合 ニハ、 「アj

肺 組織 ノ有 スル種 々 ナル條件一病竈周園 ノ充 血

的環境(Hyper5misierung)、 容 積縮小 二件 フ病

竈 ノ封蹟 隔絶拉 二機 械的巫縮、或 ノ・Coryllos

ノ唱 ヘル血液 酸素鋏乏状態 ニ ヨル結核菌直接 ノ

侵害等一 ニヨツテ結核病 竈 二治癒 的 二作用 スル

モ病竈 ノ破壌現象強 キ トキノ・ 且uebschmann

ノ唱 フル如 キ「ア」肺 内 ノ内方牽 引力(Innenzug)

ニ ヨ ツテ
、 乾酪性 炎症 ハ反 ツテ迅速 二融 合性 ト

ナ リ、室洞 テ作 リ易 クナル ト云 フづ又 室洞 二封

シテモ、 ソノ導 入氣管枝 ノ状態 ニヨ リ
、 室洞壁

ノ摺縮、膠 著次 イデ肉芽組織 ノ増殖等 ニヨ リ完

全 二閉鎖 ス ル場合 ト、反 ツテ室洞 ノ旗張 テ來 ス
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場 合 トガ アル ト云 フ.

又P.Rothモ10例 ノ慢 性室洞性肺結核 二合併

シタ廣汎性 「ア」ノ臨 沐観察 ニヨ リ、 「ア」ノ影響

ノ2相 的ナル コ トラ述 べテヰル。 即 チ、 「ア」肺

内 ノ病竈 ノ・、 年絵 二亙 ルモ孤立性 二留 リ、周園

肺葉 二接緬 的 二傳播 スル傾 向 ノ全 クナ イコ トテ

認 メ、 ソ ノ原 因 テ、 「ア」肺部 二於 ケル血流拉 二

淋 巴流 ノ阻害 二蹄 シ、叉 コ ノ環鏡 ガ、好氣性結

核菌 ノ毒力 ヲ直接減弱 セ シムルニモ ヨル トシテ

ヰル。然 シ乍 ラ、 アル條件 ノ下 二於 テノ・「ア」ノ

畿生 ノ・、反 ツテ室洞性 崩壌 テ促進 シ亘大 ナル室

洞形成 二導 クコ トガ アル トシ、之 一ハ、結核菌

ノ・毒力、周 園組織 ノ抵抗 性、及 ビ個罷 ノ免疫状

態等 ガ關與 スル ガ、特 二「ア」肺組織 内及 ピ室 洞

内 二於 ケル混合感染 ノ有 無 ガ周園組織拉 二個艦

ノ蓮命 テ 左右 スル 重要 ナル 鍵 デアル トシテヰ

ノレo

因 ミニ、本邦 二於 テハ最近、武 田義章博 士(1936)

ノ之等 ノ問題 二就 テ ノ論述 ガアル。

以 上 ノ所論 ハ、何 レモ臨休経験 上 ノ推 論 デ アツ

テ、不 幸未 ダ實験 的謹 明 ガナ 久P.Roth自 身

ノ懇悪 セル如 ク、之等 問題 ノ解決 ノ・、動 物 二於

ケル實験的研究 二挨 タネ バナ ラナ イ。

文献 ニ ヨル ト、動物 二就 テ、實験 的 二肺結核 ト

「ア」トノ關係 テ観察 シタモ ノノ・僅 ヵ二W.E,

AdamsandA.T.Vorwald(1932)トP。Bezza

(1933)ノ 研 究 ガアル ノミデ アル。

前者 ハ、犬 二就 テ、濃厚硝 酸銀(35%)テ 以 テ氣

管枝 粘膜 ヲ腐蝕 シテ 氣管枝 閉塞 テ 企 テ タモ ノ

デ、 コ ノ方法 ニ ヨレバ、施術後2週 間 シテ氣管

枝 ハ完全 二閉鎖 サ レ、 ソ ノ末梢 肺部 二種 々ナル

程 度 ノ「ア」テ登 生 シ、 且著 明ナ ル毛細血管 ノ鯵

thlラ認 メタ ト云 フ。 同氏等 ノ實験 ハ、 即 チ、先

ヅ犬 ラ種 々 ナル方法(血 行性、氣管枝性及 ビ直接

肺葉 内接種)ニ ヨリ結核菌 ラ感染 セ シメ、罹 患後

2-一一6VkJ二於 テ、上述 ノ如 ク「ア」テ登生 セ シメ、

更 二3週 乃至5ケ 月経 過 シテ、 ソノ影…響 テ観察

シタモ ノデ ア リ、 後者、Bezzaノ 實 験 ノ・、

家 兎 二 就 テ、從來 ノ如 ク開胸 一 ヨリ、一側主

氣 管枝 テ結紮 シ タ モ ノ デ、第1實 験 ハ、手術

後3-10週 シテ牛型結核 菌ヲ 静脈 内二接 種 シ、

第2實 験 二於 テハ、先 二 結核 二 感染 セ シ メテ

後2-3週 ニ シ テ氣 管枝 テ結紮 シ タモ ノ デ ア

ノレo

著者ノ・、武田氏法ニヨリ家兎 ノ主氣管枝 テ肋膜

外二於テ結紮 シ、一側肺 ラ最モ自然的 二、完全

ナル急性廣汎性「ア」二陥 ラシメ、術後種々ナル

時期二於 テ結核菌 ラ感染 シ(第1試 験)、 又感染

後種々 ノ時期 二於 テ観察 シ(第2試 験)、 更 二感

染菌量 テ種 々檜減 シ(第3,第4,第5試 験)、以 テ

實瞼的閉鎖性「ア」肺ガ、結核菌 ノ感染 二封 スル

態度 テ観察 シタノデアル。

以下、著者 ノ得 タ各試験成績 ラ総括 シ、柳 力考

察 ヲ試 ミヨウ ト思 フ。

1.肺 「ア」ノ成 立 ト結 核病 竈 ノ登生

a)家 兎主氣管枝結紮 一ヨリ螢生 セル 閉鎖性
　

「ア」肺 ガ、動物 個罷 ニ ヨリ、又結紮後 ノ経過 二

從 ヒ、 ソノ組織像 ノ輩一 ナ ラザ ルゴ トハ、第1

編 二於 テ述 べ タ所 デ アルガ、第1試 験 ニ ヨツテ

「ア」登 生後
、翌 日ヨリ2週 二至 ル間 二於 テハ、

結 紮後何 レノ時期 二感染 ラ施 スモ、 ソノー定時

日後 ノ病獲iノ・相 等 シク、常 二反封側 非 「ア」肺 ノ

モ ノニ比較 シテ輕微 ナル コ トヲ知 ツタ。

コノ1=關 シテBezzaガ 、 主氣管枝結紮後、

極 メテ晩期 、自ロチ3-10週 二於 テ感 染 テ試 ミタ

第1實 験 二於 テモ、「虚 脱肺 ニハ機能 ラ有 スル肺

ヨ リモ、重篤 ナ ル攣 化 ガ遙 カ ニ僅 少 デアツタ」ト

記載 シテヰル ノニ相一致 シテヰル。

b)然 シコ ノ際、 第1表 二示 ス如 久 接種 日次1

トノ・一定 ノ關係 ハナ イガ、 「ア」肺 ノ間 ニテ、結

核 性結節 ノ分布数 ノ極 メテ少 イモ ノト、 比較 的

多 イモ ノトガ アル。 固 ヨリ爾 者共 、 各 々 ノ 非
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「ア」肺 二比較 スレバ
、結節 ノ・少数 デ ア リ、大 サ

ノ・著 シク小 ナルノ・勿論 デアル
。

今、 コノ關係 ラ見 ル ノー、 肉眼的 二肺臓 ノ牧縮

ガ完全 デ、何 等氣 管枝 内瀦溜物 テ見 ナ ィモ ノ、

若 クノ・瀦溜 ノ少 イモ ノニ比較的多数 ノ結笛 ノ獲

生 ラ示 シ、 「ア」肺 二氣管枝 内瀦溜所 見 ノ著明 ナ

モ ノニ於 テノ・、 反 ツ テ結節 ノ登生 ・・、極 メテ輕

微 ナル傾向 ガ認 メ ラレ、厘 ヒ肉眼的拉 二顯微鏡

的 ニモ、全 ク之 テ磯 見 シ得 ナ イモ ノガアル。

c)之 等 二封 シ、反封側 非 「ア」肺 二於 テノ・、何

レモ常 二多数 ノ遙 カニ大 ナル結 節 テ褒生 シ、且、

氣管枝結紮後 比較 的晩 ク感染 シタモ ノハ、主氣

管枝結紮 早期(数 日内)二 於 テ感染 セルモ ノヨ リ

モ、 ソノ病竈 ノ梢{重 篤 トナル傾向 テ認 メル。

更 二又、之 テ無虎 置感染封照動物 二比較 スル ト、

雨期 ノモ ノ共 ソノ病慶 ノ・、何 レモ高度 デ アル。

之 ノ・Bezzaノ 場 合、反封側 肺 ノ病攣 ガ封照例 ヨ

リモ輕微 デアル ト云 フ成績 ト相反 スル。

d)更 二甚 ダ興味 アル事 實 ハ氣管枝結紮側肺 ノ

ー部 ガ
、實験 ノ途 中一テ再伸展 ヲ來 シ、 同一肺

葉 内 二、 「ア」ノ部 分 ト、含氣 性 ニテ寧 ロ肺胞籏

張 テ示 ス部分 テ有 スル ガ如 キ例 二於 テ、一般 二、

「ア」肺部 ノ病竈 ハ極 メテ輕微 ナルニ封 シ、含氣

性組織 内 二於 ケル モ ノガ、1梢 く進 捗 ノ傾 向 ヲ有

スル コ トデアル。(第1表 参照)

n.「 ア」肺 一於 ケ7v結 核 病竈 ノ分 布拉 二性 状 ト戚染 菌量

`

吹 二、種 々ナル感染菌 量 ニ ヨリ、 「ア」肺 内二於

ヶル結笛性結 第 ノ登 生蚊 二其 後 ノ進展状態 テ、

氣管枝 閉鎖完全 ナノL家兎総 撒58頭(少 量感染22

頭 、 中量感染18頭 、大量感染9頭 、極 メテ大量

感染9頭)二 就 テ練括 スル ト次 ノ如 クデ アル。

二近 ク掲立性 二梢 ヒ大 ナ ル定型 的結核結 笛 テ生

ジ、 ソノ大 サバ、反封側 肺 ノ同時期 ノモ ノ ト略

同等 デ アルガ、周縁部 ノ小圓形細胞層 ハ著 明デ

アツテ、乾酪攣性 テ示 サズ、反 ツテ少敷結核菌

テ謹 明 スル。(第 皿、第V表 参 照)

a)少 量(0.6mgl感 染 ノ場合、反封側非 「ア」肺

二於 テへ 感染早期 ニハ、 小血管、小氣管枝周

園、 中隔 内限 局性 二、 又毛細血管 内栓塞性 二、

主 トシテ多核 白血球 ヨ リ成 ル輕 度 ノ浸潤 デアツ

テ、感染後 ノ経過 ト共 二、 淋巴球 ガ之 二代 リ、

浸潤 竈 ノ」曾大 ラ見 ・・。掲立 シタ結笛 トシテノ・、

感染後3週 ノモ ノニ於 テ、血管 二近 ク、極 メテ

小 ナルモ ノa認 メ、 第4週 ニノ・、梢 ≧大 トナ リ.

中央部 ニノ・大軍核細胞乃至類 上皮細胞 テ有 シ、

所 謂類上皮 細胞性結筋 トナ リ、第5週 ノモ ノニ、

輕 度 ノ乾酪攣性 ラ示 ス程 度 デ、結核菌 ハ謹 明 サ

レナ{。

之 二封 シ、 「ア」肺 ノ・、感染早期(2-3週)ニ ハ顯

微鏡 的 二何等限局性 ノ浸潤竈 テ認 メズ。4-5週

二至 レバ、少撒 乍 ラ極 メテ輕微 ナル血管周園及

ビ中隔 内限局性 ノ浸潤 テ認 メル。 ソノ時 二血管

b)第 ニ ニ中量(6.Omg)感 染 ノ場合、反封 側非

「ア」肺 ハ、感染早期 二於 テ、 肉眼 的 二梢 ≧多数

若 クノ・多撒、嬰粟粒 大乃 至粟粒大 ノ結 節 テ螢生

シ、第3週 二・・、 多撒 密磯、播種状 トナ リ、粟

粒 大 デ、 中央 二乾酪化 テ示 ス。顯微鏡 的 ・一ノ・、

主 トシテ大軍核 細胞 ヨリ成 リ、多核 白血球 テ混

在 シ、周縁部 二稚ド 著明 ナル小 圓形細胞層 ラ有

シ、境界 比較 的不規 則 デ アル。

之 二封 シ「ア」肺 ノ・、 第2週 二於 テ、 肉眼的 ニハ

結節 ノ形成著 シク輕微 ニ テ、針先大、稀 二嬰粟

粒 大 二至 ル小結笛 テ極 メテ少数登 見 入ル程度 デ

ァル。第3週 二至 レバ爾輕少 ナル歌態 二留 ル モ

ノア レ 氏 多 ク・・病竈進捗 テ示 シ、粟粒大 二至

ルモ ノ稽 ≧多数 テ綾 生 ス,顯 微鏡 的ニハ、 圭 ト

シテ肺胞 中隔組織 内二於 ケル極 メテ小 ナル限 局

性細胞浸潤 ニ シテ、 ソノ内二大 軍核細胞 ラ有 ス
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ル モノガアルガ、大 多撒 ハ殆 ン ド小圓形細胞 テ

以 テ占 メ ラ レ、少撒 多核 白血球 ラ混 入 ス。感染

後梢 支長期 二及 ベバ、反封側 非 「ア」肺 ノ病竈 ノ・

更 二高 度 トナル ノニ封比 シ「ア」肺 ノ・甚 シク輕微

トナ リ、ソノ相 違 ガ顯著 トナル。(第 皿表参照)

e)第 三二、大量(30mg)感 染 ノ場合、反封側非

「ア」肺 ノ病竈ノ・、感染早期 ヨリ極 メテ著明デ、

肉眼的 一、表面 ニノ・播種歌 二多数嬰粟粒大乃至

粟粒大 ノ黄色小結節 テ密礎 シ、全肺肝臓様硬度

テ有 シ、顯微鏡的ニハ、梢 く大ナル圓形結節駄

浸潤竈及ビソノ2-3相 融合セルモノ多撒 尋謹

明 シ、主 トシテ大輩核細胞乃至類 上皮細胞 ヨリ

成 リ、小圓形細胞 ノ關與砂 ク、内二少撒結核菌

テ獲見ス。第3週 ノモノニ屡 悼 乞酪憂性 テ示 ス。

感、染後4-5週 ニノ・、肉眼的二結節 ノ大サテ増

シ、顯微鏡的ニノ・、大小融合性 ノ乾酪性肺炎竈

デアルガ、病竈周園 ノ小圓形細胞性環 モ梢 支著

明二登達 シ、亘態細胞 ノ出現 テ示 スモノガアル。

更 二長期7-10週 二及 ブモノノ、、動物 ニヨリ病

竈 ノ反 ツデ梢 ≧輕微 トナルモ ノガアルガ、一般

二更 二著 シク高度 トナリ.表 面 ニノ・相融合 シテ

米粒大、若 クハ碗豆大 二至ル結節多数 テ登生 シ、

屡 ≧形不規則廣汎 ナル 乾酪性肺炎竈 テ形成 ス

ル。顯微鏡的ニノ・、何 レモ廣汎融合性 ノ乾酪性

肺炎像 ニテ高度 ノ乾酪攣性 テ示 シ、多数結核菌

ヲ謹明 シ、屡 ㌃中央二石灰化 ラ示 ス如キモノガ

ア ル 。

之 二封 シ、 「ア」肺 ノ・、大 量感染 ノ場合、感 染早

期 二於 テハ、 ソノ病竈高度 ニテ、結節 ノ大 サ及

ピ分布状態 ハ、 肉眼的 ニハ反封側非 「ア」肺 二劣

ラナ ィ。

顯微鏡 的 二之 テ 観察 スル ト、非 「ア」肺 同様 、

大 軍核細胞乃 至類 上皮細胞性結節 デアツテ、 ソ ・

ノ分布 ハ寧 ロ稠 密 デ アル。然 シ乍 ラ、一般 ニ ソ

ノ境 界ハ明確 ニテ、屡 ≧小 圓形細胞 ノ混在 ラ示

シ、時 二小血管 ヲ随 件 スルモ ノ、又結 節 内二結

締 織繊維 ノ増生等 ラ示 スモ ノガアツテ、既 二明

カニ結節 ノ増殖 性傾 向 テ認 メル コ トガ出來 ル。

第3週 ノモ ノハ、非 「Z」肺 同様、結節 内二乾酪

慶 性 テ示 スモ ノガ アル ガ、結 節 ノ大 サバ、極 メ

テ小 トナ リ、且明 カニ少数 トナ ツテヰル。

感染4-5週 ニ ナル ト、「ア」肺 ノ容積 ハ著明 二縮

小 シ,結 節 モ遙 カニ少撒且小 トナ リ、顯微鏡的

ニノ、、限 局性細胞浸潤竈 ラ全 ク鋏 如 スルモ ノガ

ア リ、又 非 「ア」肺 同様 ノ浸潤竈 テ有 スルモ、著

明 ナル檜殖傾 向 テ示 シ、小結 節 テ形成 スル。

感染後長期(10週)一 ハ、高度 ノ「ア、ノ形成 ト共

二結 節ハ著 明ナル抑墜 テ受 ケ、 非 「ア」肺 ト等 シ

ク乾酪攣 性 テ示 スガ、増殖傾 向極 メテ著 シ久

甚 シク小 デアル。(第IV、 第V表 参照)

d)第4=,極 メ テ大 量 ノ感染 デ施 シタル場合.

反 封側非 「ア」肺 ハ、感染早期 ニハ、 肉眼 的 二帯・

黄色若 クノ・白色 ノ粟粒大 二至 ル結 節 テ密登 スル

ガ、 未 ダ肉眼的 二廣汎禰 蔓性 ノ浸潤竈 ノ形成 テ

見 ナ ィ。顯微鏡 的 ニハ,全 覗野 ハ全 ク多撒 圓形

ノ小浸潤竈 テ以 テ埋 メ ラレ、 既 二第2週 一テ、

中央 二壌死乃 至乾酪愛性 ヲ示 シ、 廣汎 二亙 リ融

合 スルモ ノア リ、 内二無撒短小 ナル結核菌 ラ謹

明 スル。病竈 ノ増 殖性傾 向 ハ、第2週 ニハ全 ク

鋏 如 スル ガ、 第3週 ニナル トー 定度 ノ存在 テ認

メ ノし。

感 染後長期(7・一一10LM)一 至 ルモ ノハ、 肉眼的 二

結 節相融合 シ、米粒 大、碗豆大 二達 シ、又廣汎

不規則 ナル 乾酪 性肺 炎竈 テ 形成 スルモ ノガア

リ、顯微鏡的 ニハ～廣汎地 囲状 二乾酪化 テ示 シ、

結核菌 ハ極 メテ稀 二之 テ登見 スル。

之 二封 シ、 「ア」肺 ノ・、 比較的大量感染 ノ場合 ト

同様 、感染 ノ早期 ニハ、結節 ノ分布 ハ,反 封側

肺 二遜 色 テ見ナ イガ、曾 殖性傾 向ハ既 二甚 ダ顯

著 デ、結 節 ノ大 サバ何 レモ小 デアル。1例 二於

テ、 中隔組織 内 二全 ク結 締織 化 シタ小結 節 ノ痕

跡 ヲ認 メタモ ノガ アル。

感 染後長期(7-10週)二 至 ル ト、 從來 ノ 場合 ト

全 ク趣 ヲ異 三 シテ、肺臓 ノ容積 ハ縮小 セズ、反

ツテ肥大 セル反封側 非 「ア」肺 ヨ リモ増大 シ、 浮

腫 状 テ呈 ス。表面 ハ、 扁卒丘歌 、廣汎融 合性 ノ
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結 節状肺 炎竈 テ以 テ占 メ ラレ、顯微鏡 的 ニモ、

高度 ノ乾酪 性肺 炎像 ニテ、梢{檜 殖傾 向 ラ有 シ

分布状態梢 ≧輕 少 ノモ ノガ アノ・ガ、然 ラズ シテ

寧 ロ反封側 肺 ヨリモ高度 ノ病慶 テ呈 ス。(第IV、

第V表 参照)

印 チ、以上要約 スル ト、

「ア」肺 ハ、感染量 ノ輕微 ナル カ、 比較的少量 ナ

ル場合 ニハ、感染後早期(2-3週)二 於 テ、 就 二

著明 ナル病竈瑳生抑制作用 テ登揮 シ,結 節 ノ分

布状態及 ビ大 サバ、反封側非 「ア」肺 二比 シ甚 シ

ク輕微 トナル。大量若 クハ極 メテ大量 ノ感染 テ

受 ケタル場合 ノ・、結節 ノ分布駄態 へ 反封側 非

「ア」肺 二封 シテ遜 色 ラ認 メズ、肺 容積縮 小 セル

タメ、寧 ロ稠密 二見エル。 且結節 ノ組織學 的構

成 モ、非 「ア」肺 ト相等 シイ。然 シ乍 ラ、既 二明

カニ旺 盛 ナル檜殖 性 ノ傾向 テ有 シ、結節 ノ大 サ

ノ・、何 レモ縮 小 トナ ツテヰル。

感染後梢 ζ長期(4-5週)二 於 テノ・、感染量 ノ多

寡 二拘 ラズ、病竈 ハ夫 々一定 ノ進歩 テ示 スガ、

非 「ア」肺 ノ高度 ナル病攣 二比較 シテ、 「ア」肺 二

於 ケル病竈 ハ極 ノテ輕少 一=・一テ、大}1::感染 ノモ ノ

ニ於 テモ、結節 ノ藪 ハ遙 カニ少撒 トナ リ、顯微

鏡的 二非 「ア」肺 ガ、大小融合性 ノ乾酪性肺炎竈

ナルニ封 シテ、極 メテ小 ナル結 箔形 成 ラ示 シテ

ヰル。

而 シテ、感染後更 二長期(7-10週)二 及A・'バ、

大量感染 二於 テモ依然 トシテ結節形成 ノ輕少 ナ

ル モ ノ ト、反 ツテ甚 シク高度 ノ病攣 テ現 スモ ノ

トガ アル。

皿.「 ア」肺 二於 ケノレ結 核威 染 ト肺胞 ノ細 胞性 反慮

次 二結核感染後、雨側肺 ノ肺胞 中隔組織 内及 ビ 態 テ述ベ ル ト、(第V表a,b滲 照)

肺 胞 内 二於 ケル攣 化、殊 ニ ソノ細胞性反 慮 ノ状a)非 「ア」肺 ノ・、少量(0.6mg)及 ビ中量(6.Omg

第V表a.「 アJ肺 二於ケル結核感染 ト細胞性反磨

地、染菌量(睡)

感染期間(週)

病 竈種類

病竈分布数

同上形 状

病

竈

構

成

細

胞

大軍核

類上皮

小圓形

多 核白
血球

巨 態

少 量(0.6)

2-3 4-5

血管周園浸潤
中隔内限局性
浸潤、小結節
形成

±

極メテ小

大 量(30)

2--3

性
形
胞
節
細
結
核

、

軍
炎
大
肺
成

柵

(十)

小

4-5

結節形成

)一

惜
(

小

10

結節形成

十十

(±)

小 、 圓 形

極メテ大量(60)

十

十

十十

柵

十

十

病 竈 内、
乾 酪攣 性

同 上
結締織塘殖

同上結核菌 難

)

十

±

十

十十

十

十

什

十

2-3 7-10

乾酪性肺炎、
結節形成

柵

小、圓形

乾酪性肺炎

柵

大 小 、圓 、廣 汎

十

十

十

柵

惜

十

　

　

十

十

什

柵
(

柵
(

十

十

十

柵

十
(朴)

十

柵

十

十

十

柵

十
　
柵懸
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肺
胞
中
隔
内
細
胞

肺
胞
内

多 核
白血球

小圓形

大軍核

核

核
球

軍

血

大

多
白

氣管枝炎蛇
同 肺 炎

什
(類上皮)

十

十十
　
什 喰

(類上皮)菌
)

十

(喰
菌
)

什

十

十十

(
喰
菌
)

十

督

(
喰
菌
)

十

十

惜

±

十十

十

(
喰
菌
)

+

柵

十
(巨態)

十

十

十

十十

十
(喰
菌
)
一

什

第V表b.反 封 側、非「ア」肺二於ケル結核感染 ト細胞性反磨(封 照)
一一

感染菌量(睡) 蝿(・ ・6)1大 量(3・)1極 メテ大量(6・)

感染期間(週)12-31←512-31←51・i2-317-・ ・'

病 竈 種類

内限局性浸潤
小結節形成

小血歓 小氣i
管枝周園浸潤血管周園浸潤
毛細血管栓塞中隔内限局性
性浸潤、中隔浸潤、結節形1

成

大軍核細胞性
肺炎 乾酪性肺炎 乾酪性肺炎 乾酪性肺炎

ザ亀 馬

乾酪性肺炎

病竈分布薮

同上 形状

十

小

十

稽 く大

柵

稽 く大、圓形、
融合

柵

大小、融合

柵

大小、廣汎、
融合

柵

大小、融合

柵

大、廣汎

病
竈
構
成
細
胞

大軍核

類上皮

小圓形
多 核
白血球
巨 態

=
一

朴

一

十

十

一H・

=

柵

±

±

=

十十

十

十

一

十

十十

=

=
一 一 『 一一一一

柵

±

±

=

十十

十

十

十

±

病 竈 内乾
酪 攣 性

同 上
結締織塘殖

同上結核菌

一6

-一

±

一

一

±

一

十

『一

柵

一

帯

惜

一

帯

}一

惜

十

柵

柵

一

十

肺
胞
中
隔内

細
胞

多 核
白血球

小圓形

大軍核

什

一

±
9

十

i什
1一

一

一

一

一

十

十

十

十

一

十

一

十

十

一

十

肺
胞
内

大軍核

多,核白
血球

一

一

-一_

1 -

一

　　

一

一

一

±

一

±

一

一一一一 一 一

十

(
十 喰
薗

_＼ 一ノ

十(
喰
++菌

)

氣 管 枝 炎
蛇 同肺 炎

一

一 一

一一一

一 十 什奮
)

結核菌感染 ノ場合、 感染早期(2-3週 〉二於 テ

ハ、籏張 セル肺胞内ニノ・、何等細胞 ノ遊出テ認

メズ。肺胞 中隔ハ、中等度 ノ細胞性浸潤及 ピ毛

細血管充血ノタメー、 ソノ厚 サテ檜ス。主 トシ

テ多核 白血球、小圓形細胞及 ビ少数大輩核細胞

(組織球性細胞)ヨ リ成ル。
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感 染後稚 ≧長期(4-5週)二 至 レバ、肺胞 ノ籏張

著 明 トナ リ、 中隔組織 ノ・、一般 二菲薄 トナルガ、

所 ニ ヨリ術細胞浸潤及 ビ充 血 ノタメニ肥厚 テ示

ス。 中隔 内浸潤 細胞 ノ・、 コノ時期 ニノ・、多核 白

血球 ハ減 少 シ、圭 トシテ小 圓形細胞 ガ之 二代 ル。

叉 肺胞 内一ノ・、少撒大軍核細胞(所 謂肺胞 上皮細

胞)ノ 遊 錐 ラ見ル。

之等 二封 シテ、 「ア」肺組織 ノ・、早期 ヨ リ、肺胞

ノ・全 ク牧縮 シ、肺胞 中隔 ハ、殆 ン ド表面 二至ル

マ デ弛緩密接 シ、全 ク實 質性 ノ組織 トナ リ、禰

蔓性 二細胞 ノ浸潤 テ蒙 ル。 細胞 ノ種 類 ノ・非 「ナ」

肺 ト略 ヒ同様 ナルモ、大輩核細胞(組 織 球性細

胞)梢 支多 ク、屡 支肺胞 内 二同細胞(所 謂肺胞 上

皮細胞)ノ 剥離遊 出 テ認 メル。

感染後梢 ≧長期(4-5週)二 至 レバ、肺胞 ノ牧縮

ノ・一層著 明 トナ リ、 中隔 内浸潤 細胞 ノ・、 反封側

同様 、多核 白血球 一比 シ小圓形細胞 ガ多 クナ リ、

且大輩 核細胞乃至類 上皮細胞(組 織球性細胞)ノ

増 殖ハ、更 ニー一層高度 トナル。屡 ≧細胞 内二少

数 乍 ラ結 核菌 ノ被貧喰像 ラ見 ル、斯 ノ如 キ組織

内結 核菌 ノ・、同一動 物 ノ非fア.肺 ニノ・認 メナ ィ。

b)次 二、大量(30mg)及 ビ極 メ テ大量(60mg>

感 染 セル場合、非 「ア」肺肺胞 中隔組織 ハ、感 染

早期(2-3週)二 於 テ、大輩核 細胞(組 織球 性細

胞)及 ビ多核 白血球 ヨリ成 ル 梢 く著 明ナ ル禰蔓

性浸潤 ノタメニ肥厚 テ示 シ、,肺胞 ハ、 圓形 二憤

張 シ、 内腔 空盧 ナルモ ノアレ ド、多 クハ大輩核

細胞(所 謂肺胞 上皮 細胞)及 ビ多核 白血球 ノ遊 出

ラ示 シ、極 メテ大 量感染 セルモ ノーテ、 同細胞

内 二少撒 ノ結 核菌 テ撮取 シテヰルモ ノラ見 ル。

感染 後長期(7-10週)二 於 テノ・、肺胞 ノ櫨張 ハ

著 明 トナ リ、 中隔壁菲薄 トナ リ屡 亙断裂 ラ示 ス

モ ノガアルガ、所 々大輩核細胞、多核 白血球 及

ビ小圓形細胞等 ニ ヨ リ禰蔓性 二浸潤肥厚 スル部

分 ガ アリ、又廣汎 ナル乾酪性肺 炎竈 ノタメニ ソ

ノ配列 ノ衝Lレテヰルモ ノガ アル。

之等 二封 シ、 「ア」肺 ノ肺胞 中隔組織 ハ、感染 早

期(2-3週)二 於 テ、高 度 ノ牧縮 テ示 スモ ノノ・、

實質 性組織 内 ノ組織球性細胞 ノ増殖 、極 メテ旺

盛 ニ シテ、索状 二並列 セルモ ノラ見ル、 叉所謂

類 上皮細胞 テ混在 スル。而 シテ、非 「ア」肺 二比

較 シテ頻 同 二、結 核菌 ノ被貧喰像 テ認 メル。又

動物 ニヨ リ、 中隔 内二梢 、著明 ナル多核 白血球

ノ増 加 テ見,之 又 同檬 二屡{結 核菌 テ囁取 スル。

肺胞 ハ全 ク牧縮 ス,レガ、屡 吻爽隆 ナル肺胞 内 二

大軍核細胞(所 謂肺胞 上皮細胞)テ 充 シ時 二又之

等細胞 ノ相融 合 セル 如 キ亘態細胞 ノ出現 テ 見

ノレo

感染後長期(7-10週)二 亙ル ト、 肺胞中隔内 ノ

組織球 性細胞 ノ増殖著明一テ、肺胞バー般 二牧

縮性 デアルガ、 所 ニヨリ肺胞内 一大軍核細胞

(所謂肺胞上皮細胞)テ 充 シ、周園部 一小圓形細

胞 ノ浸潤及 ビ所謂類上皮細胞 ノ混入等 テ認 メ、

不全ナル所謂類上皮細胞性結節 ノ所見テ呈 スル

モ ノテ見ル。又廣汎ナル部分二亙 リテ滲出細胞

ガ相融合 シ、梢 ≧攣性二陥 リ、繊維素テ混ズル

モノアリ、又廣汎不規則ナル浸潤竈 ト化 シテ肺

胞 ノ造構 ラ認 メズ、乾酪攣性 テ示 シ、定型的 ノ

乾酪性肺炎テ形成 スルモ ノガアル。

IV.「 ア」肺 二於 ケノレ結 核 戚染 ト氣管 枝 ノ攣化

非 「ア」肺氣管 枝 ハ、顯微鏡的 二、何 レモ著 明 ナ

ル披 張 テ示 シ、 管壁 ハ全膿 トシテ菲薄 トナ リ、

内面鍛髪 二乏 シク、 上皮 細胞扁李 ニ シテ、 内腔

ノ、室虚 デ アル。

時 二、氣 管枝 壁 二、多核 白血球 ノ浸潤 ラ蒙 リ、

管壁 ノ肥厚 ラ示 シ、又氣管枝周園 ノ淋 巴濾胞 ガ

疎霧 トナ リ、 内二多核 白血球 テ混 ズル モ ノガア

ル。殊 二、極 メテ大量 ノ感染 テ蒙 リタル場 合、

屡 支氣 管枝 壁 ノ浸潤 張 久 管腔 内 二、 圭 トシテ

多核 白血球 ヨ リ成 ル滲 出物 ラ容 レ、 内 二結核 菌

ラ謹 明 スル コ トガ アル。

「ア」肺 二於 テノ・氣管枝 ハ
、一般 二管腔 ノ著 明 ナ
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ル牧縮 テ示 シ、 上皮細胞層 ノ・何 レモ ソノ高 サテ

檜 シ、氣管枝結紮 後長期 二亙 ル モ、何等管腔 内

二瀦溜物 テ認 メナ イモ ノガ アル。然 シ乍 ラ、 又

厘熱 極 メ テ早期 ヨ リ、 管腔 内二乳 白色濃厚粘稠

性物質 ノ瀦溜 ラ有 シ、感染後 ノ経過 ト共 二著 明

トナ リ、結紮部 位以下 ノ大小氣管枝分 岐部 内ヲ

充填 シ、 末梢部 二至 ルマデ管腔 ノ著 シキ櫨張 テ

來 ス。

極 メテ大 量感染 セル モ ノニ テ、氣管枝 内瀦溜 高

度 トナ リ、 周園肺組織 テ歴迫 シ、 一一部 之 テ壌死

二陥 レ、融 合性 二移行 ラ示 スモ ノガアツタ.

時 二氣管枝 壁及 ビソノ周園 一、多核 白血球 ノ浸

潤 テ蒙 リ、 上皮細胞 ノ攣性 テ認 メルモ ノガ アル

ガ、斯 ノ如 キモ ノハ、比較的妙 ク、一般 ニハ管

壁 ノ浸潤 テ認 メズ、上皮細胞 ハ、比較 的 ヨク保

存 サ レ、管腔 ガ瀦溜物 ノタメ籏 張 セル場合 ニモ、

常 ニー定度 高 サテ有 シテヰル。

氣管枝 内瀦溜物 ハ、顯 微鏡的 ニノ・、 主 トシテ多

核 白血球 ヨ リ成 リ、内二少撒 大輩核細胞 ラ混 ジ、

屡 ≧其等 ノ攣 性 ラ認 メル。 一般 二無菌 性 デ ア

ル。然 シ乍 ラ、大量感染例 二於 テノ・、屡 胤瀦溜

物 内 二結核 菌 テ囁 取 シテヰル細胞 テ見ル。動物

一ヨリ感染早期 ヨリ菌 ヲ謹明 スル 場合ガアル

ガ、又大量二拘 ラズ、全 ク之 テ鋏 ク舌 ノモアル。

氣管枝内瀦溜 ノ頻度ハ、何 レモ第一編所載圭氣

管枝結紮健常家兎 ノ場合(42%〉 ヨリモ遙 カニ高

卒 ニシテ、且感染菌量 ノ檜加 ト共二頻同 トナル。

即 チ、少量感染例22頭 中11例(50%)、 中量感

染例31頭 中20例(65%)ニ テ、大量感染例 ニハ

最モ多ク、18頭 中15例(85%)二 達 スル。

同様多核 白血球性瀦溜物ハ、肺胞内邑モ散在性

二存在 スルコトガアルガ、何 レモ肺胞内二於 ケ

ル限局性 ノ瀦溜 デアツテ、結核性肺炎竈 トハ、

比較的無關係デアル。

且、中量感染試験 ノ場合 二認 メタ如 久 大量感

染 ノ場合 二於テモ、氣管枝内瀦溜例ニハ、一般

二特殊性病竈 ノ登生輕微 ナル傾向 テ認 メル コト

ガ出來ル。

然 シ乍 ラ、極 メテ大量感染 ラ蒙 リ、感染後長期

二及 ピタル動物二於テハ、非「ア」肺 ヨリモ高度

ノ乾酪性肺炎竈 ノ登生 ラ見タガ、 コノ場合、氣

管枝壁ノ・、雨側肺共、細胞性浸潤 ラ蒙 リ、上皮

細胞 宅攣性 ラ示 シ、瀦溜物 内二結核菌 テ謹明 シ

テヰタ。

V.「 ア」肺 二於 ケノレ結 核病 竈 ノ輕微 ナIv理 由

由來結核病竈 ノ螢生蛇 ニソノ後 ノ進展二影響 テ

與 フル圭ナル因子 トシテノ・、結核菌 ノ感染菌量

拉 ニソノ毒力、罹患臓器 ノ解剖學的拉二生理學

的特性及 ビ個膿 ノ免疫生物學的地位等 ラ考ヘル

コ トガ出來ル。

臨 床ノ實際二於テハ、個艦 ノ免疫状態ガ甚ダ重

要 ナル問題 デアツテ、之ガ叉病攣 ヲ複雑化 スル

コ トニナルガ、本實験的研究ニハ、第1次 ノ感

染 ノミヲ取扱 ツテヰル カラ、 コノ因子ハ除外 ス

ルコ トガ出來 ル。

先 恢 結核菌 ノ血管内注入後、「ア」肺 二於 ケル

分布沈著量二關 シテハ、更 二吟味 ラ要 スル所 デ

ァルガ(第三編一近 ク結核 二登表 ノ豫定一参照)

注ん結核菌量 ノ大ナル場合、 「ア」肺内結節分布

状態 ガ、感染 早期 革於 テハ、 全艦 トシテ必 ズ シ

モ反封 側非 「ア」肺 二劣 ラナ イ鮎 ヨリ見 レバ、最

初 「ア」肺 内二於 ヶル菌撒布 量ハ、決 シテ非 「ア1

肺 二較 べ テ寡少 デ アル トノ・考 ヘ ラ レナ イ。

然 ル ニ感 染量 ノ少量若 クハ中量 ナル場合 ノ病竈

ガ、感染 早期 ヨリ既二僅 少 トナ リ、大量感染 ノ

場合 ト難 モ、 ソノ性状 二於 テ甚 ダ シク良好 ナル

事實 ハ、 「ア」肺組織 ガ、沈 著結 核菌 ノ病竈形 成

二封 シ著 シク抑歴的 二作 用 スルモ ノト考 ヘザル

ヲ得 ナ イ。

ソノ機序 二關 シテハ、 一面 二於 テ「ア」肺 ノ示 ス

形態學 的構 造 ガ純機械 的 二關係 スル モ ノ トモ考

ヘ ラレル。且uebschmannハ 、 各種臓 器 ノ解 剖

學 的造構 ト結核病攣 トノ・一定 ノ關係 がア リ、例
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ヘ バ肺臓 ノ如 キfreieOberfl5cheテ 有 スル臓

器 ハ、容 易二滲 出性攣 化 テ起 シ易 ク、例 ヘバ脾

臓、肝臓、 腎臓 等 ノKompaktesParenchym

テ有 スル臓器 ニ テへ 滲 出機轄 が妨 ゲ ラレ、 主

トシテ」曾殖性傾 向 ヲ トル モ ノデ アル ト唱 ヘテヰ

ル が、著者 ノ「ア」肺 二於 ヶル成績 ハ同一個 艦 ノ

相異 ナル歌態 ニ アル肺臓 二於 イテ ソノ設 ノ妥 當

ナル コ トヲ裏書 キ シタモ ノト云 フコ トガ 出來

ノレo

更 二 「ア」肺組織 内 二於 ケル組織球性細胞 ノ増 殖

ガ、最初 ヨリ甚 ダ盛 ンナル コ トノ・、 既 二第1編

健 常動物 二就 イテ認 メタ所 デァルガ、感染動物

ノ場合 ニハ、 ソノ傾向 ノ・一層著明 トナ リ、旺盛

ナル貧喰 作用 テ登揮 スル コ トノ・、大量感染 ノモ

ノニテ屡 ≧非 「ア」肺 ヨリモ頻 同 二結核菌 ノ喰菌

像 ヲ有 スル コ トニ ヨツテ讃 明 セ ラレル。

然 シ乍 ラ喰菌 細胞 ノ多撒 テ擁 スル コ トノ必 ズ シ

モ良好 ナル現象 ナ ラザ ルコ トハ、結 核菌 二就 イ

テ芦村隆造 氏(1930)等 ノ護 明 セル所 デ アリ、

「ア」肺 二於 イテモ
、化膿菌、肺 炎菌 ニ ヨル實験

二.ヨツテ知 ル コ トガ出來 ル。

然 ル ニ、 「ア」肺組織、 即 チ肺臓 ガ ソノ通氣 管 タ

ル氣管枝 ラ閉鎖 サ レタル タメ、全 ク瓦斯交換 テ

螢 マザルー ツ ノ實 質性組織 ト化 シタル タメ、局

所 的 ニノ・Coryllosノ 唱 フル如 久 血液酸素訣

乏 ノ歌態(Anoxysmia或 ノ・Hypoxy5mie>二 陥

レル事 ハ想像 二難 クナ イ所 デ アル。 即 チ元來酸

素訣乏 二極 メテ敏感 ナル結核 菌 ガ、斯 ル「ア」肺

組織 内二沈著 スル トキハ、他 ノ嫌氣 性細菌 ト全

ク相違 シテ、甚 シク不良 ナル環境 二置 カ レ、 ソ

ノ生存、繁 殖上著 シキ障碍 テ蒙 ル モ ノト考 ヘ ネ

バ ナ ラナ ィ。

即 チ、恐 ラク「ア」肺 二於 テノ・、嫌氣性環境 ノタ

メニ著 シク毒 力減弱 セ ラレタル沈著結核 菌 ハ、

元 々動員歌態 ニアル肺胞 中隔 内組織球性細胞 ノ

タメニ、大 多数囁取抑 留 セ ラレ、・次 イデ容 易 二

殺 菌消化 テ蒙 リ、以 テ所謂特殊 性病 竈 ノ登現 二

迄 至 ルモ ノ紗 ク、 叉大 量感染 ノ場合 ト錐 モ、甚

ダ増殖性傾向 二富 ミ、病竈 ノ大 トナ ラザルモ ノ

ト考 ヘ ラル。

尤 モ コノ結核 菌抑 歴作用 モ、一定 ノ限度 ガア リ、

感染菌量 ノ飴 リニ大 ナル時 ニハ、喰菌細胞 ハ多

撒 容 易二肺胞 内二遊 出 シ、排泄不能 ノタメ反 ツ

テ非 「ア」肺 ヨリモ高度 ナル乾酪性肺 炎 二陥 ル場

合 アル コ トノ・、實験成績 ノー部 ノ示 ス所 デ アル。

VI.結 核 ノ病理組織學 二關スルー般 的考察

由來、結核病竈 トシテハ、所謂結節形成 ト乾酪

性 肺炎 トノ雨攣化 ガ存在 シ、 ソノ異同 二關 シテ

ハ、Virchow封Baumgartenノ 歴 史的論孚 ガ

アツタガ、現今 バー般 二、感染個膿 ガ ソノ免疫状

態 二癒 ジテ現 ス、 同一結核 菌 二封 スル2ヅ ノ異

ナ ル反磨相 デアル ト考 ヘ ラレテヰル。 而 シテ、

近 年、結 核結節 即 チ、所謂類上皮細胞 性結節 ノ

組織 獲生學 二關 シテモ、從來 ノ見解 二柳 力動揺

テ來 シ、更 へ 結核性攣化 ソノモ ノ・特殊性 二

封 シテモ、 屡k疑i義 ガ 唱 ヘ ラレテヰル。(P.

Huebschmann,E・L6wenstein,竹 内清教授)

著 者 ノ實験成績 二就 テ、一般肺臓(非 結紮側)二

於 ケル病竈構成細胞 テ吟 味観察 ス レバ、次 ノ如

クデアル。(第V表b参 照)

先 ヅ、感染結核菌 ノ少量 ナル場合、早期 二於 ケ

ル攣化 ハ、輕微 ナル小 血管 ノ小氣管枝周園浸潤

或 ハ 毛細血管 内栓 塞竈 若 ク ノ・中隔組織 内 ノ小

ナル限 局性浸潤竈 ニテ、何 レモ主 トシテ多核 白

血球 ヨリ成 リ、感染4-5週 ニへ 小 圓形 細胞(淋

巴球)ガ 之 二代 リ、夫々浸潤 ノ大 サ ラ檜 ス。掲立

シタ結 節 トシテハ、漸 ク第3週 ニナ ツテ始 メテ、

血管 二近 ク極 メテ小 ナル モ ノ(小 圓形細胞集聚)

ノ登 生 テ認 メ、第4週 ニノ・、梢 ≧大 トナ リ、 中

央部 二大輩核細胞乃 至類 上皮 細胞 ラ含 ミ、所謂

類 上皮細胞性結節 ノ形 ラ トリ、第5週 ノモ ノニ、

輕度 ノ乾酪慶性 テ認 ムル ニ至ル。感 染量 ガ梢{
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壇加 スル ト、既二感染第2週 ヨリ判然 ト掲立 シ

タ結節テ嚢生シ、圭 トシテ大軍核細胞 ヨリ成 リ、

内二多核 白血球 テ混 ジ、周縁部ニノ・、梢 ≧著明

大ナル小圓形細胞層 テ備ヘテヰル。感染量 ガ比

較的大量ニナル ト、感染早期 カラ著明ナル攣化

テ示 シ、梢 ≧大 ナル圓形浸潤竈 ノ型 ラ トリ、屡 ≧

2-3相 融合 シ、圭 トシテ大輩核細胞乃至類上皮

細胞 ヨリ成 リ、小圓形細胞 ノ關奥少 久 内二少

数結核菌 テ有 シ、(大 輩核細胞性肺炎竈)、 第3

週 ニテ屡 く乾酪攣性 テ示 ス。(乾 酪性肺炎竈)、

其後病竈 ノ籏大、乾酪攣性 ノ檜大 ラ示 スガ、又
一方ニハ、病竈周園 ノ小圓形細胞環モ、一定度

ノ登達テ示 シ、亘態細胞 ノ出現 テ見、長期 二及

ブ ト病竈 内二石灰化テ示 スモノガアリ治癒 二向

フ 。

感染量ガ甚 グ大量 ニナル ト、一般 二小ナル圓形

浸1閏竈 テ登 生シ、屡 ヒ廣汎 ナル範園 二亙 リ融合

テ示 シ、無撒 ノ結核菌 テ讃明 ス。既 二第2週 ニ

テ、中央部 二著明ナ壊死乃至乾酪慶性 ラ示 シ、

病竈周園ニハ全 列曾殖傾向テ認 メナイ。(乾酪性

肺炎ノ、其後第3週 ノモ ノニ、或程度 ノ壇殖性浸

潤 テ示 スモ ノガアルガ、感染後 ノ経過 ト共 二多

クハ、乾酪竈接大 シ、廣汎ナル地圖状 テ呈 スル。

コノ時期ニノ・結核菌ハ反 ツテ甚 ダ少 イ。

帥チ、同一菌種結核菌 ガ血行感染ニヨツテ、肺

臓内二生ズル限局性病竈 ノ歌態 乳 感染菌量 ノ

増加二從 ヅテ配列 スル ト、

小血管周園、若 クハ毛糸剛且管 内外 二於 ケル多核

白!血球性(後 二淋巴球性)集聚、→淋巴球性掲立

結笛→大輩核細胞性乃至類 上皮細胞 性結 節→

(大叩核細胞性肺炎)→乾酪性肺炎性結笛→乾酪

性肺炎 トナル。

以上明 ヵ二所謂結節形成 卜、乾酪性肺炎 トハ別

個 ノモノデナ久 侵入結核菌二封 スル組織 内各

種細胞 ノ幾重モヨリ成ル防禦陣 ノ構ヘニヨッテ

生 ズル連績的 ノ攣化 デアルコ トテ知ル。即チ、

Huebschmannノ 唱ヘル如 久 結核性結節(類 上

皮細胞性結節)ノ 、一一元的組織磯生説ラ肯定スル

コ トガ出來 ル。更 二、之等 ノ關係ハ、 「ア」肺;

於 ケル病竈 二就 テ見 レバ、 一層明 カ トナル。(第

V表a参 照)

即 チ、感染 景ガ此較 的大 量 ノ場合 デモ、 病竈 周

園 ノ小 圓形 細胞環 ノ登達 ハ、反封側 非 「ア」肺 二

較 べ テ常 二遙 カニ著明 デア リ、結締 織繊維 ノ檜

生等、著 シキ檜殖性傾 向 ラ有 シ、 感染後梢 ≧長

期 ニ ナ リ同一個 罷iノ反封側 肺 ノ病竈 ガ、廣汎 ナ

ル乾酪性 肺炎像 テ呈 スル ニ反 シ、 「アJ肺 デハ小

結節 ノ形 テ トツテヰル。

最後 一、 乾酪攣性 二關 シテー言 ス レバ、從來 一

般 二結節 内 ノ乾酪性攣化 ハ、所謂類 上皮 細胞性

結節 ガ形成 サ レテ後、之 ガ融 合 シ、循環 障碍蛇

二結核菌 毒作 用 ノタメニ生 ズル凝固性壊 死 ト考

ヘ ラレ、 タ ・"特別 ナル場合 トシテ、乾酪 性肺炎

ノ トキニへ 細胞 性滲 出物 ガ乾酪化 スル トセ ラ

レテヰル ガ、Huebschmannハ 梢 迦之 ト考 ヘ ラ

異 一 シ、即 チ乾酪 攣性 へ 本來 、結核性憂 化 ノ

滲 出性相(ExsudativePhase)二 現 レル、結核菌

ニ ョル特殊 ナ ル憂 化 デ アツテ、類 上皮細胞結節

トハ直接何等 關係 ナ ク、 同結節 内二新 シイ推 進

ノアル トキ現 レル コ トガ アル ガ、所謂類 上皮 細

胞及 ビ淋 巴球 ノ浸潤 ハ、之 ヲ修 理 スル意 味 ノモ

ノデ、」曾殖性相(ProduktivePhase)ノ 表 現 デ ア

ル、ソノ關係 ノ、、即 チ、Exsudation→Verk乞sung

→ProduktiveReaktion(Tuberkelbildung)デ

アル ト圭張 シテヰル。

著 者 ノ場合 テ見 ル ト乾酪攣性 ノ、、 一般 二感染菌

量 ノ檜加 スル ニ從 ツテ、 ソ ノ出現 ノ・早期 トナ リ

(少 量感染例 第5週 、大 量感染例第3週 、極 メテ

大 景感染 例 第2週)且 感染後 ノ経 過 二 從 ツテ高

度 トナ ツテヰル。

「ア」肺 二於 テモ
、極 メテ小 ナル増殖傾 向強 キ結

節 内 二同時期 二於 ケル反封 側肺病竈 ト同様、常

二乾酪 性攣 化 ノ存 在 テ認 メル。而 シ乍 ラ、常 二

極 メテ輕微 デ アル。又 「ア」肺 ノ氣管枝 内及 ビ肺

胞 内 二、屡 ≧多核 白血球性瀦溜 物 テ有 スル ガ、

特 別 二乾酪化 ラ塘進 スル傾 向 テ認 メナ ィ。

叉一般 二、病竈 内乾酪攣 性 ノ有無及 ビソノ程度

ハ、病竈 内 ノ結核 菌 ノ数 トー定 ノ關係 ヲ示 サズ、
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又病 竈 ノ組織學 的構i成 トモ、必 ズ シモー致 シテ

ヰナカツタ。

恐 ラク乾酪攣 性ハ、結椀菌 ニヨツテ惹起 セ ラレ

ル特 有 ニ シテ複雑 ナル 第一次性 ノ攣 化 デアツ

テ、倫 未解決 ノ多 クノ問題 テ持 ツテriニル ガ、紗

ク トモ結節 内 ノ乾酪攣性 ガ、所 言胃類上皮細胞結

節 ノ結果 デノ・ナ4ト 云 フHuebschmannノ 説

ハ首肯 セ ラレル。

第七章 結 論

健常家 兎94頭 テ用 ヒ、武 田氏 ニ ヨル肋膜外主氣

管枝結紮術 ニテ、最 モ自然的 二登生 セ シメタ廣

汎性 「ア」肺 ガ、結核 菌 ノ血行性感染 ニ ヨツテ生

ズル病理解剖學 的攣 化 テ種 々ナル感染菌 量及 ビ

感染経過 二就 テ観 察 シ、次 ノ結論 テ得 タ。

(1)「 ア」肺 ハ、 一般 二結核病竈 ノ登生 テ著 シク

阻 止 シ、 且之 ラ治癒 二赴 カ シム。

(2)「 ア」肺 二於 ケル結節 ノ分布数 ノ・、大量感染

ノ場合、 早期 二非 「ア」肺 二劣 ラナ ィガ、感染後

ノ経過 ト共 二減 少 シ、 比較的少量 ノ場合 ニハ、

既 二早期 ヨリ著明 二僅少 デ アル。

(3)而 シテ、結節 ノ大 サバ、感染菌量 ノ多寡 二

拘 ラズ、 常 二非 「ア」肺 ノモ ノヨ リ小 デアル。感

染後 ノ経 過 ト共 二、 ソノ差 ノ、顯著 トナ リ、顯微

鏡 的 二、非 「ア」肺 ガ廣汎融合性 ノ乾酪肺 炎性攣

化 テ示 スニ封 シ三 「ア」肺ハ、常 二旺盛 ナル増殖

傾 向 テ有 スル小結節竈 テ形成 シ、終 ニ ソノ痕跡

テ留 ノザ ルニ至 ルモ ノガ アル。

(4)「 ア」肺 二於 ケル病竈 内乾酪攣性 ノ出現 ハ、

非 「ア」肺 ト同時 デ アル ガ、常 二極 メテ輕微 デア

ノレo

(5)肺 「ア」ノ結核病竈抑制作用 ノ・、著者 ノ實験

範 圃 内(「ア」成立後2週 間)二 於 テハ、感染 日次

二拘 ラズ、常 二顯著 デ ァル。

(6)「 ア」肺肺胞 中隔 内ニハ、感染早期 ヨ リ、所

謂組織球性細胞 ノ壇殖、極 メテ旺盛 ニ シテ、常

二非 「ア」肺 ヨ リ頻 同 二結核 菌 ラ貧喰 スル
。

(7)「 ア」肺肺胞 内 ニハ、大量感染 ノ場合、屡 ヒ

多数大軍核細胞 テ遊 出 シ、時 二肺胞腔 ラ全 ク充

スコ トア リ。斯 ル モ ノニテ、周園 ヨ リ小 圓形細

胞及 ピ類 上皮 細胞等 ノ包 園侵 入像 ラ示 シ、不完

全 ナル所 謂類 上皮 細胞結 節 テ形 成 スルモ ノテ見

ノレo

(8)「 ア」肺 内氣管枝 ハ、一般 二著 明 二牧縮 シ、

大 量感染 二拘 ラズ、長期 二亙 リ何 等滲 出物 ノ瀦

溜 ヲ見 ナ イモ ノガ アルガ、又屡 支高 度 ノ瀦 溜物

テ満 シ、大 小氣管枝膣 ノ著明 ナル旗張 ヲ來 ス。

(9)氣 管 枝壁 ハ、著明 二肥厚 シ、 ソ!上 皮細胞

ハ ヨク保 存 サ レ高 サ ラ増 シテヰル。

(10)氣 管 枝 内瀦溜 ノ頻 度ノ・、健常 家兎氣 管枝結

紮 ノ場合 ヨ リモ遙 ヵ二高牽 ニ シテ、 又感染菌量

ノ檜加 ト共 二盆 ㌃ヒ昇 スル。

氣管 枝 内瀦溜物質 ハ、 圭 トシテ多核白血球 ヨリ

成 リ、一般 二無菌性 デアル ガ、大量感染 ノモ ノ

ニテへ 食喰性 二結核菌 ノ存在 ラ認 メル コ トア

リ^

(11)氣 管 枝 内及 ビ肺胞 内瀦溜物 ハ、結核 性病竈

ノ構 造 二封 シテ、特 二悪影響 ラ及 ボサナ イ。

(12)非 「ア」肺 ノ病竈 ハ、 「ア」肺 ヨリ常 二高度 ニ

テ、一般 二増殖性傾 向 二乏 シイ。

(13「 ア ノ病秘 ハ、 之 ラ同一弾 量 ラ威 塗 セ

ル無塵置封照動物二比較 スレバ、何 レモ高度 デ

し

(14)「ア」肺及 ビ非「ア」肺 二登生 スル結核性病竈

ノ組織學的構成テ、種 々ナル感染量及 ビ感染経

過二於テ観察 シテ、Huebschmannノ 唱ヘル、

結核性病攣 ノー元的組織登生設 テ肯定 スルコト

ガ出來ル。

欄筆二臨 ミ、御校閲 ヲ辱 ウセル、恩師大阪帝國

大學醤學部病理學教室片瀬教授及 ビ不断 ノ御鞭

捷 ト御校閲 テ賜ハ リタル院長太縄博士拉 二前所

長有馬博士二封 シ、謹 ンデ満腔 ノ謝意ラ捧グ、

本問題 ノ研究テ命 ゼラレ終始懇篤 ナル御指導 ト

御助力テ戴キタル醤長渡邊三郎博士及 ビ大阪帝
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國大學署學部小澤外科教室武田義章博士二衷'亡 ヨリ感謝 ノ意 ラ表 ス。

附圖読明

附圖1.6.Omg.感 染、第2週 肺臓所見(左 側圭氣管枝

結紮、第2賓 験、第80號 家兎)

附圖 π.6.Omg.感 染、第4週 肺臓所見(封 照)(結 紮

ナシ、第1實 験、第37號 家兎)

附圖 皿.6.Omg.感 染 、第4週 肺臓所見(左 側圭氣管枝

結紮、第1實 験、第43號 家兎)

附 圖IV.0.6mg.感 染、第4週 肺臓所見(左側圭氣管枝

結紮.第3實 験、第69號 家兎)

附圖V.30mg.感 染、第4週 肺臓所見(左 側圭氣管枝

結紮、第4實 験、第51號 家兎)

附圖VI.30mg.感 染、第4週 肺臓所見(左 側圭氣管枝

結紮、第4實 験、第73號 家兎)

附 圖VII・60mg.感 染 、第2週 「ア テ し・クタ ー一ゼ」肺 所 見

(第2實 験 、 第83號 家 兎)

附 圖V皿.6.Omg.感 染 第2週 、反封 側 非 結 紮 肺 所 見(第

2實 験 、 第83號 家 兎)

附 岡IX.30m&感 染 、第2週 、「アテ レ〃 タ ー ゼ」肺 所

見(第4實 験 、 第54號 家 兎)

附 圖X.30mg.感 染 、第2週 、反封 側非 結 紮 肺 所 見(第

4實 験 、第54號 家 兎)

附 圖XI.30mg.感 染 、第4週 、 「アテ レ ク タ ー ゼ」肺 所

見(第4實 験 、 第51號 家 兎)

附 岡X∬.30mg.感 染 、第4週 、反i封側 非結 紮 肺 所 見(第

4實 験 、 第51號 家 兎)
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